
第 -一 告B

算数・数学診断テスト作成についての

実験的研究



1.総 論

1.1. 研究の目的

数計算において，児童生徒の誤算を分析すると，その多くは，数の概念がは

あくされていなかったり，計算に含まれる理解事項や原理に欠陥のあることが

指摘される。また，数計算は，機被的にできても，そこに含まれる理法や概念

がはっきりはあくされていない児童生徒の多いことがわかる。このようなこと

では，計算が所謂計算だけで終ってしまう結果になる。このような児童生徒に

対して，どのような点から指導していったらよいか，また，指導の要点はどこ

であるかが明らかにされないならば，学習指導は効果的に展開されないであろ

う。特に，分数概念やその計算では，整数計算以上に多くの困難を感じ，まずこ

誤算をする。われわれは，一人一人の児童生徒が自分の能力を十分にのばし，

成功感を味うことのできることを念願したいc そのためには，診断と，それに

もとずく治療指導を合理的に進めることが必要となる。ここにおける研賞の目

的は，整数，分数計算において，

(1) 児童生徒は，どのような点につまずくか。

(2) そのつまずきの原因はどのような基礎的理解欠除によっているか。

を診断し，その診断にもとずいて治療指導を効果的に進めていくことのできる

診断テストを作成しようとする点にある。誤算の原因には，不注意や考え違い

その他いろいろあると思われるが，特に，ここでは器礎的理解事項の欠除によ

っている誤算を考える。不注意や考えもがい等の誤算であるかどうかを判定す

る目安となるものには，平素の観祭結果等が考えられるが，計算テスト問題は

いくつかの間じ型の問題群で構成されているので，全体的に計算テストの結果

を検討することによって，それが不注意や思いちがい等の誤算であるかどうか

の凡そが推定される。それで診断を理解欠除事項にしぼって考えた。そ.しで，‘

その理解欠除の欠陥を明らかにして，効果的に指導を進めでいこうとするわけ

であるが，その理解欠除を所謂，ペーパ{テストでとらえようとしている処『ど

困難な点がある。そこにペーパF テストとして，この診断テストの限界が考え

られるわけであるが，実験的な過程を通して，それらの困難な点をすこしでも
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のりこえていこうと意図した。なお，

導によってそれでよかったかどうかがたしかめられるとともに，ペーパーテス

トでおさえきれない点を実際指導を通して解決していくということになる。な

お，本研究では，第4編に基礎計算能力テストの全県基準を設定し，基礎計算

能力を他の面から診断しでいくことも研究されたので，これもあわせて御活用

闘えれば幸いである。

'.2.研究の内容

診断テストによる診断の構造は第1.1.表の通りである。

第1.1哩表診断 の構造

|欠陥吟断 |

l::'-"，ょう 'd':$さ，-~ jず
、、T、・るか

|得、囚診断|

->，3寸・弘司原因1<11::

二。、
巨亙呂

|四テスlfr失Lた0
計算テストを実施して包正こにつまずいているか，欠陥診断を行う。つぎに

その欠，陥は，どのよラな類型になるかを誤算類型によって明らかにする。誤算

。類型が明らかにされたならば，理解テストを実施するこ主によって，誤算の

原因を診断する。その診断にもとずいて治療指導を行うという構造になる。こ

こでは，郡引之対応して理解テストにより理解欠除を要素的にとらえよう主し

ているが，挟能は加算的tf:集積ではな<.下位のそれぞれの技能に習熟すると

とも庭，下位の技能を全体として統合し，一うの体制ができ上がって始めて上

位@技能になるという点に注意しなくてはならなし、。したがって，個々の要素

の欠陥を診顕するごとができるようにテストが作成されていても a治療はまた

別の問題を含んでいる。下位の妓能の玉箆解主ともに亀それが全体として統合さ

れるように指導されなぐではならないわけてミある。診断指導をこのように考え

で〈ると，研究内容は，ヲラぎの四つにわけて考えることができる。

@ 計算ヲミ又 ト問題の作成研究
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②誤算類型設定の研究

③理解テスト問題作成の研究

④治療指導の事例研究

なお，研究領域は整数計算:分数計辞に限定ヒた。

1.3. 研史の方法

各研究内容について，方法上の問題は，次主主以下るのべるこ とにして，

では，全体的な手JI民の概要をのベる。

1.3.1. 研究手順の概要

この研究の主要な部分は，すべて笑験学校でなされた。 しかし，この診断テ

ストの目的の上から他の多くの学校の協力を必要とした。研究手順はつぎの通

りである。

第1.2..表 笑験研究計画

実験次別|場 研 究 内 容

第一次実験研究 実験学校

|実書究即霊を祭行う日h諜目詰時L論テス議ト

第二次実験研究 I実学験校学校以外の I実の学験学校校で笑で施えらしれ，検ki討結果すをる他

また，各年度研究主題はつぎの通りである。

昭和28年度・・・・基礎研究，誤算類型設定研究

昭和28年度・・・・計算テス ト問題，理解テスト問題作成研究

昭和初年度・・・・理解テスト問題の検討と治療指導の研究

1.3.2.研究組織

(1) 研究を担当した人

小島甚作 武藤 惇 栗賀 ー貫次 小田 E衛

く小島甚作氏は現在県教育庁中越出張所主事〉

(2) 実験学校と研究を担当した人
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(1)西蒲原郡和紡小学校く整数計算診断テストの研究)

石添徳治 石田滋司 清水武美 小林三喜男

槻辺十四

(吟 中蒲原郡両}It中学校く分数計算診断テストの研究〕

後藤昇 吉田誠司

. . 
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2.整数計算診断テス ト作成についての

実験的研究

2.1. 誤算類型の設定

2.1.1. 誤算類型設定の目的

児童は，いろいろな誤りをするが，その誤りのおきる原因と想定される理解

欠除幕項を中心に，その誤りを麓理してみると，いくつかの型に整理されて治

療指導の目安がえられる。このように，様々な誤りを理解欠除事項、と関連させ

て，大わくに整理し，治療指導の目安を与えようとするものが誤算の類型であ

る。

2.1.2. 誤算類型設定の研究

誤算の類型を，九九の誤り，繰り上がり繰り下がりのなIい計算操作の誤り，

Oの処理の誤.り，繰り上がり繰り下がり操作の誤り，その他の誤りとした。誤

算類型は第2.1.表のようになる。

第2.1.表誤算の類型

諜誌で|加
法

A 型 カH法九九を誤る 並説法九九を誤る 乗法九九を誤る 除法九九を誤る

B 型 加法操作を誤る 古車樹j量作を誤る 事奏法捌乍を誤る 除法操作を誤る

C 型 0の処理を誤る 0の処理を誤る 0の処理を誤る 0の処理を誤る

.D 裂
繰り上がり処理
を誤る

繰を誤り下るがり処理 繰を誤り上るがり処理 繰を誤り下るがり処理

B w. その他の誤り その他の誤り 加法を繰る 盟実法を誤る

加法では，加法九九の誤りをA型の誤りとする。また，同位の数を加え;るとい

う加法の操作で誤る誤りをB型の誤りとする。たとえば， 12+ 6 =72はB型の

誤りである。つぎに， 20+ 3 =24は同位の数を加えるという加法操作は正しい

が， 0+3=4と誤っている。まずこ，40十20=6ft 0をおとしている。このよ

うにOの加法やその処理を誤る型をC型とする。つぎに，96十 6=92のように
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同位の数を加えるという7刑法操作は正しいが繰り上がり処理を誤る型をD型，

その他の誤りをE型とした。

減法では，減法九九の誤りをA型。また，同位の数からひく減法操作を誤る

ものをB型とする。たとえば， 78-6 =18は7-6=1として同位の数の減法

・操作を誤っているのでB型である。つぎに，67-20=40は7-:0をOとして.い

る。また，302-200= 12は102となるべきを12と誤っている。このようにOの

減法やその処理を誤るものをC型とする。つぎに， 82-7 =83は80-7=83と

して2をわすれている繰り下がり処理の誤りで，D型とする。その他の誤りは

E型とした。
23 

乗法では，乗法九九の誤りをA型、とする。つぎに， x 42は3x2=6，2
86 

21 
x4=8として計算している。また， x 3は1x3=3，2+3=5之しで

日
いる。これらは，いずれも乗法の正しい計算操作を誤っているものでB型の誤

りとする。
23 

.また， 10 x 10= 1000， x 20はO処理を誤ってし?るし，5 x，O = 5はOの乗
4600 

法を誤っている。このような誤りをC型とする。つぎに，15x 6 =80は計算操

作は正しいが繰り上がりを誤っている。これをD型の誤りとする。その他，カ日

法を誤ったもの等をE型とした。

除法では，除法九九の誤りをA型とする。また， 0以全トの商の立てかた，除

法のし方の誤りを B型の誤りとする。部分積の求め方の誤りなども B型とな

る。たとえば」一ーは，首位のみ4でわってあとをかまわないでおく， B型の
の480

誤りで、ある。つぎに，商にOの立っときOの処理の誤をC型とする。たとえば

13 
ーーーとして中間のOをおとしているのはC型の誤りとなる。つぎに，部分積
8)824 
は正'しく求められたが繰り下がりに誤るものをD型とする。たとえば 104

5)610 
はD型の誤りである。ー減法そのものの誤りをE型とする。 5

2.'.3. 実験学校にを11'る研究

前節で誤算の類型が設定されたが，つぎに，

1'46ー.

20 
20 
0 



。すべての誤算がその類型で整理されるかどうか。

Q各類型について，誤算の事例はどうか。

を明らかにするために計算問題を作成し，実験学校児童に実施し;その結巣を

整理した。誤算類型は第2.3.哀の通りである。計算問題は類型をおさえて作成

ヒた。紙面に制限があるので問題は省略する。問題類型設定の一例を示せば，

第 2.2.表のようになる。加法，減法は3年以上全員に，乗法，除法は4年， 5 

年に既習の範囲で実施した。

第22，表計算テスト問題の例

制型の基本

① @ @ @ 

磁加数の位数 111日数の位数 1 0を含まない |繰り上がりの
か含むときは |有無の類型
どこに含むか
の類型

/例 1111型 5十 4 1 
I 1112型 6+7 I 
¥ 1212型 4十27 等j

なお類型の検討にはつぎの学校の協力を得た。

中蒲原郡大蒲原小学校 北蒲原郡笹岡イ母校

新潟市大例母校

第 23.表誤算類型

(1) 加法誤算類型

具 体例 |

誤 算 類 型
( 1 位位位数数数〕〕〕+く((1 位位位数数数〕〉〕 ||| ( 3 位位イ立数数数〉〉〉+〔1 位位位数数数〉
((22++21((33++(〔23 〕〕l

CA型〉 加法九九を誤る I " I 
(B型〉 力日法操作を誤る

.~ 

‘ 

(B a) 構成数字の和を求める

1和被を加も数，力日数の構成数字の総 57十 3=15 450十40=13
とめる

2 部分的に構成数字の和を求め 450十40=90
る

3 力日数の構す成る数の和を被加数の 100十53=1008 
次に羅列

4 被加2位数， 位力日数にすの構る成数の和を 818+7ラ1=183
答の 3 
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(B b) 位取りを誤る

被カ轍または加数の位を誤る 300十7-1000 

2 答の位を誤る 27十51=87
(3700) 

3 1位の力日数を2位または3位 7 +191=268 
に加える ‘F 

CB c) その他 . 
a十a=aまたはa+lとす 4十4=4
る

(C型) 0の処理を誤る

(C a) 0の加法を誤る 20 200 

1 基0数とす十0=0またはoJト議数 十 7 十 50
=る 20 200 

2 0十0=1とする 50十2'0=71

3 基数十0=何+とする 2 +0 =20 

4 0=1とする 。十0=2 810十200=1022

5 0=10とする 0+4 =14 

6 0を力日数被加数と同じにする 。+3=6 30+92=124 

くCb) 0の先盟を誤る

末位のOをおとす 52+28= 8 993+ 7 =100 

2 中間のOをおとす 51+ラ6=17 941+60=101 

3 末位の0をよけいにかく 50十20=700 993十7ー10000

4 中間のOをよけいにかく 12+ 9 =201 950+93= 10043 

(D型〉 繰り上がり処濯を誤る

CD a) 繰り上げをしない . 

1位部の分み和かLが2繰位となったとき 1 7 +7 =4 66+37=93 
、て り上げを誤る 96十6=92

2加数繰をりよ上そげのるままとかき被く加数または す+7=7 476十ラ63=979
80卜70=7'0

3り部上分げ和ずがその2位ま数まに緩列なするるとき繰

4位部を分1位和がか2位き数繰になるとき10 52十28=710
に り上げない く71)

5 繰り上がらね部分和を求め他
43十48=811

をOとする

くDb) 繰りよげの方法を誤る

繰り上がる 1を'被加数に加え
たり，ひいたりする

7十7=84

2 録上がる数をひく 57+ 3 =40 

3 繰り上がるとき各桁につL、て 86十7-8=12 ~ ~6$十439田 !304
大きい方より小さい方をひく

性 部，更分和にが9になるとき 9をか 730+~=894 
き 1を繰り上げる
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5 2位たへへ3、繰位りり上がるものを3位 58+82=230 204+ 6 =300 
へ，ま へ繰り上がるもの
を4位 上げる

6 2位へ繰り上がるとき2イ立を
3位に繰りよげる

322+ 8 =430 

7 繰り上げてなし、のに繰上げる 21十ラ1=88

8 部分そ和が10のとげき答に1をか 90十510=610
き， のど繰り上る

9 繰り上がった1をる被加数に元日 T十 1=84 
えたり 51~ 、たりす

10 繰り上がった最上位をかかな 51十56=01
L、

CE型〉 その他の誤り
数え誤り〔答に 1 のちヵ;~、が 4十 2=7 803+ 2 =804 
多い〉 9十 7=17 

11十 8=18叉は20

2 かけ算，ひき第をする 2+ラ=10
8+2=6 

3 見終り発音からく見るく誤誤る誤りり9と6，3とBの) 7十 6=16 7 +191=168 
くく4主7の発沓・から り〉 ヨ0+ヲ2=172

4 一部分の和のみ求める 43十48=11

5 でたらめ叉は無主主

(2) 加法九九の誤算類型

問題類型 | 誤算の型|誤算の具体例

付繰り上がりのない場合

(1) a+bの型
くaニドb)

(2) a+ aの裂

(1') 力日数支は被加数そのま
ま答とナる

(司演算の誤

付発音のにているための
誤

伺見積り

Lイ) a+a=aとする

4+2=4 

2+ち=10
3十 3=9

1+'3=1併を72:するコ

2 + 9= '8 (9を6~ニする3

3+ラ=3

(吋 a+a=a+lとする I5+5=6 
(3) a +0またはO十 aI (イ) a+u=またはO+a10+ラ=0
の型 =0とする

(11) a十 0=何+とする I 3十 0=30
付 a十 0=a+1とする 12+0=3

伺 0を10とする |ヨ+'0=13 

(時 O十 0=1とする
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同繰りよがりのある場合

(L) a+b=IOの型 {1) 9叉は11とする

(ロr) 0とする

的繰り上がりを忘れる

(ロ}彼加数叉は加数を答と
する

付記数法を誤る

伺見誤り.数え誤り

(2) a+ b>lOの型

4+6=9叉は11

3十7=0

9+8=7 

9+8=8 

6 + 7 =103 

7 + 6 =16 (6を9に誤る〕

9+7=17(数え誤り〕

削 減法誤算類型

誤 .類 製

具 体例

;jzgjzjjiij1555jEjj譲
I . I 

算

CA型〕減法九九を誤る

CB担〉減法操作を誤る

CB a) 構成数字の和差を求める
1 世主滅数の構成数の和から滋数 148-8 = 4 
をひく

2 被霊長数の腐成数の和を滋数か 167-30=17
らひく

くBb) 位取りを誤る

1 成数の位を誤る

2 滋滅数の各位より紙数をひく

3 彼滅数，紙数を羅列する

79-6 =19 

67-2 =45 

12-1 =121 

くBc) そのイ也

1 被滅数の 1位が何で獄数がo167-30=33 
のとき10ー何とする

2 同上くりさげる 167-30=23 

3 a-a=aとする 15-5=5 

407-20=207 

457-3 =124 

くC型) 0の処理を誤る

くCa) 0の滅Z去を誤る

1 "A数ー0=0とする 167-30=30 

2 0一法数の形のものを0とす 120ー13=10
る

3 O-aの形のものをaとする 130ー18=28

4 0ー0=1とする

5 ~去数一 0 = 1 とする I 8ー0=1
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6 ~数ー 0=10一基数とする 8-0=2 

(C.b) 0の処理を誤る

答の末尾の0をおとす 48-8苧 4 909-609=30 

2 答のo0・・・・をおとす . 
日2-32=5 

3 答の中間の0をおとす 302-200=12 

4 答の首位が0のとき首位にO 20-13=07 810-80ヲ=001
をつける

(D型〕 繰り下げ処穫を誤る

くDa) 繰り下げなし、

1 被猷数数獄よ数りに関係い数なく各位の 1ラ-9=14 253-185=132 
大きい 小さ をひく

2 各数位〉でく小さL、数〉ーく大き 47-18=30 253-185~100 
い =.0とする

3 繰り下ぎを忘れる 15-9 =16 102-58=54 

4答被と減す数るま(た分はの減的も合数にをこそののよまうなま
92-7 =92 100-50=100 

操作をする部も む〉 ' 

5 被減数くての各位が滋数の各校よ 63-55=18 253-18ラ=438
り加小さ ひけT品、とき部分的
に法する

. 
くDb)繰り下げの方法を誤る

1 紙加法で加法をしない 92-7 =83 952-6 =944 

2 1位減数.10位の繰り下りげすをすべ 404-7 =307 
て被 の100佼よ る

3 被減繰数り下の10位を除外して首位. 671-86=4ヲヲ
より! げる

4 同数繰-じ位〉りO下で2jヒ、 (/]'、さL数きコにーき(大
15-9=.4 

数筒き:い なった2ニ 大し、
〕 さい数〉とすると問
に り下げる

. 
F繰暫りE滅数げ処の理10が0のとき1則立で 404-7 =407 
下 をしなし、

6 繰り下げを9主して計算する 20-17= 2 100-48=51 

7 繰り下げでないのに繰り下げ
る

690-20=570 

8 繰り下げを二回する 47-18=19 407-20=287 

9を一か位きは，被2減1立数につ.滅い数て計の算何れすかる
100-48=68 

10繰被り淑上数る1減を数上位の一よ部りひをよくせて
~ li ' 380-90=270 

11い各と伎き繰の被り滅下数げがて帝1京0数ー孤よ数り小主すさ
15-9 = 1 140-60=40 

る
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(E型〉 その他の誤り

数え誤り(答に 1ちがL、が多 90-60=40 
い〉

2 各位のうち部分的苦i算をする 4ラ8-2ラ0=8

3 加法をする 100-48=148 

4 綾上位の計算をしない 407-20=87 

予 見誤り.発予苦から見の誤誤り 7-4=8 106-10=99 
ーく(3と8. 6と9の り〉
4と7の誤り〉

6 でたらめ.無答

(4) 首長法九九の誤算霊長型

問 題 類 型 誤 算 署員 富1 | 誤算の具体例

付繰り下がりのない場合

(1) a-bの型(a>b) 付)の産ま主数ま答またとすは絞る在員数をそ 1-4=4 

(ロ}算法の誤り ラ-3=8(JJ~:法をする〉

(2) a-aの型 付) a-a=aとする 7-7=7 

{司 a-a=1とする 8-8=1 

付 a-a=a-lとする 9-9=8 

同算法の誤り 3-3=6 (JJll法をする〉

(3) 0 -0. a-oの型 付) aーO=aとする 7-0=7 

(吟 aー0=0とする 15-o=0 

付 a-O=a-lとする 8-Q君 7

同 a....:o=a+aとする 6 -0 =12 

的 0一口 =1とする

白 繰りマ下がりのある場合

(1) 10-aの型 付) 10-a = aとする 10-3 = 3 

(ロr) 10-a = 0とする 10-4 = 0 

付 10-a = a-lとする 10ー7=6

同 10-a= 1とする 10-3 = 1 

ω a-bの型(a>10) ~) 繰り下がりを忘れる 11-3 =18 
b<10 

(ロ) 滅加法で加える数を忘 11-7=3 
れる

判官実数を答とする 11ー7=7

同がひ被大く減き数いの一き位一位より減数
11-3=12叉は2

と を逆に

~争 1被大減~数L 、の一き位一位より波数 11-3=10 
カきと をOと
する
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(5) 乗法誤算類型

誤 虫日式 類 型 3日Yて 体 例

(Al型〕 事長法九)Lの誤

くB型〕 乗法操作を誤る

被乗数の構成数字の手口を乗数tこしてかける 21 
x 4 (2+1= 3. 3X4=12) 
12 

2 被乗数の構成数の一部に乗数を加え'る 23 
X 3-
59 

3 問伎の数同イ土を乗ずる 32 
x21 く2ート 1 =.3) 
u2 

4 乗数の利を被害医数に乗ずる 32 
x21 
96 

5 乗数のー伎を被乗数の二位にかけるのを忘 30 
れる x21 

600 

6 部，7}積の位置を誤る 12 
x31 
12 
36 
48 

7 繰りあげでないのに繰りあげる
. . 

B 記数法の誤り

(C型) 0の奏法を誤る

Ox基数=基数とする

2 Ox基数=1とする

3 OxO=1と-tる
4 空{立の0の処理を誤る 10x 10=10. 00. 1000 

23 
X20 
4600 

くDi:tu 繰り上がり処理を誤る
繰り上がった数を忘れる

1‘、 15 
x 6 
60 

2 繰り上がった数を被乗数のつぎの位に加え 15 
る x 6 

40 

3 繰り上がった数を被害軽数の一位の数に加え 15 
る x 6 

80 
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4 部分積の位置を誤る

F 繰りあげないでそのまま縦列する

1ラ
x 6 
360 

15 
x 6 
630 

6 績の位置を逆にして加える 78 (6 x 8 =48 ¥ 
x 6 I 6 X 7 =42 I 
5百-l420+48=504) 

7 繰り上がったω位の数をそのまま被乗数に
かける

カ日法計算を誤る
くE型〉 その他

言主 策法九九については全県の結果を参照下さい。

削除法誤算類型

誤 3手 顎 型

くA型〕 除法九九を誤る

くB型〉除法操作を誤るく繰り下がりを含まない〉

く
首位の稀のみ求めて他はそのままにしてお

2 首く位の『留のみを求め他は被除数をそのまま
七、

8 
x25 
360 

具

4〉480

180 

4)4m 
4 。

3 逆首位:のRく唱を求めつぎに除数を被除数でわっ 1| 61 
てにひ 8)486 

488 
2 

4 首位の簡を求め宮の前Oとし 鰍数の 1 20 
あまりをそのまま まりιする 7)148 

14 
8 

里山が叩献にOをたてあまりをOと lno 
する の石了

4 
6 
6 

1 。
6 首位の荷のみかし、てあとはOをつける

3)4∞ 
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7 商の位置を誤って最後にOをつける 丸
刈
泊
一初
日
一6
m一
mm一o
m一問
6

E7
'

白

d

u

ζ

U

8 首位の商をたてるのに被除数の首位で除数
の首位をわる

9 中位の数をわらない

4 

10 首位の数を逆によんで誤る 回
一常

一3

日
一一一位
一辺
幻
一1

II 務を1だけ大きくして逆にひ〈

12 小さL、商をたてて余りが大きくなる

くC裂〉 簡の0の処理を誤る

1 商の中間のOをおとす 1 3 
8)824 
8 
24 
24 
0 

23 
2)461 
4 
6 
6 

106 

4)64 
4 
24 
24 

0 

03 
9)301 
27 
31 

2 商の最下位のOをおとす

3 商の中間の0をよけいにつける

4 商の始めにOをよけし、につける

-155 -. 



間
一仰

4

一認一
o

くD型〉部分割の繰り下がり処理主f誤る

1 繰り下がりをわすれる

104 
ラ)610
5 
20 
20 
0 

して‘え
円

H"
品
川
Hに数の位の

v
さつを数たつ

合
μ下hy

 
線
う幸4

F

q
，“
 

ゎ一ザ一三
3

九)L 主ま除(7) 

例

4+2=8 

49..，-7 = 8:3とは6
54+ 9 = 5く54をのとみる〕

5+5=5 

5+1=1 

このほか"、ろいろな類除法九九は4年生56:名 (12月〉に笑施しすこ紡糸で.

型がでるものと考えられる。

註

全県調査とその結果2.1.4. 

つぎに，全県における類型の笑態をはあくするために全県調査を実施した。

実施の期日は昭和初年3月上~中旬である。このとき算数学力検査改訂のため

3年に学力検査の標準化が行われたので，その標本学校小学校38校の2年，

に学カ検査標準化と閉じ時期に実施した。たどし，いろいろな都合で，被験者

この結果はごく大まかな傾向を示すものと

みるべきである。テスト問題は第2.9.表における「ょせざんのテスト」町1ひ

きざんのテスト IJの内容とほぼ等しい。このほか「ょせざん九九JIひきざ

その他減法の誤り

体具

かけざんをする

闘に近い数と誤る

普賢除数のl1'世主10怖をよみもがえる

a+a=aとする

a+l=lるする

-~56 -

したがって，数は約180名とした。

(E型〕

型類~ 誤

‘i
n

，h
q

コ
A
・
E

コ



ん九九Jrかけざん九九」の一部についてテストを実施した。乗法，除法にづ
いては，当時まど研究段階であったので全県調査は実施しなかった。調賓の結

果は第2.4.表の通りである。

第2.4.表全県調査の結果

{イ} ょせ ざん くd半後3年 174名〉

問 題極的答判喜劇正答率|主な誤算類型例(ぶ2思惑襲撃類)

悶J|J司ヰI::引:
非E引引肘!H片片洋」寸jjl:j川!¥1 ;A j 
リ|い8山 o I 3匁オ91 1 己d

判 18(EJ.2.3) 

89住ど2
87.9l筑 Po.2.2.4) 
m作臼j.l問
叫O(臼I ふ9)

95.1.， 7(Cdι. 1.7) 

90.8
1 
10(CbJ・2・り〉

73(Hbl・1.7)

7801122(E1・1.7) 15仁R3j.1.7) 
11 032( Cb4. 1. 7) 

77.0| 14(Cb1・ 4.~? ~O~~aj. 1.7) 
1400(Daj. Cba. 1.7) 

75.9[ !~~~~l. 4 . .o~， 130くあI・2.9) 
一1OO(Cal・1.7)

胞 5j68(Db，.均

95.4
1 

9仰向 1.7)
吋 100CbJ'6.9) 
吋21(Daj. 5.1) 日l但 J.2.9)
88.8¥ 20く'paj.3.4) 12くCbJ，2.4) 

吋叩b2.5.1) 問 Daj.3.4)
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ィ|件7I 8.0[叫叩，.2.9) 
ロ|叩 | 6.9[ .98い
ハ[6+6 1 6.fJ~ 98.7136但 2.4)

ニ|日 | 3 || 1 0 9 1| 89 1 1| 41 04 (〔BE12 ・・ 21 .. 47 3〉 1 2くEl'1.7) 

ホ157+3 1 。1 12，1[ 吋 50(Dal'5.7)叩匂 2.4)
へ [48+7 [ 。[15.51 8~.~1 叩

ト195+5 1 |刈叫90(Da1541〉〉 91向 2.4)
11くDbs.2. 

チ[96+6 1 。1 13.81吋 92仇:3.4)仰blo，2.4) 12(Cb~.2.9) 

(生) リ152+281 。1 16.71吋叩al'9.2) -(1仇 4.0)
ヌ135+271 21刈叫叩al.4.0) 63くEJ.2.4) 
Jレ[51十561 1[刈吋附b2'6.9) 07(Dblo， .2.9) 

ヲ 145
十621 川叫附b2..6.3) 07くDbJo，3.4) 

fyt| 21吋吋阿E1.4.6)叩 blo.4.0)
21 24.71吋 130(D31'7.5)叩31'DblO' 3.4 

ヨ [43+79[ 31 20.11叫 1仰 al.4.6) 仰 al0'5.1) 
タ 184十16[ 31 20.11 79.91叩 al・7・5)仰ね 3.4)
ν 16印 7[ 4[ 19.5[ 吋 93似1.4.0)
ィド伽7 [ 31叫吋3∞7くBa3'2.9) 
ロ1803十2 1 ~刈 85.11 13(BaJ. 1η 、

ハ1520+5'1 3[ 21.31 78わ叩b1.2.9) 507C:8~1' 2.4) 

ニ[204+6 1 313971 804300K〈DDh126〉制B!)l.3.4) 
310CDb命.2.9) 

(5) 
ホい07+9 1 31 叫 50似妥Dbõ• Cdz. 9.2) 1眠Db6• 5.7) 

υal・2.4)

へ [322+8 1 41 38.21 6381l 320kくDDal-3.44〕〉 312(Bas-2め420(Dbo' 2. 

ト|問+91 日|| 404|59j992仁Db51.77〕〉 892仁1Jal'3.4) 
1802(DaJ. 1. 

チ|伽ラ i~1 7[吋 吋 290(Dal.4.0) 210仇 1.7)
リ|朔十7 1 61 38.2[ 吋蜘(Dal'3.4)州Dal'1.7) 
ヌド94十8 1 681 7 43.11吋似向 4.6) 9叩 al'2.4) 

※ (3)， (4)の問題は，たて式で出題されている。
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(ロ)ひきざ IV く小学校3年 176名〉

間 題 |誤鍬!1略封1警~)I正答率|主な誤算類型例(品:Z2議室内
イ 19-4 I 4.51 侃 51

ロ16-1 1 
ハ 11ー11 14! 8.5]' 91.51仇 5.7)

ニ 18-~ ] 7.41 92代Bc3.5り
ホ 148-8 1 11刈 88.11仰 C3.1.7) . 

(1) 
へ 117-4 1 11刈品川伊1.2.3) . 
ト|ル6 1 21 .ZO.51 79.1174叩1.2.3) . 

t 

チ 127-27/ ヨ|刈 83427(K334〕 00仇 2.8)
リ 136-321 41 20.51 79.51 34(Bc3' 6.8) 
ヌ ]59一191 31刈 83.01
ル 178-331 31刈吋祇El'1.7) 
ィ |ω | 31刈叫O(Ca1'14.8) 
ロ]0-0 1 2.31 97.71 

J、110-3 1 6.sl 93.71 

ユ 12い| 11判 83.51仰 283.4〉 2K匂 2.3)
ホ 170-4I 21 22.71 77.3/76(D日g.2.8)臼仇 2.3)

(2) 
へ 160-601 9.11ω9l印(配3.2.3) 似 Cb4.2.3) 

ト180-30I 1/ 叫 894又Cb1.2.8) 
チ 176-70 1] 14.21 7仰向 2.3).4くB:;I.1.7) 
リ 167-30] 11刈吋知(ω0)
ヌ ]20-131 11州叫叩a3川 1ゆ a3'10.8) 

ノレ 13い81 1]叫叫22(Daa.15.3) 28(Cag. 11.3) 
ィ110-7 1 。1 1821吋 17(Ca3.11.3) 
ロ120-9 1. 371 。|214790122222319teas4.0〉
ハ j50-4I 。|州問ricas119〉 1〔軌 2.8)44( Ca3. 2.8) 

(3) 
ニ 140-401 11叫 7871omh136〉仰C3'4.5) 

-t59-



ホ 190-501 4.5: 95.514くCbj.1.7) 

。|叫叫04(Cb.j.6.3) 6仇 2.3)

ト 182-401 。|叫 M似13c~. 2.3)初(Ca!.4ラ〉

チ 120ー 16r I 88.01叫 lifea3136〉叩a3.8.0) 。 Cb4• 2.8) 

リ 司回1吋81 68.71 ~在臼卦 15.9】叩部 6.3)
Ca2' 3.4) 

イ 。| 州叩aj.4.5)

(4) 
ロ|四一7 1 01 20.51吋叩j.2.3)叩 a!.1η 

ノ、|臼-541 1 1 州 75.01 帆Ch4• 4.0) 11くD3j.4:.0)

ニ [47ー 18[ 21刈 80.1139(Das. 4.0) 3ゆ aj.2.8)
ィ11∞-6I 41 26.7[ 1"3.31 106尚昆4.0) 1附 al.2.3) 
ロ1101-3 1 イ叫吋叩1.2.8) 

ハ 1114ー 7 1 司 5|514 489|lgcb38的仰bs.6.8) 
1くDb].5.1) 

it:十161 23.31 76付4(D弘 2.3)(5} 
81 38.11州制D33.4.0) 22~Da.l' 2.8) 

ヘド00-9I 941 71 57・411 43.8301〈DIh.214.〕63401くDa3.5.7) 1409くCa3.3. 

ト 180日 | 71 吋初刊8仇 Dba.18.8) 
チ [312-4 [ 7[ 44.3] 53作仇 6.8)
リ 1300-641 71 (J1.91 38作。bs.11.9) 附 DbsDbH 刈
，ヌド07-20I ~ 51.71 48.円13777〔(BDbM1.425.33〕位7(臼s2.8) 

※ (3)， (4)の問題は，たて式で出題されている。

付 ょせざん九九 (繰り上があ場合と Oを含む場合)" C小学校3年 163名〕

1 1E 答 誤く無〉答|
問 題 I I 誤答内容と誤答数lE答数|正斜誤答数|誤解!
1 I 1卜9 1叶吋 6 1 3.7116(2) 9(1) 87(1) 29(1) 
I 2 戸+司 ~I 96.9[- 5.1 9.1同日目lj 「一て一-
31 2+9 1 叫 98.81 2 I 1.211伐1) 45(1) 
41 3十7 1 1551 9，5，11 8 1 4.91;11111山抑)8凶附勿(1) 川)

τ戸五-1-'1可35同f~~間 12(1) 州)石川 1印)
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61 3-1-9 1 1571吋 6 I 
7|ω1  1541 94.51 引1)1'

81 件 7 1 1531叫 10 1 
91 4+8 1 158/川町)1

101 4+9 I 1ラ51叫 8 / 
11/山 1 1労I97.51 4 / 

121 .5+6 1 1571吋 6 1 
131 叫 7，-1561 95.71 7 1 
14/ 5+8 1 1オ削1 6 1 
151 5十9 / 1551 叫 8 1 
161 6+4 1 1551 95.1¥叫
171何 1 1611吋 2 1 

l戸E司可戸三工司J司|戸τ司1--;τ;工~91片-51
1ゆ91併叩7 1 1オ叫 10(
2016+8 1 叫 ω州51 9 I 
2幻11 ω 1 1オ吋 伐仰制叫1叫4)1 | 
司τ7円;干「お片]
2η31 山 1 1刊吋 6 1 
2μ41 7+5 1 吋 9ωω4μ51 9判
i戸玄戸τl同可司二ヨ己

1υ司)1 | お|附 1 1オ叫 10{叩附叫
271 川 1 1引511叫 12 1 
2B 1 7+9 1 叶叫 12 1 
汐|山 I 1オ9ω8.31 6 ， 
刈叩 1 1労オ| 丙~14 1
311 8+4 1 154 叫 5 1 
叉 18+5 / 1531 9μI 10 i 

1 3~ 1 8+6 1 . 154| 叫 9 1 

8.7127(2) 33(1) 11(1) 川 32(1) 34(1) 

5.~ 抑) 24附 11但) 46(1) 
8.1'12(3) 28(2) 10(1) 13川 2叩) 1(1)附

S1118(1) 11凶 32(1)

4.936(3) 14(2) 17(1) 87(1) 46(1) 

25I 12(1) 27(1) 25(1)' 0(1) 

8.7
1 
15(1) 3~(1) 叩(1) 14(1) 30(1) 34(1) 

4.3I 35(2) 11(1) 11(1) 95(1) 10(1) .73(1) 

w|附 11(1) 附 40(1) 57(1) 

49|附 11(1) 19(1) 95(1) 45(1) 切(1)

4.91昭) 24(2) 35(1)矧 1)

1.2
1 

30(2) 

s.1i36(2) 15(1) 37(1) 47(1) 

1J.1I 14(4) 42(2) 12(1) 9到1) 26(1) 

5.5113凶見(1) 附 48(1)刑判(1)

3.7118川 34(1) 43(1) 日(1) 37(1) 

8.11 2'1(2) 11(1) 34(1) 78川

8.71剛山 29(1) 28川間1) 13山

5.5113(2) 1CX1) 制 1)63(1)苅 1)72(1) 

1.8/11山町 37(J)

。引 49(2) 16(2) 15(1) 99(1) 13(2) 39(1) 7(1) 

7.41 !~~?1 :~~~1 ~~\~l 10(1) 89(1) 13(1) 
l 18(1) 16(1) 39(1) 

74-17(3) 10(1) 33(1) 63(2) 15(4) 97(1) 

8.7I 9(2) 11(1) 81(1)附則)

2.5 |同2目州4
:ul 3刻瑚瑚2引泊制(但凶2幼) 日川(札ω1υ) 21 山
61'14(2) 40(2) 3山附 18(1)83(1) 57(1) 

54叩)附 16(1) 4昭)

一16'1ー



341 8十7 1 1521 仰 j11 1 0.71 !'i倒叩)75(1) 24(2) 49(1) 

3ラI8+8 J 1オ吋 7I 4.81円I91E瑚q同1) 叫勾開1}珂1) 町}
五「山 1-1491 91.4[17了五 ;131337訂珂1)町-)- 1 

371 9+1 ! 吋 90.91 5 1 3.119(2) 川 49(1) 19(1) 
381 9+2 1 叫 94.51 5.5112附 13(2)州問1) 16川町)

391 9+3 1 1日I95.71 4.01 27(2) 11凶倒1) 矧1)

401 9+4 1 吋叫 4.9112矧棚引1) 14(1) 36(1) 

41 ¥ 9+5 I 行7[. 98.31 3.7145凶 82(1) 開 55(1)

4424 iMI 1561. 95.71 4.0111(2) 日(2) 37(1) 14(1) 39(1) 

1541 94.51 5.511叩)附 63(1) 95(1)弘元 134「
441 9+8 1 叫 94.51 5.5116(3) 明 97(2) 7ω 

451 9+9 1 吋 95.71. 7 1 4.3J 19位) 9(2) 17(1) 18(1) 29(1) 
46 [ 0+0 1 判 99.41' 1 1 0，011(1) 
471 7十o1 1461叫附|州制 11(1) 7山
48[ 0+4 [， 146[ 89;0! 17(1)1川制附 43(1) 45(1) 
」計 1 7，叫 ω | 3631' 4.81く一人平均誤鰍 2.2) 
備考 1 ~呉答数の( )内は無答数

2 誤答内容のく 〉内は誤答数

伺 ひきさ・ん丸丸 (繰り下がる場合その他〉 く小学校3年 171名〕

E タEF 誤(無〉答
問 題

正答訟|正答率誤答到誤解

誤答内容と誤答数

1 I io-i I 同71'97.71 4 I 2.011間 21，29 
2110-2 1 叫 叫71 気1)1 5.311 i， 2，叫 5，9， 14， 1， 13 
3110-3 1 吋 ω 1 8 1 4.719(2) 丸 3，九 玖 2，13 
4110-4 I 叫 94.7[ 9 [ 5.3115(2) 5， 32， 1，叫 98，3 . 

5[10-5 1 同 I97.11 2.91丸丸乙 11，53 

6110-6 1 16ラ|仰 | 3.5133， 6，偽広あ 17
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711い | 1601 99.1l1 11 1 6.4/ 18凶了間 5~2) 同 71， 10， 88 

8110-8 / 刈 93.0111 I 11.412(2) 吉岡叫し玖 8，仏 7，19 
9/10-9 1 1641 95.91 品村2) 内 37，9ヲ，8， 20 
10111-2 I 刈 91.8114 1 8.21時) 10伶)肌 2，11， 13， 1， 5， 3， 14 

1541叫 17 1 9.917削 3(5)44)均以は 9，10 
.1 

12111-4 I 1541 叫 17 1 9，91
町) 8凶 5(2) 3(2) 22，叫祝日 2，
16 

13
1
11-5 
1 
1591 93，01 12(1)1 7.015(3) は 11，玖 7，叫 4，2， 17 

1411l-6 
1 
158
1叫

13I 7.01叩)4(2) 7， 3， 17，弘牝 2，81， 0 
15 111ー7 1 

1541ω11 17 1 
9.913ω 附吾(4) 21， 31， 9， 7， 91， 6， 0 

16111-8 
1 
1511 88.91 20 1 

11，71 i~) 2(3) 8(幼児， 42， 59， 7， 11， 1， 

17
1
11-9 
1 
1581 98.91 13 

1 
7.617矧 3(3)9(2) し山玖 81，22 

18]12-3 
1 
155]則

1
16 
1 
9.4
1
叩) 10(3) 仰) 3(2) 42， 39，凡 2，16 

1ヲ!山| 1581 92.4) 13 1 
7.11110(2)仰) 3(2) は 12，以 11，4， 17 

20 
1山 | 吋仰1

10 
1 
5.815(3) 但) 札 39，82， 2， 18 

21 112-6 
1 1621 

94.71 5.31的) 5(2) 18(2) 工 37

22 1オ吋附| 1042)7
矧 3(2)札伐 2，9， 8，既 0，

23 
吋叫

16
1 
9.4
1 
5(5) 3(2) 2(2)札玖 9.九 8，'0， 21 

24]12-9 
1 
1581 92.41 

13 
1 
7.619($) 2同 4(2) 12， 49， 8， 5， 1 

25113-4 
1 
1日|吋 18 1刈4(5) 7性)伯)広軌 2，12， 8， 41， 5 

26113-5 I 日|叫 1317.1113(2) 地)以 10，払 6，0， 7， 19 
27113-6 

1 
156
1叫

15I 8.81 4(3) 6(3) 叫払 12，57， 3， 9， '2， 20 
28
1
13ー7
1 
日71 叫 14 1 

R.21湘) 7凶叩) 1側広叫 8，95. 21 

29
1目 、|

156
1叫附|

8，81咽咽唱}144Maun|

30 j 13-9 I 1ラ91 93.01 12 I 九019(2).1白) 22，叫 8，凶 12，10， 0， 23 
31 
1山|

156
1 吋

15I 8.81 5(5) 6(3)九杭叫礼 4，21， 7 

牛;-6いオ
91415 | 8819(2)lq2)%

払 6，凡 4，69， 8， 0; 
21， 2 

一7I 1貯1 99.0; 14 1 7.01 8(2) 3(2) 22，仏札 1仏 2，1乙 0，21 
34
1
1円 | 判例 15 1 8.81 f白) 瑠) 7間同日広 4，31， 8， 1， 6， 23 
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司五平一5汁1 1云示i元fム両ムイf15什1 8.8叫|;(?勾3川姻 糊 6側(白倒2幼) 1制位仰)丸叫幻
|いい361い同1臼5一6什1 159オ1 99削叫01 12什-17.O可引作[日巾1主;(出?2;1 1m (信間2勾) s制倍仰) 6刷(仰m削附)げ2勿矧別州9引卯制(仏ω1υ)4叫仰制

2 13幻71ト 7I 1日オI8ω9.51 18 1 刈 7例 弐粥湘5日) 1川仰糊q仰馴2勾) 叫 珂， 勿既， 22 
38115-8 1 1581 9~.41' 13 I 7.01仰) 2(2) 9(2) 11，玖ヲ，肌 10

(札川1日) 

労 115-9I 1571吋 14 l' 8.~l l(3) 哨)叫 9，叫 8， 11， 31 f 凡1'3
40116ー7 1 吋 89.sl18 1刈rjJ2) 3仰 8(勾 1唱) 11(2) 21， 4， 
41 116-8 1 1561吋 l予 1 8.8，7同 9間的)22，肌 4，25 

14211ωいオ ω81'1伐1凶竺)側削 16，25， 5. 10， 34 
7石司7討11戸江江子子一戸戸「石戸同J可I11.71は訓;詑T?仇仇3九九悦Lk，
“ |いl円戸示戸丙斗r~6什1 9~I凶9略制他仙1 7(瓦Z五口二払訊い， 2幻7 

1 46ラ118-9 I 1行5兜81 叫 13 1 7.8114哨矧β問)7位悶11口1位仰18， 叫 抗 1し，5丸， 3引

竺出|山 1 
14れ7サ|川88ωβ124巴:王ヨ互日|玉!L殴L日♂恨?官殺比;2む仏:ゴZ;L乙ZZ包包担，4』1iも臼臼岱:f?!?3)fP)拡 沌

4灯7い7一川 lオ吋 14 1 8吋~I 笠) 3到班淵(位凶
2幻)仰側)払弘ほ瓜 5，2， ， 

工J戸可τ91同τ戸戸Z拘4可牧司努設口守;E?U写τ抗 5招捌但凶) 2幻6，8，は 5 叫
491レ 7 1 

1労
1
99.01 12 

1 
7.01市) 1悶仏拡帆 12，15 

5o 
1 
:3-3 
1 
153| 吋 18| 刈 0(6) 5凶 7(2) 払 3，45 

計 ド，85<5
1
叫印41 8.11く一人平均舗数 4.1) 

備考 1 誤答数のく 〉内は無答書家

2 誤答内容の く 〉内は誤答数

体) かけざん九九 く小学校3年 170名〉

問 誤答内容 と誤答数
正答数
l
正答率誤答数

t

誤答本

1 I 2x2 I 1.81 2， 1， 29 

21 2x3 I 1621 ω|  4.7
1
8(2)明矧1)川 16，3 

31 2x4 1 吋 四 1可14，¥，8 

41 2x5 I E4州) 8 

51 2x6 1 判 97.11 2.91机丸 17，18， 89 

61 2x7 1 刈 吋九 |8Ei1
仰)ロ(2) 仰)35(2) 21， 18，叫 32，
41， 9 
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l7|川日 13(2)!

日j2x9 1 1661刈 4 I 
91 3X2 1吋可iJ
1o[ 3x3 1 167[ 98.2i 31 

121 3x5 I吋 ω81 2 1 
131 3x6 [ 1631叫 7 1 
14 I 3x 7 1 160194.11 10(11[ 

151 3x8 1刈吋 8 [ 
161 3x9 [叫叫 1叫
T71 4x 2 1 1661吋 4 1 
181ω 1 1オ92.0;12 1 
191 4x4 1吋叫 14 I 
2o I 4x5 1 16~95.91 4 1 
21 1ω1  1491司τ7
nj 4x 7 1 1441 84.61 26 1 

ぉ 14x8 I 149[吋川l
241 4x9 1 叫叫幻(1)1

lml5X2 L吋午」
261 5x3 1吋 i

叶 5x4 l' 1641研工7
281 5x5 1吋吋 11 1 
291 5x6 [吋吋 7 [ 
30[5X1j 1591叫 11 1 
31 1 5x8 1 I悦|叫 6 1 
刀|ラx9 1 162[吋 8 1 
331ω[  15~ 叫 12 [ 

7.111叫2) 40凶 18，6，払比 14，56，以

司3昭)瓜 10
4.1115(3) 21聞広 8

1.8[札 6，27 

5.3121(4) 8，礼 27，82， 32 

1戸Z
.UI21. 48. 2， 24労比 12

十哨)12(3) 20 
4.7128帥 21間叫 27

10訓24(5) 12(勾 12白) 28悶 21(2) 18， 15， 
l句コ

MI6，民 3，47 

7.1[24同 21間丸 2

8.2i H~(5) 1(2) 昭)叫 28，4， 14. -2 

4.11札叫 訊 32

12.4' !~(5)__54~3) 42(3) 21(2) 16. 28， 30， ;W， 
|27， 22， 24 
15.41 ~~陶 63(3) 21(3) 49(2).20， 29， 32， 12， 
130， 36 

12.4! ~~(3)__24~31 ~~(3) 36(2) 40(2) ラ6(2)48， 
130， 33， 2ヲ， 28 

12.41側瑚 30(2)杭礼仇訊 75

1βI 6， 15; 16 

1司12，8，. 20 ・-'"

S435間以弘仏 45

B_fi12畑地)10(2) 30，1， 40 

4.11部)広叫 "307 叫 12

8.513旬)6刺 4捌 15 孔 37

3.5|哨玖仏以 45

444制内抗丸 42，28 

7.1[附 1叩)自問仏 45，6 

7.1124侭)必，同日 42，同 21
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351 6 x '1 1 . 1601叫 10 1 5.0112俗}82，丸丸払 27，45 
361ω|  1591 93.51 11 6.514町)却)刊行，仇 36

371 6x6 1 1591 例 111(1} 6.51 48(2) 30(2} 42(2} 6，仏説 1

381 6x7 1 1491 87.61 21(1}1 削 148叫 49(3) 弘 24(2)仏丸 55

労 16x8 1 1. 86，51 23 1 18.~ 側68 4q2) 矧2)札仏丸払 45，

401ω|  1オ吋 15(3)1 88142(3) 51(2) 珂2} 札 28，判， 12，ω 
41 1 7x2 1 判 9吋 民1lI 4.718間 12(2} 同 18，72 
421 7x3 1 1601 94.11 10 1 5.91 24(4} 24(2) 18， 20， 12， 35 

431 7x-1 1 1や11 84訓l26 1| 1M1|62430，q483，22(32)14(2)35(2121(2136，42p 

441 7x5 1 1521 則 118 I刈30(10) 40(3) 20(2)仏孔 25
451 7x6 1 吋 885123 1135|;R194913)凡見牝 72，九%釣
46 1 7x7 1 1431 8-UI 27(1): 15.91糊) 42岡 48(2) 灯(2) 4，叫 7，5-1， 76， 28， 45， 63， 1， 8， 47 

471 7x8 1 1561吋 1仰 )1 8.21倒的(4)丸枕札 54，32 
481 7x9 1 1創I94.71 5.9136，以仏紙払併，広 17

。]8x2 1 1621吋 4.7]12倒 14聞は 6，例， 40 

501 8x3 1 刈 94.1110 I 5.9い1(6)問払臼
ラ11 8x4 1 刈 88.~1 20(2)1刈24(8) 34(2) 2昭.) 21， 29，同 36，2い 2
5218X51 lω1 96.51 3.51叫 9，丸丸札 39

ラ318x6 1 1511吋 19(1)1 刈匂(9) 仰)38(2) 72，執ほ 34
541 8x7 1 1551吋 15 1 8.8149(3) 42(2)見仇 32，丸弘 2い 8，54， 24， 63 

551 8x8 1 1 85.31 25(2)1 14.71側側珂2) 16， 8， 47， 67，位1451 85.31 2ラ(2 1. 56，6O，6，6l，6ラ， 72， 47， 42 

5618X9 1 1581 ~2.91 12 1 7.11仰 )54(5}払九 98，40 
1591 03.51 1叫 85|10問 16(2) 悶 27，6 
1451 85.31 25(3)1刈お(訪 12ω 附幻(2) 1ラ，28，叫お

5919X4 I 1511制|附| 114iZ7L52mm)
叫 4ラ， 16，日 63，

l汚
1
91.2
1
日| 8.81州民叫玖叫叫 45

61 
1 
9x6 
1 154] 

90.6i 1昭}I 9442間 12仰 30(2) 63，九 45，以 78，48， 40，ラ6

1汚|吋 15(2)1 881則的)21， 18，民位 32，民乃
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63[ 9x8 1 1ち9 似 5111 [ 6.51仰)刃(勾払叫刊珂叫玖臼

641 9x9 1 163 .ull制 1，72 
6ラ1OxO 1 判吋 2 
66 [ω | 130[ 76.51 40 I 28.SI 9凶

6714XO I 14吋 52(1)1叫 4ω9，40 
58[ 1 X 1 1 叫 93.511叫 6.5[2(9) 0(1) 
691 7x 1 1 1581仰 |附 | 7.111 (6) 8(2) 2， 8(2) 78 

70 [ 1 x4 I 156[ 91.8[ 14 I 8.211仰ラ(4) 9 

71 110X7 I 吋河51 の(611 265|7p m 附 2(3) 3(2) 8(2) 700(2) 40， 107， 33， 9， 72， 8， 63， 5， 1 

叶 6x101 叶 74.714弐5)1吋 10(9) 6同型(3) 16(2)広司丸印2， 36， 27，れ 9，54， 106，0，8.4， 17，151 

73110X 10 1 1141叶珂2)|叫 10倒湖町)1(3) 叫 2，叫 9
計 111，3651 8.41く一人平均誤答数 6.1) 

備考 1 誤答数のく〉内は無答数

2 誤答内容のく〉内は誤答数

2.2. 計算テスト問題作成の研究

2.2." 計算テスト問題作成の目的

児童がどのような点でつまずくか，誤算の類型を見出してどの段階から指導

したらよいか指導段階の目安を与えようとするものが計算テスト問題である。

2.2.2. 計算テスト問題の類型

各誤算の類型に対応して計算テスト問題の類型を第2.5.表のようにした。

第25表計算テスト問題の類型 a型は，九九の問題で，誤算類型

A型の九九の誤りを見出そうとする

問題である。

類型 |

a 型

b 型

c 型

d 型

類裂の内容

九九の計算

繰り上がり繰り下がりのない計
算く0を含まなしつ

繰り上がり繰り下がりのなし、計
算 く0つを含〉む) CI~法では商に
0がた

繰り上がり繰り下がりのある計
算

b型は，繰り上がりや繰り下がり

のない計算で，計算操作を単的にみ

ようとする問題で，。による誤りを

除くため 2 できるだけOを含まない

問題群で構成するようにした。
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c型は， 0の操作やOの処理の誤りをみようとするもので， '0を含み(除法

の場合は商にOがたつ〉繰り上がりや繰り下がりのない問題群で構成されてい

る。

d型は，繰り上がりか繰り下がりのある問題群で構成されている。以上の問

題群で，それぞれの誤算が見出されたならば，その誤算の型は誤算類型によっ

て明らかにすることが必要で、ある。

それは，例えば， d型の問題からD型の誤算のみが見出されるとは限らない

からである。

2.2.3. 計算テスト問題の内容

計算テスト問題の種類とその内容は第'2.6.表，第2.7.表の通りである。乗法ー

では三位数，除数が二位数の場合も必要であるが，そこまで進められなかった

ので，後日の機会にゆずる。

第26.表計算テスト問題の種類と内容領域

力日 法 滅 法 事長 法

種類 |領 域 種類 |領 域 穏類|領 域 種類 1領域

i(1)ょせざ J加法九九(1)ひきず・誠稔九九1けl一1)ん0斗すぎ・乗法九九 (1)わりぎん九九 ・ ん九九 九九 ん九九
のテス のテス テス のテス
ト ト ト

(2)ょせざ・加2校法数の(2)ひきざ1・0減02一位法数の けざ・(場〈2l合位位数数3〕×(2沿っりぎ
んのテ んのテ日i のテ のんテス
スト I スト ・ トI トIu祭器
仰せざ 加地法教の(3肘 ・紙3位数の1ll8}かけざ.(く2j2合位位数相〉
んのテ んのテ法 ・ んのテ の
ストE ストE ストE 場

第27.表計算テスト問題の内容

CD 加法

(1) ょせざん九九のテスト (a型) C加法九九〉

①繰り上がらなL、(0を合まなL、3

①繰り上がらない (0を含む〕

③繰り上がる
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(2) ょせざんのテスト I

① (b型) (繰り上がらない， 0を含まない〉

ω) 加法九九

(同 u位判+く2位数〉 く蹴〉¥2位数j

付 (!ω:数)+(2位数) (献コ¥2位数j

② くc型〉く繰り上がらない， 0を含む3

付)加法九九

(吋 ( ~位数)+ (2位数〉 く横式〉¥2位数/

付 ( ~位数)+ (2位数〉 く縦式〉¥2低数j

@ くd型) (繰り上がる〉

付) ( ~位数)+ (2位数) (1桁繰り上がって何十となる〉¥2位数/

例 ( ~位数)+ (2位数) (1桁繰り上カわて何十何となる3¥2位数l

付 ( ~位数)+ (2位数) (2桁繰り上がる) (縦式〉¥2位数j

(3) ょせざんのテスト E

① くb型〉く繰り上がらないOを含まなL、〉

パ位数、
(1) (2位数1+ (3位数) (様式〉、3位数r
， 1位数、

(ロj(2位数)+ (3位数〉 く縦式〉、3位数'
@ くc型〉く繰り上がらない， 0を含む〉

付) カ日法九九

〆1{":数、
(吟 (2位数)+ (3位数) (様式〉
'3位数ノ

付 く3位数)+ く3位数〉く縦式〉

@ くd裂〉 く繰り上がる〉 く縦式〉

ωGml)+(3位数〉 く1桁繰り上がる〉
(2位数¥
伺(;位数)+く3佼数) (2桁繰り上がる〉

〆1位数、
村(2位数)+く3位数)'(2桁繰り上がる〉
'3位数〆 く繰り上がったために繰り上がる〉

伺 く3位数)+く3位数〉く3桁繰り上がる〉
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(3桁繰り上がる〉

く繰り上がったために繰り上がること 1回〉

(;~ID+ (3佼数〉帥

d位数
2位数)+ (3位数〉
3fli.数

く3桁繰り上がる〉
く繰り上がったために繰り上がること 2閉〉

付

2 f:立数までの範囲のよせざんは「ょせざんのテスト I[Jで診断できるので

3位数の繰り上がりのある問題は繰り上がりのため，主として100位が影

響。をうけるものをとりあげた。

法

ひきざん九九のテス ト(a型) (滅法九九3

①繰り下がりがないく0を含まない〕

② 繰り下がりがない (0を含む〕

③繰り下がる

滅CllJ 

註

(1) 

ひきざんのテスト I

① (b型〉 く繰り下がらない，

付)紙法九九

(2) 

0を含まない〉

ハ位数:
(2位数〉一¥2脚 (蹴〉

(2働ーo撒)蜘
@ く C ~型) (繰り下がらないOを含む〉

(1)滅法九九

(ロ) (2位数〉ーく2位数〉く様式〉

付 く2位数〕ー く2位数〉 く縦式〉

@ (d型) (繰り下がる〉

(1位数¥
(2位数〉 一l2数位(何十から何又は何寸何をひく〉

(2位齢一G監護)く何怖から何叉州怖をひく〉
(1位数

く3位数〕 ー¥2位おく1∞より阪は何十何をひく〉

(ロ)

(ロ)

tヲ

(1) 

ひきざんのテスト E

① (b型〉 く繰り下がらない， 0を含まなLう

〆1f:立数、
く3位数〉一 (2位数}、3位数J

(2 {ft激;
く3位数〉-L3f立数j様 式〕

付

(3) 

く横式〉4イ}
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@ くc型) (繰り下がらないOを含む〉

付) 波法九九

(tl) (3位数):_， (、〆231f位位立数数数ノ、) (横式〉

十市 く3位数〕 ー {パ、22位位位数数造立ノ、) く縦式〉

@ (d型) (繰り下がる) (縦式3

/1位数へ
(1) (3位数〉一(2位数j く10位が1桁繰り下がる〉、3位数J

(2位数i
(ロ) (3位和-¥3位数)(100位がI桁繰り下がる〕

付 (3f噛〉一(iE装)(lO(立と 1附の2桁繰り下がる〕
パ位数、

伺 (3位数〉ー(2位数)く i位をひくのに 100位からかりてくる〉、3位数/

附 く3位数〉ー(32装)(繰り下がったため峨り下がる〉
註 2位数までの範週のひきざんでは「ひきざんのテスト llJで診断できるの
で，3位数の場合繰り下がりのあるd裂では主として 100位が繰り下がる

ものをとりあげた。

〔目〕乗法

(1) かけざん九九のテストくa製〕く乗法九九〉

事長法九九は無作為に開列した

(2) かけざんのテス トI

① くb型〉く繰り上がらないOを含まない〕

く2位数)x (1位数〉

@ くc型) (繰り上がらないOを含む〉

付) 乗法九九

(吟 く2位数)xく1位数〉

③ くd型〉 く繰り上がる〕

(イ) く2位数)x C 1イ立数〉
(¥1) く2位数:)xく1位数〉

付 く2位数)x (1位数〕

同 く2位数)xく2位数〉

(何十)xく何〉

に1桁繰り上がる〕

く2桁繰り上がる〉

く何十)xく何十向〉
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(3) かけざんのテス トE
① (b型〉 く2f立数)xく2{立数〉

② (c型) (2位数)xく2f立数〕

③ くd型〉併) (何十)x仁何十何〉

(ロ) (何十何)x仁何十何〉

〔百]除法

(1)わりざん九九のテスト くa製) (除法九九〉

除法九九~'t.無作為に配列した

白)わりざんのテスト I

① くb型) (繰り下がりがない，商にOを含まない〉

(1) (2位数)-;.-く1校数) (商カ'2f立数〉

(吟 く3イ立数〉十く1位数〉 く官請が3t立数叉は2位数〉

③ くc型) (操り下がりがない，砲にOを含む〉

4イ) 除法九九

(ロ) (2位数)-;.-く1位数〕

付 く3位数〉 γ(1位数〉く10，位叉は1位に0がたつ〉

伺 (3位数)-;.-(1位数) (10位にのみOがたつ〉

③ (d型〉 く繰りでがる〉

(イ) く2位数)-;.-く1位数〕

(吟 (3位数)-;.-(1.位数〉 く1桁繰り下がる〕

刊 に3位数)-;.-に1位数〉く2桁繰り下がる〉

2.2.4.計 算 テスト問題

2. 2. 3.における内容に従った計算テスト問題はつぎのようになる。 ただし

問題番号①②③卯(功例等は 2.3.の同じ記号に対応する。

第28.表 計算テス ト問題

ClJ加法

(]) I ょせざん九九のテスト i 年 組 番なまえ

ょこのじゅんにしなさし、ー→

① う 6 3 2 う ヨ
十ラ +1 十4 十2 十2 十7 十ラ +1 ‘十6
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2 3 6 1 う z 4 6 
+6 十 4 +3 +3 +6 +3 +1 +1 +1 

3 2 4 5 2 4 z 
+5 +3 +ラ +8 +2 +4 +2 +7 +4 

B 1 ヨ 2 4 7 4 ラ 7 
+1 +2 +1 十2 十 4 +2 +3 +3 +1 

② 。 3 。 。 4 9 。 。
+2 +0 +0 +4 +6 +0 +0 +8 +0 

2 。 7 。 5 6 。 8 。
+0 +7 +0 +9 +0 +0 十3 +0 +1 

。
+5 

③ 9 B う 6 告 9 6 7 9 
+6 十 3 十 6 +9 +5 十 8 +7 十ラ +9 

2 3 6 8 5 8 8 4 
+8 +7 +5 +9 +9 十9 +4 +7 +6 

7 7 B 4 3 9 9 6 6 
+4 +ラ十 5 +8 十 8 +3 +ラ 十6 十4

4 7 7 ' う 3 9 9 2 7 
+9 十 8 +6 +8 +9 十7 +2 +9 +7 

5 9 7 6 9 8 8 B 4 
+7 十 1 十 9 +8 十4 +2 +6 +8 十7

間|ょせざんのテスト I 年. 組 番なまえ

ょこのじゅんにしなさい一一》

①(1) (1) 6+3= (2) 5 
+ 4 

(吟 (1) 11十8= (2) 5+23= (3) 27+51= 

十世 (1) 14 (2) 3 (3) 43 
+ 2 斗21 十46

(1) 0+4= (2) 9+0= (3) 0十0=

(ロ~) (1) 20+6= (2) 7+40= (3) 60+20= (4) 30十46=
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付 (1) 50 (2) 7 (3) 1O (4) 4O 
十 8 十60 十73 十20

③(イ) (1) 8十2= (2) 70+30= (3) 63十40= (4) 61 
十 9

(5) 52 (U) 55 (7) 90 
+28 十52 +10 

(ロ!) (1) 6十6= (2) 80+60= (3) 48 (4) 40 (5) 35 
+ 7 +92 十27

(6) 72 (7) 80 
斗43 十40

付 (1) 92 (2) 96 (3) 43 (4) 84 (5) 66 
+ 8 -i-7 十79 十16 十37

(6) 57 
+83 

切)I ょせざんのテスト [ I ヰ手 事且 番なまえ

ょこのじゅんにしなさし、一→

①仔) (1) 8+321= (2) 425十3= (3) 125十23= (引 32+526=

(5) 234十352=

(吋 (1) 372 (戸) 4 (3) 236 (4.) 453 
+ 5 +4ラ1 十 42 十126

②(イ) (1) 0十4= (2) 9十0= (3) 0+0= 

(吋 (1) 803+2= (2) 4十20ラ= (3) 300十7= (4) 520十4=

(5) 700+62= (6) 206十50= (7) 207十41= ・(8)，260十30=

(9) 640-1-32= 日町 351+10= (11} 306十500= (l?J 500+400= 

付 (1). 203 (2) 320 
+304 +507 

③(1) (1) 460 (2) 453 (3) 731 

+】争ー一7一2一ー
十254 十756

(官~ (1) 485 (2) 357 (3) 417 (4) 823 
十 36 +4ラ3 十765 十691

付 (1) 295 (2) 893 (3) 637 (4) 406 ， (5) 347 
十 5 + 9 十 日 十 94 十何3
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(6) 930 (7) 980 (8) 820 (9) 472 
十 72 + 43 十191 +ラ36

持 タ73
+24日

約 (1) 596 (2) 346 (3) 754 
十604 + 85 +278 

付 (1) 993 (2) 994 (3) 987 (4) 396 (5) 673 
+ 7 + 8 十 13 +604 +348 

.....1‘.... .• ・・・・・・・._.................‘・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・a・e・・・・・・・・・，..........................，..........................u....0...‘

(HJ ;蔵 法

ω| ひきざん九九のテスト 年 組 番なまえ

ょこのじゅんにしなさLー +

① 8 5 8 7 6 9 9 6 7 
-6  -3 -2 -5 -3 -9 一弓

4 6 2 9 う 2 7 8 4 
-4 -5 -4 -2  -6  -3 -2 

8 B 3 8 3 9 4 9 9 
-4 -8 -3 -2 -7 -3 -4 

7 7 6 5 9 7 7 う

一 7 -5 -2 -1 -8 -4 -1-3  -5 
一 一

6 3 4 9 う 6 9 8 8 
-6 -2  -1 -6  -2 -4 -2 ーラ -7 

② 8 6 2 。 3 ラ 9 4 7 
-0 -0 -0 -0 -0-0  -0 -0 -0 

-0  

③ 11 11 15 10 12 1ラ 17 14 15 
- 8 - 5 -6  -5  - 8 -8  - 8 - 5 - 9 

ー，--ー-

14 13 17 13・ 10 16 14 12 10 
- 6 -9  -9  -6  ー 7 ー 7 -9  - 6 -6  

13 1ラ 11 11 16 10 14 16 18 
-4  -7  -9  -2  -9  -8  - 8 - 8 -9  

10 10 14 12 10 11 12 13 11 
- 2 -3  ー 7 -5  - 4 ー 7 ー 7 - 5 -() 
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10 12 11 12 13 13 12 11 10 
-4  - 3 - 9 - 7 -8  - 3 -4  - 9 

間 |ひきざんのテスト 年 組 替なまえ

ょこのじゅんにしなさいー→

①的 (1) 9-3= (2) 8-8= (3) 1ー1= (4) 7 (5) 6 
- 4 -6  

(ロ，) (1) 84-4= (2) 17-4= (3) 79-6= (4) 27-27= 

(5) 36-32= (6) ラ9-19= (7) 78-23= 

付 (1) 32 (2) 48 (3) 59 (4) 45 (5) 87 
- 2 - 3 一切 -41 .-67 

(6) 76 
-25 

②仔) (1) 4-0= (2) 0ー0=

(ロ) (1) 67-30= (2) 76-70= 

付 (1) 70 (2) 90 (3) 64 (4) 82 
-70 -50 -60 -30 

@ (f) (1) 10-3= (2) 70-6= (3) 60一日= (4) 30-18= 

(5) 10 (6) 20 (7) 40 
-4  - 9 -28 

(ロj (1) 17 (2) 92ー7= (3) 63-54= (4) 17ー18=
- 8 

(5) 83 (6) 34 (7) 72 
-6  -27 -35 

付 (1) 100-3= (2) 100-48= (3) 100-60= (4) 1∞ 
- 7 

(5) 100 
- 39 

惚)1 ひきざんのテスト 年 組 替なまえ

ょこのじゅんにしなさし、一一+

① 的 (1)765-2= (2) 678-53= (3) 593-561 = (4) 675-324= 

(ロ~ (1) 854 (2) 538 (3) 786 (4) 932 
- 23 -516 -784 -621 
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②付) (1) 4~0= (司 0=0=

(的 (1) 705-3= (2) 859-40= (3) 527-205= (4)・350-200=

(5) 405-400= lô)800-8~g= 

付 (1) 608 (2) 430 (3) 907 
- 7 - 2(') -400 

③付) (1) 61P (2) 4ラ7 (3) 6言。 (，*) 795 (:il 376 
- 8 - 49 -607 -548 -363 

(ロ1) (1) 100 (2) 508 (3) 452 (4) l!i3 (5) 125 
- 30 - 20 - 60 - 80 -132 

(6) 4:?9 
-371 

付 (1) 320 (2) 185 (3) 534 (，j，) 546 
- 48 - 97 -3.68 -478 

国 (1) 100 (2) 100 (3) 300 (4) 506 (5) 305 
- 3 - 48 - 6 - 8 - 47 

(6) 708 (7) 205 (8) 400 
-509 -197 -234 

~ (1) 447 (2) 170 (3) 457 (4) 992 
需 品9 r 72 同 HiB τ295 

'"脇田H・百H・H・..・・・・・e・.....................・M・........・...，.....・.......・........，....................・"・H・H・-・個・H・..ou・

〔目〕 乗 法

(1) I かけざん九九のデスト ! く問題は第14.1.表と同じ〉

(2) かけざんのさFスド 年 組 番たまえ

よこのじゅんにしなさい←+

① (1) 21x4= (2) 3x 13= (3) 24 (4) 3 
x 2 x21 

②付) (1) Ox4= (2) 7xO= (3) OxO= 

(吋 (2) 20x3= (2) 4x20= (3) 5 (4) 30 
xl0 x 2 

③仔) (1) 40x6= (2) 8x2o= (3) . 50 (4) 7 
、x ~ x90 

(ロ1) (1) 15 (2) 41 (3) 7 (4) う

当~ 6 j三工 ~ 13 . ヱ21
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付 (l) 38 (2) 26 (3) 78 (4) 75 (5) 6 
×ヲ x4 x 6 x 8 x17 

(6) 9 (7) 4 (8) B 
x22 x 53 x25 

。) [かけざんのテスト E 

ょこのじゅんにしなさLー +

年組番なまえ

① (1) 42x 12= (2) 23 
x32 

② ，(1) 10x 10= (2) 18x 10= (3) 23x20= (4) 10x4雪=

(5) 30x21= 1，6) 10 (7) 29 (8) 20 
x20 x 10 x32 

③(1) (1) 90 x 70= (2) 60 (3) 27 (4) ラ3 (5) 40 
x50 x30 x80 x27 

(6) 30 (7) 70 
X53 x48 

(ロj (1) 76 (2) 45 
X21 X36 

(lV)除法

(1) わりざん九九のテスト く問題は第4.H安と同じ〉

(2) わりざんのァスト I 年 組 番なまえ

ょこのじゅんにしなさL、一一+

①{1) (1) 82+2= (2) ， 37+3= (3)2)68 性) :3予「

(司 (1)4)4gz (2) 3)635 (3) 5)405 (4)7)148 

②付) (1) 0+4= (2) 0+1 = 

(官j (l) 90-;.-3= . (到 2完了 (3) 4芳T

付 (1) BOO-;.-4= (2) 300+6= (3)4〕400 性) 5芳00

冊。百 (6) 6)240 け)8)486

特 (1) 6)630 (立) 8〉824 。)6)634 性)7')602 (5) 2)461 
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(6) 7声す

③ ω (1) ラす「 (2) 8〉90 (3) 4)函ー (4) 6事「

(司(() 4〉520 (2) 2)875 (3) 7)300 (4) 3)258 

付 (1) 3買OO (2) 2予o8 (3) 5)612 

2.3. 理解テスト問題作成の研究

2.3.1. 理解テスト問題作成の目的

誤算の原因がどのような理解欠除によっているかをおさえ，治療指導のため

の目安を与えよ 5とするものが理解テストである。

2.3.2. 理解テスト問題の類型と内容

理解テストは，基礎的数概念、の理解をみるものと計算操作の理解をみるもの

の二つにわけた。

数概念、の理解テストは，数範囲によって，L Hにわけた。また計算操作の
理解テストは，各誤算の類型に対応させて作成し，一つの誤算類型に対し数範

囲によtって L nとした。これは，また計算テスト I.nに対応する。理解テ
ストと計算テストの対応はつぎのようになる。

(8裂の誤算が見幽されたら) ( 8 ~起を用いる1

けいさんのテスト Iで{C型 " ~→りかL、テスト n c製 " } 

tD型 ，，} tDW! " } 

(s裂の誤算が見出されたら) (8型を用いる}

けいさんのテスト Eで{c型 H ト→りかL、テストll:{c型 /1 } 

lD型 "J lD~ 11 J 

理解テストの類型とその内容は，第2.9.表のようになる。とこに計算操作の

理解テストでは，各操作の理解を分折し，‘主としてそれが数図によって笑施で

きるかどうかということをみようとした。また，各理解テスト毎に最後に対応

する計算問題を提示しておいた。これは計算テスト笑施のとき誤算をしていた

児童を対象に理解テストを突施すると，ひとりでに計算ができるようになる児

童がみられるので，そのような児童を見出すための問題である。
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以上の内容を決定する過程では実験的手順をとるよう、にした6

理解テストは以上のようにして作成されたものであるが，ζれを診断の周到

として利用する場合，つぎの点に留意しなければなるまい。

第一に， この理解テえトカ:主として数図または文章題によるペーバーテスト

として作られているということからくる限界である。殊に低学年になるほど，

またおくれている児童ほど動かせない数図それ自体に対する抵抗が大きくなり

そのためこの理解テストがその意図する機能を果きないでしまうミいうこ主が

予想される。 したがって， このような場合には，理解テストの内容ekて;!;;，げ

てある各事項について，さらに具体的な教具(数カ{ド，おはじき等〉を用い

ながら診断することが望ましい。このようなことはまた治療指導の方法にも通

ずるものである。

第二としては，この理解テストが，ある計算をEしく処哩できるため粍必要な

義礎となる事項を要素的にあげて，その内容としていることからくる限界につ

いてである。計算が正しくできるというときは，それの基礎となる各要素につ

いての理解が一連の心的過程の中で、統一的構造的に位置づいてはたらいている

と考えられる。とこで作成した塩解テス トは，計算に必星雲な基雄的要繋的な欠

陥のーワーづを‘洗い出すためには有効で、あるが，それちの要素が見輩の中にど

のよう陀統ーされ，構造。汁ちれているかは直接みていないb じたが勺て，乙

れを使って診断し，それにもとづいて治療指尋をする場合，要素的な理解欠除

事項の回復を工夫するとともに，各要素を統一し;構造づけてやるような指導が

必要にたろれそれはまた算法を正しく理解することの練習にもワ私がる己主

でιる。
第2.9.表 理解テ夫トめ類1主主内客

((1)， (2ト・・・は盤解テスト問題番号〉① 1 数概念め主主解テスト

すうのりかいテスト I すうのりかL、テスト
-_.・..-_. E --

fヤ乳1位、宅数， 2位数， 200以内の数にいJ く3位数， 2000以内の数について〕

ω 記数法命数法の理解 11)(2X3)(4) 4イ) 記数法，命数訟の理解 (1)(2X3)

(司校長り原量の理解 (5)(6)(7)、 (ロ)u'!.取り原畿の理解 (4X5)

約散の夫小壇辞 (8) 付数め犬小室解 (6)

伺数系列の理解{蜘Oj(1J){I2) 伺数孫列ぬ理解 (7)(8)(9Xl切

制数の合成分解 (13)(14) 約数の合成分解似)
且 ‘'.....~ ......刷，.....，~ •• -，.... ゐ島 ー-- . 晶 司 ~- .，・』 ー守 骨 _M__，，'._・.--四戸山占d
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島問 題理解テ ス2.3.3. 

前節の類型と内容院従った理解テス.ト問題は，第2.10.表のようになる。

題陶ド7< てT理.解第2.10，表
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概数4イ)

なまえばん〈耳よねん

-を lとします。つぎのもんだいをしなさい。

但)かぞえましょう。

的みんなでいくらでしょう。

0を10，

みλ」なでいくらでしょう。

回困固因固
匝~IlOkLlll0ul匝召匝辺
匝司匝ヨ

(ロ)

四回図画函

ー主ιζたえ

、・

こTこえ

えん

みんなでLぺヲでしょう。

|£::8:。|

こTこえ

付
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まりれいをみて，下めかナをOや ・でかきなさい。

れい
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3 同司
|お888・1

く(同

いくつでしょう。すうじでかきなさL、。

〉く仔)I二[ごっ

付1888881 〉く伺〉く

|333881 〕く制

日ぇr州二コ
IIが亡コ

仁ゴ

亡コのなかに正しL、かずをかきなさし、。

72は10がし、くっと 1がし、くつでしょう。

こたえ150は10がし、くつでしょう。(ロ)

(6) iEしいものにOをつけなさい。

(10と6をょせたもの

106は {100と6をよせたもの

いと Oと6をよせたもの

(ロ)

(5と8をょせたもの

58~主 4

。。と 8をょせたもの

仔)

(10.0と40をよせたもの

140は い と40をよせたもの

1.14とOをよせたもの

付

つぎのすうで10のくらいに0，100のくらいに@をつけなさL、。(7) 

170 伺108 や官nu 
nu 
-(17) 17 (イ)

L 、ちばん大きし、かずにOをつけなさし、。(8) 

101， 97， ] 10 ~~ 79， 38， 98 (ロ)29， 80， 54 (1) 

回一口一口一口

{ロ}

(4) 

(5) 

引)

(ロ)

一182-

ひとつずつ大きいかずをかきなさL、。

ω.区ト口一口一口
(9) 



側 2つずつ大きL、かずをかきなさL、。

({)回 一口 一口一口 何 回一口一口一口

凶ひとつずつ少L、かずをかきなさL、。

(() r互 ト口 一口一口一口

付回一口一口

例 |豆ト口一口一口

(17) 2つづっ小さL、かずをかきなさい。

付)I互 1-口一口一口 何回一口一口一口

仰つぎの仁二jのなかにちょうどよいかずをかきいれなさい。

ω 5と3では口です 例 4と6では 口 です

付 7と8では仁|です 伺 402::.6では口です

的川 口 と3をょせたものです H 10は 口と2がせたものです

的 1批 8と口をよせたものです 例 3m:I二Il::7をよせたものです
(14)つぎのEコのなかにちょうどよL、かずをかきなさい。

ω40と印では口です 例 50と80では口です

付 90ft仁 !と2山せたものです 伺 1001'130と口 をよせたものです

|すうのりかいテスト[I 年組番なまえ
。を100，0を10，・を!とします。つぎのもんT品、をしなさい。

(1) かぞえましょう。

的 みんなでいくらでしょう

回回
四

回
回
四

回
回
目

こたえ 円

-183ー



(ロ) みんなでいくらでしょう

|固回回目四国|
こたえ 同

村 みんなでいくらでしょう

1100fl11 ITQ回匝B匝E匝E
E回匝E匝ヨ匝日匝ヨ
匝E

こTこえ 円

伺みんなでいくづモしよう.
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@ 0・， 与え一
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(2) 下のすうを丸をつかつてかきなさL、。

{イ) 234 ( (ロ)う56 ( 3 

付 402 ( ] 同ラ00 ( 

(3) しちくつでしょう。ずうじでかきなさし、雪

付) l。c@oo0 ・I 刷巴く 〉
く 〉

(① 100が口つ~. 10が口っと.1が口っ
仰向 ~@ 10が口っと.1が口っ
l@ 1が口つ
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②
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信)iEしし、ものにOをつけなさし、。

(5と8と2をよせたもの

付)582は {58と2をよぜたもの

t500と80と2をょせたもの

(10と7をよせたもの

伊') 407~r. {400と?をよせたもの

t4とOと7右cょせたもの

(6) いちばん大きいかずにOをつけなさし、。

tイ} 5位 199 205 (吟 70B 734 712 

m ひとつずつ大きL、かずをかきなさい。

付)I亙J-口一口 一口 例 |豆|一口一口一口

(8) 2つずつ大きL、かずをかきなさL、。

的|亙一口一口一口 例 I~-口一口一口
ゆひとつずつ小さL、かずをかきなさい。

付}1521Hゴ 一口 一口 例回一口 一口 一口

(~句 2つず小さL、かずをかきなさい。

付)回一口_1二|一口 何回一口一口一口

(幼つぎの仁コのなかにちょうどよいかずをかきなさい。
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|τZんBがたりかいテスト 1 I 年 組 番なまえ
Oを10，・を1とします。つぎのもんだし、をしなさい。

(1 ) つぎのよせざんで正しいこたえにOをつけなさい。
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(2) ¥，、〈つでしょう。こたえをすうじでかきなさい。

付)巨三L1( 
門 10000'.1 ( 

伺巨豆1( 

(3) つぎのすうをOと・でかきあらわしなさL、。

的lJ ( ) (吟 8 ( 

付 53 ( ) 

性}つぎのとたえをすうじでかきなさL、。

川区.. 1+1 .三 1=

付巨三[+100三 [=
(5)，つぎのよせざんをしなさい。

例区ヨ+[c0・・・・ 1=

(イ) 12十 7= (吋 3+24= 付 32十15=

| ょせざんCがたりかいテスト I 年組番なまえ

(1) つぎのよせざんで正しL、と思うものにはOを，また.IEしくなL、と思うものには×

じるしをつけなさい。

。 。 。 。 。
十O +0 十0 十O 十0。 2 。。 1 0 

4 4 4 。 。
十O +0 十O 十4 +4 
雪 8 4 40 。

(2) 0を10，・を !とします。つぎのよせざんのこたえをすうじでかきなさレ。

ω|互い-1..1= 同|二二|十匹1=

8 
付 18

同|。← 司胃

. 

例目守=
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(3) つぎのよせざんをしなさL、。

付 0+5= (吟 7十 0= 付 0+0=

伺 30十8= 帥 20十37= ト) 40十10=

(吟 60 (ヲヲ 2 0 
+ 5 十38

ょせざんDがたりかいテストI 年総 番なまえ

@を100，010を，・を!とします。つぎのもんだいをしなさい。

(行左のずのあらわす数だけ右の方にOだけでかし、て答をだしなさい。

10のくらい11のくらい1110のくらい11のくらい

81:: |→I I 答

(吟 左のずのあらわす数だけ右の方に@とOをつかつてかL、て容をだしなさい。

100の 10 の l の
くらい 三主¥' くらし、

00000 0 

000 00  。。

100の 10 の
くらL、 くらい

(/) 

くらい

虫立
匹司

位)つぎのよせざんを右の方に丸をつかってけいさんして，こたえをすうじでかきなさ

い。 く丸が10以上になったらかんたんにしてなおしなさし、〉

“) 27+3 = 

こたえ

す う1110のくらい11のくらい

27 I→18 
----，一一. 
二一「」ーにー
こたえをI I 
丸でかきi→ !
なさい | 

-187-
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68を丸で
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L、
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一一一

すう

74を丸で
かきなさ1.... 
L、
49を丸で
かきなさh→
L、
こたえを
丸でかき1-
なさい

7 4 
+49 

こたえ

6t9 伺6 8 
十 3
Pヲ

つぎのよせざんをしなさし、。

9十 8= 48 
十 32 

一~・

7を丸で
かきなさ1-+
L、
!こたえを
!丸でかきl→
|なさい

34 

帥

(ロ)

(3) 

97 
+ 7 

87 
十 35 
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十36
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|ょせざんBがたりかいテスト[ I 年 組 番なまえ
。を100，0を10，・を 1とします。つぎのもんだし、をしなさい。

(1) ¥，、くつでしょう。こたえをすうじでかきなさい。

(イ)

こたえ

(ロ)

こたえ

付

こTこえ

。)つぎのよせざんを右の方に丸をつかつてけいさんして，こたえをすうじでかきなさ

L、。

数 1 1100のくらい110のくらし、11のくらい
ラ26+32=

こたえ

526を丸
でかきなl→
さい ! 
32を丸で!
かきなさ|→
し、 |目 目

一一一一こTこえ‘告さII I 
丸でかき1→

なさい ト一一一

(3) つぎのよせざんをしなさL、。

(イ) 7+21= (ロ) 385十 2= 付 45十724= 伺 432十153=

I ;_:盛さんCがたりかL、テストj[ I 年組番なまえ
。を100，0を10，・を1とします。つぎのもん7品、をしなさL、。

(1) ¥，、くつでしょ5。こたえすうじでかきなさし、。

(1) 

こたえ
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伺

こTこえ

fヲ

こ7こえ

伺

こたえ

(幼つぎのよせざんを右の方に丸をつかつてけいさんして，こたえをすうじでかきなさ

L、。

(イ) 14+205= 

答

(吋 306十500=

答

数 1 1 100のくらい110のくらい11のくらい

1~4を丸で
lかきなさ|→

1205を丸|
iでかきな|→
|容L、 |
后石支~! I一一一一一l一一一一
同でかき→|
ほさい 1 1 

I_!__II竺包竺|竺竺とI~竺と
1306を丸
同?かきな!→
|さL、 1
1500を丸|
|でかきなi→
lさい j 巴 白

こす品を 一一一一一一一一
丸でかきi→
lなさい

(3) つぎのよせざんをしなさし、。

(1) 405十 2= (ロ，) 3十504= 付 500十 3= 伺 206十30=

帥 360+107= tサ 408十200=

-1卯一



| ょせざんDがた川 年 till. 番なまえ

⑥を1000，@を100，0を10，・を 1とします。つぎのもんだいをしなさレ。

(1) ¥，、くつでしょう。こたえをすうじでかきなさし、。

(1') 

(ロ)

付

こfこえ

こ7こえ

とたえ

(幼つぎのよせざんを右の方に丸をつかってけいさんして，こたえをすうじでかきなさ

い。(丸が10.以上になったらかんたんになおしなさい〉
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数 1000のくらい 100のくらい 10のくらい 1のくらい

@ gg 。。 . . 1砂 . 。 . 
、.

司・
、.

司.

(吋 、 534
十736 534 1_ 

726を丸
でかきなl→
さい
こたえを
丸でかきl→
なさし、

こTこえ
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4
一

1
一
辺
カ

L
一η
カ
L
一
犬
て
さ
一

な

十
一

一G
で
さ
一
軍
で
さ
一こ
丸
な
一
じ

ι

を

例

んざせ

2

1
一

よ

5

6
一

の

4

3
一

ぎ

+
一

つ

Mい

Q
M
 

と式こえ

制 754 村 673
+278 +358 

年 長且 番なまえ

0を10，・を1とします。つぎのもんだいをしなさし、。

(1) つぎのひきざんで正しいこたえにOをつけなさい。

4 ち r7 r 2 

1364 170 140 

(1) 36-4=( 16 (ロ，) 78-26=1日2 付 48-28=120

i 32 116 128 

¥ 23 '52 ¥46 

(2) いくつでしょう。こたえをすうじでかきなさい。

川区三|( ) 

付 10000.:-1( 
。)つぎのすうをOと・でかきあらわしなさい。

同巨亙1 ( 〕

(1) 11 ( ) (ロ1) 8 ( 

付 ラ3 【 〕

(4)つぎのずをみてこたえをすうじでかきなさL、。

から 2をひきましょう。ひいただけ丸にXじるしをつけてけしなさ

い。 L、くつになりますか。 こたえ
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から32をひきましょう。ひいただけ丸に×じるしをつけてけしなさ

い。 L、くつになりますか。

(ロ)

こTこえ

から13をひきましょう。ひいただけ丸にメじるしをつけてけしなさ
一一仁
川
一

付

こたえいo¥，べつになり主すか。

から34をひきましょう。ひいただけ丸に xじるじをつけてけしなさ
0 ・
0 ・
0 ・
0 ・

同

こずこえい。いくつになりますか。

つぎのひきざんをしなさい。(5) 

68-23= ~) 47ーの=同58-4 = 付32-20= (ロ)19-5= 仔)

なまえ番市且年ひきざんCがたりかいテスト I

また，IEしくないと思うものにはつぎのひきざんで正しいと思うものには，0を，(1) 

日

O
一4

7 
-0 
7 

8 
-0 
0 

×じるしをつけなさし、。

-0 
-0 
0 

O 
-0 
00 

O 
-0 

• ~ 1とします。左のずをみてこたえなさし、。。を10，(2) 

乙たえL、くつですか。① 

間
一

4イ}

これから20をひきましょう。ひいただけ丸に×じるしをつけてけ@ 

こたえしなさし、。のこりはL、くつですか。

こたえ① L、くつですか。r
o
o
 

(ロ}

これから却をひきましょう。I ひいただけ丸にXじるしをつけてけ@ 

こたえしなさい。のこりはし、くつですか。

こたえ

これから40をひきましょう。ひいただけ丸にxじるしをつけてけ

いくつですか。

② 

しなさい。のこりはL、くつですか。

① 
0 
0 
0 
0 

付

こTこ*
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(:3) つぎのけいさいをしなさL、。

的ラー0= (ロr) 30-30= 付 50-30= 伺 78-20=

紳 69 付 80 
-40 -20 

|ひきざんDがたりかいテストI 年 組替なまえ

@を100，0を10，・を1とします。つぎのもん?ごし、をしなさいの

(1) 左のずをみてこたえなさい。

U
H
 

① いくつですか。

こ7こえ

② @をCでかきかえて下のしゃくにか

きなさL、。

① いくつですか。 こたえ

② 01つを，・でかきかえて下のしかくにかきなお

しなさL、。

(ロ)

-Pー
(2) つぎのずをみてこたえなさし、。

(1) 

30-3 

① 42から23をひくけいさんをつぎのじゅん

にしましょう。はじめに3をひきなさい。

すぐひかれなかったらよのくらし、からかり

てきてひきなさし、。ひいたのこりを下のし

かくに丸でかきなさL、。

② いまかし、t~1tから20をひきなさい。いく

つになりますか。 こたえ

① 30から 3'をひきましょう。 L、くつです

こTこえか。

伺

4 2 
-23 

一t94ー



Pヲ

1 00 
- 24 

(3) つぎのひきざんをしなさい。

① 100から 24をひBくけいさん

をつきfのじゅんにし変しよ

う。

② はじめに@をOでかきかえ

て下のしカベにかきなきし、。

@ それから24をひきなさし、。

こすこ主

付) 20-6 = (ロ，) 45ー7= 付 40-23= 伺 74-27=

的 50 付 62 (め 32 争j 9 1 (iリ) 1 0 0 
-39 - 4 -28 二三立 - 43 

伊) 1 00 
8 

|ひきざんBがたりかいテスト E 年組番なまえ

@を100，0を10，・を1とします。つぎのもんだL、をしなさい。

(1) こたえをすうじでかきなさし、。

付)

(司

付

(2) 左のずをみてこたえなさい。

こたえ

こfこえ

こたえ

① L、くつですか。 こすこえ

。② これから分をひきましょう。ひいた

だけ丸に Xじるしをつけてけしなさ

い。のこりはいくつですか。

こた;(
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(ロ)

付

噛

(3) つぎのひきざんをしなさL、。

① いくつですか。

② これから2をひきましょう。ひいた

だけ丸にxじるじをrつけてけしなさ

い。のこりはし、くつですか。

こたえ

① いくつですか。 こたえ

@ これから 325をひきましよう。ひい

ただけ丸にXじるしをつけ〈けしなさ

い。のこりはL、くつですか。

こたえ

的 753-2 = (吋 593-560= 付 675-324~ 伺 859-43=

|ひきざん…かげストI[I ~組 番なまえ

@を100，0を10，・を1とします。つぎのもんだいをしなさい。

(1) いくつでしょう。こたえをすうじでかきなし、。

付)

こTこえ

(ロ)

こたえ

Q守

こたえ

こたえ
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(2) tE.のずをみてこたえなさL、。

4イ}

(ロ)

付

(3) つぢのけいさんをしなさL、。

① L、くつですか。 こたえ

② これから40をひきましょう。ひいた

だけ丸に×じるしをつけてけしなさ

い。のこりはL、くつですか。

こたえ

① いくつですか。 こたえ

② これから 300をひきましょう。ひL、

ただけ丸にxじるしをつけてけしなさ

い。のこりはL、くつですか。

こTこえ

① いくつですか。 こたえ

② これから2をひきましょう。ひ¥，'た

だけ丸に×じるしをつけてけしなさ

レ。のこりはし、くつですか。，

こTこえ

付) 605-2 = (ロ)794-30= 付 526-504=

伺 906 的 380 付 805
- 5 - 20 -600 

| ひきざんDがたりかいテス ト1I I 年 組 番なまえ

@を100.0を10. ・を1とします。つぎのもんだし、をしなさし、。

(1) 左のずをみてこたえなさい。

~) ① L、くつですか。

こたえ

② @1つをOでかきかえて下のしかく

にかきなさし、。
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(ロ) ① いくつですか。

こたえ

② @1つをOでかきかえて下のしかく

にかきなさし、。

③ つぎに01つを・でかきかえてその

また下のしかくにかきなさL、。

① 200から6をひくけいさん

をiつぎのじゅんにしましょ

う。

はじめに③ lつをOでかきな

おして下のしかくに丸でかき

たさL、。

② いまかいた丸から 6をひき

なさい。いくつになります

か。
こたえ

① 523から256をひくけいさん

を，つぎのじゅんにしましょ

う。はじめに6をひきなさい。

すぐひかれなかったらよのく

らいからかりてきてひきなさ

い。ひいたのこりを下のしか

くに丸でかきなさし、。

② つぎに50をひきましょう。

ひいたのこりをその下のしか

くに丸でかきなさい。

③つぎに200をひきましょ

う。のこりはL、くつですか。

こたえ

(2)左のずをみてこたえなさい。

付)

n
U
4
u
 

n
u
 

q
L
 

(ロ)

523 
-256 
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や守

302 
- 34 

① 302から 'Hをひくけいさん

を，つぎのじゅんにしましょ

う。

はじめに@1つをOにかなき

おして下のしかくに丸でかき

なさし、。

② つぎにそれから 4をひきな

さし、。ひいたのこりをその下

のしかくに丸できかなさし、。

③ そのつ30をひきなさい。 い

くつになりますか。

こたえ

2
J
EJ
 

n
O
Q
U
 

内

3
'L

叫

W
ヴ

'
O〆

n
v
qJ
 

e
フの，
b

伺R
J
n
B
 

G
J
Q
J
 

tυ
曹、

。
ヮ
“
A
U

い

5

6

缶、

4

3

な

一

、レを

同

んざき

7
8

ひ

5
4

の

3

M
C

一

つ

U
H
 

q
u
 

付乗法理解テスト

ロ古之跡たりかいテスト_1 I 年 総 番なまえ
つぎのもんだいをしなさい。

(1) (1)仁コのなかに正しい数をかきいれなさい。

① 7+7+7十7+7=7)<口
② 13十13+13十山山=山口

12x 4 =[~_I+I_I+仁1+仁!

(p) つぎのかけざんをよせざんになおして答をだしなさし、。

答

倒的 E到 It.¥、くつだすか。これを3倍するといくつになりますか。
日司 答

(的回目はL、くつですか。これを3倍すると図のカード何枚と白のカ

四回 - ~何枚になりますか。それはいくつですか。
[回 一 答

刊 亡コのなかにちょうどよL、かずをかきなさい。

23QJ 31iいは口の3t'I¥、と口の3ばいをよせたものです。
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答
は3の何ぱいですが。0

0
0
 

0
0
0
 

0
0
0
 

0
0
0
 

0
0
0
 

0
0
0
 

0
0
0
 

0
0
0
 

0
0
0
 

0
0
0
 

• 
4イ)(3) 

. 、
つぎの仁コにちょうどよい数をいれなさし、。(ロ)

日 x2x口
但)"3 x60= 3 x仁[X6

3川のα2川3

4 x均け恥Lい、さんするのに(G;:治ゐ二2ふω0)となりますが，このあとどうしたら(ロ)

答よいでしょう。答をだしなさし、。

つゐ
q
''u

a

A
A
 X
 

nu
つ'M

q
J
 
×
 

。
=

νhv
-

nJ面

支

』

×

t
ー

テ
h.

A
3

しを

伺

んざけ

=

'か

2
の

×

ぎ
・
日明

・つ(5) 

同付(1) 

2 
X40 

制3 
x 1 2 
)
 

2
F

・
(
 

ト~ 2 x43= 2 x30= 的

なまえ番組年かけざんDbミTこりかいテスト I

つぎのもんだいをしなさL、。

はいくつですか。これを3.f脅するとLべつになりますか。

鑑三
日

はいくってすか。これを3倍すると回付-r';o'何枚と[JJの

(ロ)

カードが何枚になりますか。それはいくつですか。

答

はいくつですか。これを4倍するとITQJ7)カードが何枚"e_口〕の

(1) 

lイ}

ITill 
[i]] 

阻
匝司

4イ)(1) 

カードが何枚になりますか。それはいくつですか。

答

--20()-

付

四団
庄司ロコ
区田 仁口
ITill 
庄司

口亙 rn 
回口]
四国

仁口

(4) 



持 !ここ|のなかにちょうどよL、かずをかきなさL、。

38の4ばLは |三の4ばいと 口の41まいをよせたものです。いくつで

すか。 然
ι二

倒的 3の仰いは， 3の口品、と， 30) J二|ばいをよせたものです。

例 7 x貯をけいさんするのにn弘 二号。)となりますが，このあとどうしたら
よいでしょう。答をだしなさい。 答

(3) つぎのかけざんをしなさい。

制) 50x 6 = (ロ) 1 4 付 32 伺 7 帥 9
x 6 x 7 x80 x3ラ

|かけざんBがたりかげスト][ I 年紐番氏名

(1) つぎの 亡二|の中に正しし、数をかきいれなさL、。

付) 52x 10= 亡 |

一
一
一
一

(2)付)回[8J

回四
四四
団四

〔回目亙

例[G]四回
~図[四
四回
四回
目亙匹司

はいくつですか。かけざんのしきでかきなさL、。

答

はいくつですか。かけざんのじきでかきなさL、。

答

約つぎの亡=1の中に正しL、数をかきなさL、。

山 2比 m 亡 |ばいと，230)仁 |ばいをよせたものです。

~2Ql ~ 



伺似吋けいさんするのに(ji沿ご2。)としましh このあとどのようにけ
いさんすればよいでしょう。 Lべつになりますか。 空事

制つぎのかけぎんは正しいでしょ うか。

2 4 
X 1 2 ，-一一l 一一i
4 8'・・・・・→48は何と何をかけたものでしょう。|一一IXI_j
2 4・J ・.....，.この24はほんとうはL、くつのことですか。

π百 また何と何をかけたものでしょう。|二 Ix[J
(3) つぎのかけざんをしなさレ。

(1) 5 3 (ロ) 2 0 付 32 
xln X42 X23 

|ーか阿んD枇川、テストiI 

(1)つぎの 仁二!の中に正しい数をかきいれなさい。

わ 2xl0=口
(吟 24x60=24xl0x亡
例 72x80=72x 8 x口

年組番氏名

(~) つぎの l二ご1のなかに正して数をかきいれなさし、。

{イ) 5 x37をけいさんするのに
7=1_ -1 

5 X30=仁|としました。

これからさきのけいさんはどうしたらよいでしょう。符をだしなさい。

例 42x36をけいさんするのに 42x 6 = 1二l
42x30=口としました。

これからさきのけいさんはどうしたらよいでしょう。答をだしなさい。

(3) つぎのかけざんをしなさL、。

(イ) 2 5 (!ロ) 8 5 
x3G x67 
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制 除法理解テスト

ロ古んBがたりかいテスト _1 I 年 組 番氏名

つぎのもんだL、をしなさし、。

(1) ω _ 1 ・いくらでしょう。，査

同 60+3 = j二|

・3人で悶じようにわけました。ひとりいくらもらえま

すか。~姿

(2) fイ)
巨ヨ~~ 庄司回
~~~回
~1 1O.f'l 1 回

. ¥，、くらでしょう。 答

・3人で同じようにわけました。ひと

りに10円さつが何枚わけられて何枚

あまりますか。

(ロ) 仁コ

(3) 仔)

3)84 

回 回 目
回回目
回 目

・あまりのお金はみんなでいくらです

也、且

-そのあまりをまた3人でわけま した

ひとりいぐらもらえますか。

答

. ~、くらでしょう。 答

・4人で同じようにわけました。ひとりに10円さつ
が何枚わけられて何校あまりますが。

答

日| ・あまったお金はみんなでし、くらですか。

(11) !二コあまりに二i
4)54 

性) つぎのわりざんをしなさし、。

・あまったお金をまた4人でわけました。ひとりい

くらもらえていくらあまりJますか。

答

“) 3)す了 (吟 2すすす 付 3)98
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(1) (1) 

!わりざんCがたりかいテスト 1I 年 組 番氏名

. 1，、くらでしょう。

・4人に同じようにわけましよう。ひとりいくらも回
国
回
回

回
回
回
国

回

回
らえて，いくらあまりますか。

答

例 82← i二|あまり口
(2) つぎのわりざんをしなさい。

(1) 2)す了伊) 3)92 

わりざんDがたりかいテス トI 年組番氏名

(1)ω .80円を5人で問じようにわけましょう。 10円さつはひ

とりに何枚わけられて何枚のこるでしょう。

・のこったおかねはいくらですか。

・のこりのおかねを5人で同じようにわけるとひとりい

くらもらえますか。

~~ 
110PlI ~ 
~ll0FIII 

~~ 

(いい=¥二|

間的 II1ORI0:呂 田回
.8ラ円安3人に阿じようにわけましょう。

10円さつはひとり何枚もらえますか。そ

匝~~回 して何枚のこりますか。

匝~~回 -のこりのおかねば，みんなでいくらです

匝~110fIlI回
か。

-のこったお金を3入でわけるとひとりい

くらもらえていくらあまりますか。

(吋 85+3 = 1二|あまり口

(創つぎのわりざんをしなさL、。

付) 3)す百一 (吟 5)7す
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2.4. 治療指導に関する実験的研究

ここでは，同じ誤算類型の児童を集団指導する三つの事例むついてのベる。

2.4.1. 治療指導の手順

治療指導の手順の概要は第1編第2章でのベた逓りである。それを更に具体

的にのべることにしよう。

(1) 誤算;類型表の作成と対象児童の選定

学級の児童に，計算テストを実施して，各児童の誤算類型を明らかにし，そ

の結果を一覧表にすると都合がよい。第2.11.表は.3年1学級兜童の誤算類型

一覧表の一部である。

第2.11表加法計算テスト I 誤算類型一覧表 r~年 t組 O名1
lBB30.5.10.実施J

停間 A判B 型Ic型ID型IE型
I x I x I x I 
I x I x Iχ ! 
I x I x I x I 

I~~ ~~~J 
註空欄は正答， x印は誤算を示す。

一覧表中の空欄は誤算しなかったことを示しているが，ほんとに理解して正

答したのか域機均計算で正答しているのかはわからなし、。もし後者の児童があ

るとすれば，治療指導の対象になるわけである。機被的計算でできているのか

どうかの判定は甚だ困難であるが，平素の観察結果や，計算テスト結果を全体

的に検討すること，または，疑問に思われる児叢に理解テストを実施してみる

等から，凡その推定ができるものと思われる。

この誤算震型一覧表と計算テス トの個々の問題検討の結果から，各児童につ

いて，どの段階から指導しーといったらよし、かの計画をたてる。そして指導段階

の同じ児童に対し段階的に集団指導を実施するo第2.12.表では，児童番号1.

6. 7番はB型から，8番ではD型から指導すればよい。
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叫誤算診断表の作成

児童の誤算を類型でとらえたならば，つぎに誤算の診断表を作成する。この

診断表では，計算テストによる誤算の内容と，理解欠除の内容を分析し，表と

してまとめる。つぎに，理解テス トでは，最後に同類型の計;算テスト問題をお

りこんでおいたので，誤算一覧表から対象児童を選んで理解テストを実施した

結果を整理すると児童をつぎのような群にわけることができる。

第2.12表 治療対象児童の型

i 酬テス ト中:でのぞいた問題
| 全部亙答で

全部正答者 |ー な立ち吏者

獲解テスト中の 1:会合名正答の者 1 型 I 1 型
最後の計算テス 1， (1) 1 (2) 

ト問について|全粧答でなか 1 (なし) I ][ 型
|った者 1 '-'''- '-0 I 

理解テスト問題中の最後の計算テストを全部正答した児童をI型，然らざる児

童をE型とする。 I型の児童を計算テストをのぞいた理解テストの全部できた

児童としからざる児童にわrt，前者を1llil'(1) ，後者をI型(幼とする。最初誤算

類型一覧表を作成する時実施した計算テストで誤算した児童のうち，理解テス

トを実施した結果，ひとりでに，誤算がなくなる児童がある。それがI型であ

る。しかし，それがほんとに，操作の原理を理解してできたのかはわからない

が， 一応， 1型(1)は理解してできたものとみることかできるし， 1型(2)には多

分に疑問がのこる。

理解テスト中の計算テストで誤答したE型の児童では，計算テストをのぞい

た理解テストを企部正答している者は実験の結果全くない。以上の結果が明ら

かにされたならば，治療対象児童は， 1型(2)およびE型の児童をしぼって対象

人数をせばめていくことができる。

(3) 指導案の作成と治療指導について

治療対象児童の診断にもとずいて，治療指導の着眼点を明らかにし，指導案

を作成する。つぎに，治療指導について基本的な事項を少しのべよう之思う。

まず，学習指導は，結論に到達するまでの道すじをわかり易く子供に伝へて

わからせるということではなく ，結論に予供が到達するのに必要なζ とがらを

-206 



子供に気付かそ，その考え方を助長して結論に到達させるようにする処に重点

が'おかれなくてはならないということであるo学習指導案にはそうした基本的

な事項の細部にわたって，記述することが困難な点もあったので主として，手

順を中心にその概要を記述したので、そのようにみていただきたい。治療指導の

方法は主として理解テストの結果に着円し操作の原理をカードで笑際操作をさ

せることを中心に進められている。

つぎに 1.2.節および2.3. 2.項にふれておいたように，下位の技能の加算

的集積で上位の技能が理解されないこと，すなわち下位の技能の各々に熟達す

る之ともに，各下位技能の内の関係が把握され全体として体制ができ上がらな

いと上位の技能が理解されたことにならないので，治療指導は診断に基くとは

いうが，別の問題を含んでいるから，その点・を考臆していかなるくてはならな

いということである。このように考えてくると，技能の習得には，関係の把握

とそれらを統合する力が大切であることがわかる。とれらの理解が固定化され

反射的に作用してくるようになった状態を熟達したということになる。つぎに

指導の各段階における練習の考えについてのべよう。新しい原理が指導された

ら，つぎに復習をする。学習したすぢ道を児童が自分でたどって s前後関係や結

びつきをより安定なものにするために行うものが復習でs これは理解をたしか

なものにするのに重要である。こうして安定した後，新しい場において原理を

適用L.その関係会認識し，また，その適用によって，適用し得る場合とそう

でない場合を見分けるととによってその原理を一般化しようとするのが練習で

ある。このようにして，一般原理がつかまれて不安がなくなったが，その理解

がまだ反射的に速く，正確でないときその速さと正確さをますために行うのが

反覆練習でらる。したがって反覆練習は理解が成立し，安定した休制がで‘き上

った後で行うべきものと考えられる。

ゆ練習と浮動状況調査について

治療指導の各段階で練習が考えられるが，治療指導の後，4臼間練習をさせ

た。なお，それより 1週間ずつおいて2回，安定度をみるために浮動状況調査

を実施する。以上は大体の手順で，必ずしもこの手順を全部ふまなくてもよい

と考えるので児童に応じて考えていただきたい。
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以下，治療指導の三事例についでは，それぞれの記述の観点を少しずつかえ

てみた。以下の実践詑録は，研究所と学校側研究担当者との聞で打合せを行い

研究討議しながら進められた。なお治療指導は笑験学校で各学校で各型毎lと実

施した。ますこ全県で、も実施する予定であったが， できなかったので三，三の学

校に依頼して実施した。

2.4.2. 治療指導の事例 (その1 加法B型誤算の指導〉

事例その 1 で;~土， 治療指導について企体的な経過を中心に記述する。

(1) 誤算類型表の作成と対象児童の選定

3年1学級に「ょせざんのテス ト1Jを笑施し，誤算類型表第2.12.表を作成

した。第2.12.表における1番から7番までのB型誤算児童7名を対象とする。

(2) 誤算診断表の作成

この7名の児童に「ょせざんBがたりかいテス トIJを実施しその結果と

計算テス トの誤答を分析した。結果の一部を示すと第2.13.衰の通りで，全部E
型の児重であった。
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第2.13.表 誤算の診断と治療指導の結果

児
診断テストの結果と診断

計算テストの結果と診断 理解テストの結果と診断

意
主.，~ロ 算 |成績 |診‘ 断 誤算番号|診 断

11十 8=18 
-革ー加す数る主，主彼加文融章喜を織 ||l処 刑刷 記習か数があ理が法加，解命法さ数操れ法作てはLの、わ際な1 

5十23=53 いら なと (5)付) 付
27十51=71 8 
-・.・.・.・.. し、

5十23=10
-婿加を主数波す被数訴加る字の和を答
i州司付 言解数不法十分，命で数あ、月る去の理

2 
27十51=33 3 2Kイ)
-・・・・・・・.， 8 襲警字の和 (3)付)(ロ)付

加える (5)(イ)(ロ)付

5寸23=37 • 1位を10位に加え
(((351))1(仔(ロロ)))(付付ロ)付

記解数不法， 命で数あ法るの理
-・・・・・・・.. 4 答逆にのす1位ると10位を 十分
3 8 

吋

児 治療指導練習 -1 
練習 6月7日 6月14日

蛮 治期療時指導間 第1日目:第2日目|第3日目|第4臼目成 績 成績|誤答内容

1昭 40分 寸百一 寸す 寸百- I 10 寸す 寸了全部正答
30.5.19 

く2分〉く1分)1(1.28分〉く1.40分 (4分)I (3分〉

B 10 9 9 7 14 

2 同上 40分 10 10 10 10 15 1吾 7十12=10

(2分〉 く1.20分〕 ( 1分〉 く1.20分〕 (3.30分〉 く3，40分〕

10 9 9 7 12 1ラ

3 同上 50分 10 10 10 10 15 15 全部亙答

(2分〉 (2.15分〕 (2分〕 く2.30分〉 く5分〉く広10分〉

誤算の内容は，(Bch)型が5名，(B bs)型の誤算が2名で， 主な理解欠除は

命数法，記数法の理解欠除および，それが計算操作と結びついていない欠陥と

考えられる。

(3) 治療指導案の作成と指導

診断によって，命数法，記教法の理解を中心にそれが計算挟作と結びついて

いくように計画をたてる。治療指導祭は第2.14.表の通りである。指導により一

応誤算が消失した。線習および浮動状況調査の結果は第2.13.表の通りである。

-209-



M2.14.表治療指導例.

昭幸n30年 ラ片19日笑施

学級l児童名
加法B型|開

3年 1総 11.2.3.4.5.6.1，

治 療 指 導

方 法

誤算の確認|① つぎのよせざんをしなさい。

4+3= 42十7= 3 +24= 32十15= 1 3 
十26

② 誤算につL、ては綴りであることを確認させる。たとえば42+7= 

13としている場合， 42に7を加へて42より小さくなるのはおかしい

・などよ り。

命数法，記 I@カードでかずの表わし方をけいこしてみましょう。(賞カード1
数法の理解 |

i 枚は10，赤カード1;枚は1) 

(1) つぎのかずだけカードをだしてごらんなさL、。

(イ) 42 (ロ) 7 付 34

個別指導く42は40と2で，40は賀カード4枚， 2は君子、ヵ-f2

放であること〕

(2) つぎのカードはL、くつでしょう。すうじでかきなさい。く黒板

?と十主る〉

併)回~ヨ巨T芝TIIfITl ( 
何回目団( ) 

村田カードと[三ヨヵ-Fをばらばらにならべてはる( ;) 

加法操作の|③ 42+1をカーにで計算してみましょう。
理解 | I (l)各自にカードでおいて計算させる。

く観察する)

(2) いくつになりましたか。

(3) 7はなぜ2のドにおくとよいのでしょ

う0

・42の4と2は，どんな大ききを表わし
てし、るかはっきり思いださせる。

⑤ カードで計算したときと同じ考えで42十

7の計算のしかたを考えてごらんなさし、。

(1)各自に数計算をさせてみる。 く貌察する〉
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(2) 介ードの計算と結びつけて子供の考えを伸ばすよう 42 
十 7

にするo ・ 一一
49 

・たてにかくとき数字をどこにかくと計算しやすL、か。

・42の2と7をかさねてかくとなぜけいさいに都合がよL‘か0

・色カーl了の昔j'算とくらべて考えなさい。

(3) 計算するとき，どんなこ主に気をつけるとまちがし、をおこさな 、

いようになるでしょう。

⑥ 同類型の問題で復習させるくカードと数計算の結びつき〉個別措

話手

4 +12= 25十32=

練習評価 |⑦つぎの計算をしなさい。

5十 2= 12+ 6 = 4 +23= 42+2(I昌

R
J
T
A
 

A
守
内
，h+
。るす

7

2
-
を

8
一
導

+
一
指

同
情
H個

2.4.3. 治療指導の事例〈その2 加法D型誤算の指導〉

この事例では，誤算の見方と治療指導の関係守宅として記述する。

(1) 児童の選定と診断

d型テス トの誤算4名について，計算テストの誤算内容を分析した。その一

部を示すと第2.15.表の通りである。この結果15番の児童の誤りは，繰り上がり

の誤りなのか，0の処理の誤りなのか疑問になった。

第2.15.表計算テスト誤算内容と漉.解テストの誤答

16 1ラ

• 
40十92=1032(4 + 9 =103とする) I 80+60=14く最後のOをおとす〉

80+60=1040く8十 6=104とする) I 63十40=13く中聞のOをおとす〉

96 '37 
ート 6 (百こを1002とかく〉 十 50 (同 上〉
1002 17 

70 70 
十 51 く百二寸ーを1021とかく〉 + 51 くくり上った1をおとす〕
1021 21 

40 40 
十 80 (同隊の誤り)" 十 80 く同 上〕
1020 20 
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72 
+ 43 
1015 

く中間の0をおとす〉(同様の誤り〉

58 
+ 82 
1040 

上〉く同

58 
十 82
40 

〉11 く

43 
十 75

1022 
くくり上った1をおとす〕

66 
十 37
13 

〉11 く

計

算

テ

ス

ト

誤

算

内

符

〈中間のOをおとす〉

上〉く同

上3(同

〈くり上った1をお主す〉

くくり上った1をおとす〕
I 43 
+ 79 
22 

- 理解テス トは全~\1ì英答-く り上がり按f乍t主的のみ恕答で，
ー他は正答

40+82=1032としているが，答が千三十こになる主考えてこのようたかいて

D型の誤りとなるし，百三1.こになると考えてはいるが，そいるのであれば，

れを1032ιかいてしまっているのであれば，記数法の誤りとなる。このような

よんできいてみればす々わかる。その結果一応日の処理の誤児童については，

りと考えて対象からのぞいた。

16番の児童はくり上がり処理.の誤りの他はOの処理の誤りをしている。17番

18番の児童も同様であった。理解テスト実施の結果は，第2.18.表の通りでJ殆
んど企部誤答している。以上のことから共通の誤答として， 繰り上げをしない

こと，その係国としては繰り上げ操作の理解がないことがゐげられる。すなわ

ちく り上げを忘れているのでなくてくり上げをしなくてはならないことがわか

-212-

っていないのである。



(2)治療指導

治療指導案は第2.16.表の通りで，‘指導により}応誤算が消失した。練習指導

浮動状況調査実施の結果については省略する。繰り上がり処理の誤算は消失し

ているが.A型の誤算が少しみられた。

第2.16.表治療指 導例・

去す116L 名 I ~~~~I加叫開 | 清水 武美

療 指 導

指導事項 | 方 法

誤算の確認|① つぎのもんだし、をしなさL、。

仔) 65 (ロj 36 付
+ 7 斗 47

72 
+ 43 

② 誤答は誤答であることの確認をさせる。 (65+7=62は検算させる

等〉

繰り上がり|③ 仰をカー ドで苦í~してみましょう。
処理の理解|

l 各向に計算をさせるく観察オる)¥，、く

つでしょう。

的 7はなぜ6の下におかないのでし

ょう。

(2) W:1J;6枚で60
ITJヵ;1，2枚で12/回 1枚

¥匡J2枚
赤カード12枚になったとき

rnsヨ IiLlI
5ヨ Eヨ
回国寸|田
rn 110ヨ
rn 虻包

101巨ヨ
医DII2:ヨ
巴訂

ロヨ
ほ罰

7一一12

赤10枚を賞1枚にとりかえたのはなぜですか。

以上によって65の6や 5がどんな大きさを表わしているものかは

っきりさせる。

④ カードで計算したと同じ考えで65+7の計算のしかたも考えてみ

ましょう。

臼 (1) 5+7=12 これはカード計算のどこになるか。
+ 7 門「

一面一 (2) 赤カード10枚とし主」カード 1枚ととっかえたこと
72 は昔(1'，[ではどうしたらよいか。 12の①を6の位にく

り上げることを理解させる。左の計算で6の下に①とかし、たこと
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i主力ード計算でどうしたことと同じになるか。

以上によりカード計・1f.を結びつける。

⑤ 計算するときどんなこ主に気をつけるとまちがし、をおこさないよ

うになるでしょう。

・位をそろえて加えること(同じカードをそろえること〕

・同じカードが10枚以上になったら10枚を上のカード1枚主と川、

えること。数計算では1くりあげること。

復 習 I(⑤ 刊をカードとけいさんでしてみましょう。復習，個別指導
48 57 
+ 6 + 63 (個別指導〉

線奮評価|⑦ つぎのよせざんをしなさい。く個別指導〉

68 48 16 57 7 
十 3 + 32 + 26 + 14 + 27 

~ n ~ M ~ 
+ 47 + 35 + 82 + 34 + 35 

2.4.4. 治療指導の事例 (その3 誠治D型誤算の指導〉

この事例では，誤算の分析を主として記述する。

(1)誤 算の 分析

4年1学級児童に，第2.8.表「ひきざしのテスト llJを突施して誤算類型一

覧表を作成し， D型治療対象児童7名を選定した。計算テスト誤算内容と「ひ

きざんD型理解テスト HJ実施結果の一部を示すと第2.17.表のようになる。

第2.17.表 誤算の分析表

2 

1 自~ (…と一) 100 く力日法をしている〕
- 8 九九の誤 - 30 
. 603 130 

457 (!坊がをひくとき10一) 508 (同 上〉
- 49 =6として4を加えない - 20 
ち68 528 

650 (10ー7=4としている〕 452 (~るー即日=8としてつ
-607 - 60 
34 388 

ラ08 (10-2=9としている〉 425 ，5-2=3!::してくりさげ
20 -m  (なみてよいのに20をくり)
498 寸a3 下 る

一割4-



(加法をLている〉100 
- 48 
148 

の
'
h
n
U

一ηJゐ

弓
d
k
u

一4

4

-3
 

、、1
2
λ

ー

スJにのぜ。
る
い
げ
て
さ
げ
り
下
命

ど、
h
ソ

ー

J
I

h
H
J
1
A
 

ャ
士
り

珂
よ

，J
a
t
¥
 

300 
- 6 
I 204 

(45-6のけ10-6=4と)
して日を加えない

計

算

テ

(同(11二i二;としている) 上〕

に0-4を4-0主しているコ

(町り1くり下げるのに7)
より1くり下げている

(50川くり下がるのをラ)
からくりさげている l 

(~-9=9 としてくり下げ)

問

J

一ω
雪Oラ
- 47 
248 

、、‘，，，
q
J
 
をの
る
る
い
が
て
下
げ
り
下

4
ノ

¥
h
J

一
寸
ら
く

べ
か
ら

:
1
h
 

n
u
q
J
ゐ
μ

，sa
，‘‘
、

くくり下げない〉

(訪日してくり下げ)

、1J
j

q
p
 
を
る
の
る

い
る
い

て
が
て

し
下
げ

主
的
J

支」

6
ノ

¥
h
J

=
ら
く

4
か
A

り

F
3
ミ

0

3
・刀

/
|
¥
 

ス

卜

誤

算

内

容

と

誤

答

数

k 

400 
-231 
380 

叩

η
一卯

(引誤答数(芸)
誤答数

-数図で523-256の操作を誤る

.数図で345ー78の操作を誤る

• d型計算テスト概数 (+ )

-数図で310-7の操作を誤る

• d型計算テスト踏数 (; ) 

陸答テ
|解内ス
テ容ト
ス主誤

誤算霊

この7名の児童はE型の児童とな宅。いろいろな誤算

をしているが誤算の型を為げ!ると， A型(九九の誤り)Da1型 .Daz型， DM型

Db4型，.Db~型， Obs型，Db1t型，Ca2型， Cb2型，Ca6型となる。すなわち，

理解テストの結果から，

C型がみられる。このうち，全児童に共通の誤算はDb2型，ずな

一部5-

A型.B型，



わち吟として， 50より 1くりさげて48とすべき迄を5より 1くりさげて4

408 

としている誤りと， Cas型，すなわち， O-a=aとしている誤りである。理

解テスト実施の結果をみると，くり下がる操作ができないことがわかる。以上

のことから，くり下がりの操作をしなくてはならないことの理解がないこ主と

その操作ができないこと。特に，何十から1をかし、てくる場合の操作の理解の

ないことが共通的であることがわかる。

(お治療指導

以上の診断により，つぎの点に着限して治療指導索をつくる。

附 どのような場合たくり下がり操作が必要であるか。

(司 くり下がり操作の手順はどうか。

判特に何十から1をかりてくの場合の操作の理解

治療指導案は，第2.18.表の通りである。治療指導により誤算はー一応消失し

た。その後のも練習指導浮動状況調査結果も良好で2名が10題Ff:11題誤答で他の

児童は全部正答している。

T218表 治療指導例

学級|児童名 I ~~~w ~~Dm! l m~'* 1 誤算類型減法D型指導者 石添 徳治
4年 1組 1.2.3.4.5.6.7，

誤算内容 |前にかかげてあるので省略する
-，_'--

理解火除|岡
， 

上

治 療 指 導

指導事項| 方 法

誤算の確認 ①つぎのひきざんをしなさし、。 ， 

付) 324-186= (ロ) 413 ~~ 405 
-n5 -239 . 

線下がり処 ② j検算させてE容か誤答かをたしかめさせる
理の理解

③ (同をカードでしてみましょう。(緑労ードは 100，賞が-fば10
赤カードは1) 

. (1) 413のおきかたを観察する。 4 
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413の4は緑カード4枚

1は資カード1枚

3は赤カード3枚

評4 雇豆

(2) これから 175をひきましょ

う。どのようにひいTこらよしゅ為

考えさせる。

赤カードft5枚

賞カードは7枚

巳コ
m 
巳コ

亡訂

Eコ
区コ
ロユ

救カードは1枚ひけばよい ‘

ことを理解させる。 lE 
(3) その位のカードがひけなかっ 1m 

たらどうするかを考えさせる。

くり下がりj菜作を指導する。

仏) カードでくり下がり操作をさ

せながら計算させる。個別指導

をする0

(5) 復習する。

④ (ロ)を言lj草でしてみやしよう。

2 3 8 

o (1) 困キカード1枚をくりさげると回カードカ，14
413 -ー
-175 枚になるこ主は計算では，どうすればよし、ことにな

238 るヵ、

(2) 仁三I"}Jードをくり下げたことについても同上カ
ード操作と音1・2手を結びつける。

⑤練習しましょう。

324 517 (個別指導〉
-186 -289 

⑥ 付カードで計算してごらんなさ

い。観察する。

(1) 赤カードをひくとき黄カード

がなかのでどうしたらよL、か考

えさせる。総宍ー1ごから順次に!

くりさげてくるととの理解をえ t回

きぜる。

(2) くり下がり操作をさせる。

このとき各位の数がどんな数に

なるか観察させる。 .

長己
居ゴ

(3) 各自操作を復習させる個別指導をする。

1 0向くらい 11のくらい
巨ヨ
巨3
5ヨ
ロヨ
巨ヨ

⑦ いまのけいさんをひきざんでしてみましょう。
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(1) 9をひく 2こきすぐ上の位が0の場合はカード計算

でどのような場合か，カ-fを対応させる。

(2) 総'}:-t:'をくりさげた操作な数計算でしてみると
どうなるか理解させる。

40が39となって，1{立の5が1ラとなることn

(3) 数計算をさせる。

③復習する。 ラ06 カード操作と計算個別指導
-137 

関
知
一
間

練習評価 |⑨練習する。 203 602 400 ラ72 個別指導をする。
-1ラ7 -418 - 7 -286 

整数計算診断テス ト作成に関する研究については，頁数の関係もあって，概

要報告は以上で終りとする0 ・

J 
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3.分数計算診断テスト作成についての

実験的研究

3.1. 誤算類型設定の研究

3.1.1. 誤算類型の設定

分数計算の基本的計算操作の誤りを中心に誤算原型を第3.1.表のように設定

した。.

第3.'.表 誤 'g;宇 の 類型

サ誤算1型の類の型内観"J 1J1 E長

A 型 |同分母真分数の加法操作を誤る

B 型 I ~ と分数の関係を誤る機上がり〉
C 製 分数記法を誤る

D WJI帯(分繰数り上を含がむ加法操作を誤る
りなし〉

E 型 |繰り上がり処理を誤る

F 型 約分を誤る

G 型 通分を誤る

尺頚W!Q)f内容、

|極盈，，/ー~ 法

A 型 I真分数の整数倍操作、会談る
B ~回 |糖分数の整数情操作を誤る

C 型 1;真分数倍操作を誤る
(帯分数を含まぬ〉

D 型 |信分事完結および術分数の其分数倍
操作を誤る

E 型 i繰り上がり処理含採る
仁積が整数でなL、コ

F 型|約分を誤る

繰り上がり処理を誤る
G 型 | く積が車産数〉

滅 法

問分母其分数の減法操作を誤る

1より真分数を減ずる援作を誤る

分数記法を誤る

十杯く繰分数下を含む減法〕操作を誤る
がりt.cし

繰く脅りさ数下がよりり操其作分数を誤を減るずる〉

約分を誤る

通分を誤る

除 法

其分数の務数除録作を誤る

脊?分数の整数徐操作を誤る

冥分数徐操作を誤る
く手持分数を含まぬ〉

帯分数および帯分数の哀分数J徐操
作を謀る

繰り上がりを巣作を誤る
く整数を含まぬ〉

約分を誤る

繰り上がりf巣作を誤る
く鵡が盤数となる〕

言主除法では，除、法を乗法に姿形するまでのiゑ作の誤りをみる。たとえば

2 3 _ 2 ~ 3 _ 6 .，>'!oOo""'''''''''''_'''''''''''' 2 3 _ 2 ~ 4 --"7"一一=-=-x一一=ーーは徐法C型の誤りて一一 一一一=-=--x-一ー7 4 7 -1 28.-.... .~-:-- ，_" - 7 4 7 3 

= ̂6~ I主乗法C型の誤りとなる。
28 
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3.1.2. 実験学校おける研究

前節iで誤算の類型が設定されたが，つぎに，

oすべての誤算がその類型で整理できるかどうか。

o各類型について，誤算の事例はどうか。

有明らかにし，全県調査に関する基礎資料をうるために，計算問題を作成し実

験学校生徒に実施し，その結果を整理した。 計算問題は論理的にすべての場合

をおさえて作成したが，ここでは省略する。この事例は全県調査の結果を整理

する基礎となった。第3.3.表で全県調査の結巣をかかげるのでここでは省略す

る。

なお，類概念検討するのにつぎの学校の協力を得た。

中蒲原郡大蒲原中学校 北捕原郡笹問中学校

新潟市鳥島野中学校

3.1.3. 全県調査とその結果

つぎに，全県における各類型の事例と，その頻度を明らかにする目的をもっ

て，全県調査を実施することにした。笑施の時期は，昭和初年3月上~中旬で

ある。 このとき数学学力検査改訂のために学力検査の標準化が行われたので，

その標本学校中学校32校の一年生に， (全県より層化副次無作為抽出法・で抽出

された〉学力検査標準化と同じ時期に計算テストを実施した。処理の都合を考

えて，被験者数を凡そ300名とした。実施した計算テス ト問題は，第2$:第五5.

表にかかげる計算テスト問題のうち，カ日法，減法，乗法，除法とも計算テスト

1 (第一段階計算テスト〕である全県調査の結果を整理すると，第3.2.衰のよ

うになり，全県における誤算の類型とその事例が確かめられ，各事例に対する

頻度が明らかにされた。計算問題の欄のく〉内は正答率を示す。
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第3.2.表誤算類型〈全県結果〉

(1') 加法く被験ポ 298名〉

A 裂 同分母真分数の加法操作を誤る

(和が紙約でくり上らない場合〉

採算類型の内容

@分母}ζ.分母を加え分ほとし，分子に分子を加えて分子とする 1

@分子に分子をかけて分子とする

の 1J~数を答とする

@ 加数の分子を分母とし，彼加数の分子を分子とする

@分子の和を答とする

θ 加数の分子と分母の和を分母とし，被加数の分子主分母の来i
を分千とする

迂かけざんと誤る

@分母に分母的、けて分母とし，分子に分子を加えて分子とす l
る

@分母子に分母をかけて加える，またはその加法を誤る

@分子に分母をかけて分子と し，分子を加える

@ 分母子に分母をかけて加える叉は加法を誤る

③ その他

.F型の諜り

約

一

度

一

郎
一
類

一

三
日
一
摺

4
-z・

2
一日
一
関

7 9 

22 

10 7 
11 

5 2 
11 

2 
ラ

7 

13 
16 。
。

2 

4 

2 

無答数 ・ I 2 

る誤て

〉

つ

相

場

に

る

係

す
欄

賜
撒

ほ
と

を
l

a
一a

型B
 

誤算類型の内容

算

一

誤

一
4
7

①÷をそのままにしておく
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②÷の腕を誤る

4イ)
aの分母子を適当な数でわる

(吋
aセaとする

付
aを一?とする

伺ーとをOとする
a 

③ その他

A型の誤り

無答数

÷=2その他
4 一一=44 
4 1 
-ーーーー=-ーー『
4 4 

0 

÷その他

ち

2 

2 

9 

18 

。

C 型 手持分数記法を誤る

5 
6十ーとく64.7%)

誤算類型の内容
-r+7(64.4?の

7 

積算内容|頒度誤算 内 終陣度

①整数~分母叉は分子に加える

付)整数を分下に加える 6 9又は ー9 127 
8 ，-.-. 8 7 --.--7 

(ロ)整数を分母に加える ち日 6 3 I 6 
7-一15一叉は一1一う一 13 

付整数を分母3ちに加える 。9 
13 

同 言葉数右t好母に加え逆数にする 1ラ I 0 
予

②整数を分母叉は分子にかける

4イ)整数を分子にかける 35 7 18 I 3 
8 7 

(吟整数を分母にかける 5 ......~ 5 B 3 I 6 
7 56叉は 56 42 

内 重数加迄数にえ分てを分乎母をにかけた分も母とし母，Eを義 43 6 I 0 
かけ のに分 ラ6

分子とする

伺 諮数を分母子にかける 3ラ 3 18 I 3 
ラ6 42 

的 整分分数子母を務分す数母るにかけけ分て好母母を力と日し，
。25 

とをか えて 42 
と

付 事分整数子にを分加母えにて分か子けてと分す母るとし， I 0 I2 
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③ 苦と童す数部るを分子とし，分子を獲数部 5一7一一 3一一6一 I 1 
8 7 

(む答の主主数部を誤る 与 5 8 5_3 I 9 
1-B-ー， 5一。8一-

7 

③ その他 31 
『・~ー『

無 答数 |ラ|

D 型 同分母帯分数を含む加法操作を彦、る

く帯分数と聖護数の和の場合〉

誤算類型の内容
2十+ラ (66.1%) 4十3十 (70.8%)

誤算内科|頒度 誤算内容|頻度

Da型

① 整数を分母叉は分子に加える

付)整数を分子に加える
7ー69又は26 9 

23' 
一ι叉は7-%- 3 5 -_..- 5 

(前繋数を分母子fこ加える
7-164叉は2-16 4 

。
付整数を分母に加える

7i14叉は2114 
3 。

同 帯を分加数整数部と分子および警生数 8 3 B 
えて分下とする 9 5 

②慾数を分母又は分子にかける

~) 整数を分母にかける 2_L 3 4 

45 3 2'0 

(吟整数を分母子にかける
2一一F 

2 
7 ~ 2 

45 20 

付繋数々分子にかける
2-9ラ叉は10-9 ラ

11 
3一4一文は一4一

15 

5 雪

同 繋数を分整数母にをかけて分母とすし，
-4iラ叉は2465 

5 。
分母に 加えて分子とる

6t争 脅か守分け数て分寄客数下部とをす分る数部の分子に 7一2一
2 。

9 

付帯分数整数部を分母子にかける 。
7_}_ 
15 

(日帯分数礎数部を分母にかける 。
7寸す

制帯分数整数部を分子にかける 。
7 一3一一

2 

5 

(リ) 整数を宇野分数穂数部にかける o ， 12一一1ー

③整数部を誤る 5_1_等 3 

9 ラ
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④その他 1・ 巴 1281 

無答数 I 1121 

D ~盟 問分母帯分数、会合む力日法操作を誤る

(分数部の和が既約でくり上がらない場合〕

ラ 3

誤算類型の内容
2fi+ー11(83.5%) 

誤算内容 |頻度

Db型

① 数数部の計算操作を誤る

(1) 干持労数整数者11を分子に加える 2一1一0又は一1一0 4 
11 --.-11 

(ロ) 糖分数霊長数部を分、母にかける 8 
22i 

4 

付 帯方分の分数専子を数を加i部を分て子分にかけ， ー 3 
え 予とする 11 

同整数部をかける 。
的その他 8 

4寸了
4 

② 分数部の計算操作を誤る

付) 分母十こ分母をかけて分母とする 8 
2 l2f 

(吟一方の分子を加えない 3 2
寸了

や) 分分母に分分母を加ミけえて分母とし，
。

乎に子をカ る

③ その他 26 

無答数 I 8 I 

E 型 繰り上がり処理を誤る

誤算類型の内容

① 繰 り上ったのをそのままにしておく

②繰り上り方を誤る

付) 繰り上った1を忘れる

-224ー

ラー3十3ーi-(80.9%) 
7 ' 7 

誤算内容悌

12 2 
7 。
。

15 ~一
7 

4 2 
7 

82~ 6 
49 

8_1 
7 

3 
B
寸r

4 

34 

トヰ; 
11 

9 

2 
9 

25 



lt 3
9
4 

例旦芋主を証一子又はb÷とする
M裂の誤り

終答数

F 型 約分を誤る

ーキー (66.8~の
誤算額裂の内 .容

10 . 10 

. 誤算内判頻度 1

①約分しなL、 哩 8 56 
10 

②約分を誤る

~) 願約分量的こしない -、一、 4 。
、七 5 

(ロ)分母か分子の一方のみ約す
、吋

8 6 
う

③約分して逆数にする う 。
4 

A型の綴り 34 . 
無答数 3 

G 型 遜分を誤る

3十士仰%)Ii+士(65例tT36m
誤算内容|頻度1誤算内容 |糊誤算内容附

誤算類型の内容

4
一口

3
一2
F
一2
2
一2

十

:
一1
1

一1
;

一1

8
一口

の

と

す

け

す

け

子

千

と

か

と

か

分

分

子

ま

子

た

に

て

分

ま

八
労
務

特

え

て

ま

て

じ

く

加

え

の

け

同

る

ま

加

そ

か

も

誤

ま

を

を

る

を

に

を
〉
の

母

子

す

母

子

作

る

そ

分

分

と

分

分

縁

談

を

に

と

子

に

の

の

を

乎

る

母

子

分

母

れ

分
作
分
す
分
る
分
て
分
る
何
る

通
操

制

的

付

判

的

①
 

2 

16 I 3 3 
9' 27 
1 1 12 

9 

19 I 5 号
18' 54 

11 

。
。 。2 

1 1 54 
18 

o I _15 
18 

2 
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ト) 一方の通分を誤る 9 
12 

(干) 分子にそれぞれの分母をかけ 6 ， 4 4 
て分子主する 12十12

例分子に分子をかけて分子とし 。
分母に分母をかけて分母主す
る

@ 一方の分子を加えな¥"，又は 8 7 
加え方を誤る 12 9 

@ その他 6 

②通分の操作を誤る

付)分母に分母を加えて分母とし 3 24 3 
芳子に分子を加えて分子とす 7 12 
る

(吋大き九、方の分母を分母とし分 3 ら
-39又は-3 1 子をそのまま加える 4 

付 小さい方の分母宅ヒ分母とし分 。3 
子をそのまま加える 3 

③ l その他 21 
" 

F型の誤り /" 
無答数

(吟波法く被験者 300名〕

A 型 間分母真分数の滅法操作を誤る

誤算類型の内容

@分母子に分母をかけてひく

@ 力回去と誤る

の被滋数をそのまま答とする

@分母より分母をひいて分母と し，分子1より分子をひL、て|
分子とする

⑧ 等しい分数の融のとき÷とする

@ 向上 1 とする

⑤向上分母に等しい整数とする

一b一一一b一=ーbーとする
、

a a a 

⑨分母×分母を分母とし，分子一分子を分子とする l

一-226-

。ー10
18 。6 .36 
18十18

4 

。4 3 
54 

5 

6 g 

17 ラ 16
1 15 

6 ラ 6 

9 

う

6 

22 25. 

Jl 

3-3(9um 
誤算内容|頻度

5 
25 

一子叉は1
3 
5 

3 

2 

。
。
。
。
。



@答を逆数にする

。

るす〉』と答を差のみの
他
一
り

子
の
一
一
誤

分

そ

一
の

@

③

一
間

7 

無答数

B 型 1と分数の関係、について誤る

くlより真分数をひく〉

F 

誤算類型の内容
1-F(67.0刻

，. 

誤算内容|綴度

Ba型 1を分数に愛形するのを誤る

@ 1を」空ー くa宇10)とする
う 8 

a 8 

@ 1 を 1~ーとする
。

a 

Bb型 1 を分数に~形しないで誤る

@分子より 1をひいて分子とする 4 1ち

8 

@加法と誤る 1 ____;_ 7 
8 

@滋数の分母子より被波数く 1)を引く 4 6 
7 

@分母よ り1をひいて分母とする 5 2 
7 

@ ÷又f"i1とする ÷叉は1I 2 
。分子に 1を加えて分子と寸る 6 

8 

@分子に分母を加えて分子とする 13 
8 

@滅数の逆数とする 。
@滅数とする 。
② その他 55 

無答数 6 

.・
一溜 ー



る

2 2 一一一手ー (61.6約
3 .，3 容Pヨの型類算誤

， 1下

15 

。

ー一
J

2

一
3

30 

b 無

誤を法記数分型C 

誤算内容

。=3
3

。。

lQ 

B 

14 

同

数答

" D 型 問分母帯分数の減法操作を誤る

(宇野分数よ争議数台ひく場合〕

4~~q く63.4%) 5 ~:--- 4 (6U%) 
誤算額型-。内容 B ? 

. 
誤算内容 |頻度誤算内容 !頻度

. D a.型 1帯作分を数誤かるら整数をひく減法操 . 
① .減数を分母又は分子よりひく

付)滋数をき分子よりひしひかれな 4-81又は-8 1 
4 
54-T1Eは-1-? 1 

ラ

いと は逆にひ?く

(P) 滋数を分母逆かにらひしひかれな 42又はー3 ユ ラ3.支怯昔?をレときは ひ〈 4 --"'4 すす

~'} 減数の整数を2こ分き母子かにらひく， 。
ち」ー4-一一ひかれない は逆ひミ 4 3 

②加法主誤る 8' 3 9一3一.ー コ』
B 7 

③滅数を分子にかける 4一12文は42
。5~三 。8 ~_.- . 2 7 

一忽型事「

る

る

す
す

と

る

と

る

}
7

す

a

す

{

一t

と

=

と

0

0
一a
o一a
o
丁
衿

を
一
一

=

J

1

b

一a
b

一a
b
τ

↓

b
τ

b
一
世

b

一a
Ga
b

4イ).

(ロ)

P守

b b -r--F=!とする
1:;1 b 1. 

干E一一-r=-rとす呑
b b b -r一一王宮 a とする
その他

財)

や守

{吋

同

A型、の誤り



④ 盤数都に[，を加える，叉は童書ずる I 1 3 
- 8 

8 

D 型 同分母精分数の滋樹桑作を誤る

〈分数部の差が蹴句で〈り下がらない場合)

誤算類型の内容
23-t14手-斗 I't-t手
〈Bラー0%) 1 く83.4%) 1 く84.4%)

誤算崎陣度|誤算内容 (糊誤算i略 ;頻度

Dbi型補分数から岡管母分数をひ
lく減法操作を~~るくくり下
りなし〉

①盤数部の計算操作を誤る

w 整数部分をわすれる ，I~ 
ラ

(司富豪数部分の計算を誤る

②仮分数~形をしようとして誤る

③ 仮分数獲形をして答を仮分数十こ
してあるもの

③蹴扮数にしないもの

内

m山
お

2

一0

4
一
ラ
ロ
一
日

2

一

q
L
 

'
る
分

は

え

く

し

す

一

文

加

ひ

と

と

子

部

を

を

母

子

分

会

分

分

分
分
し

(

郡

部

き

き

と

る

数

数

ひ

ひ

母

れ

分

分

を

を

分

る

す

き

え

母

子

を

す

わ

ひ

加

分

分

母

と

を

〉

を

を

ら
ら
分
、
十
沿
み
分
分

か

か

+

分

節

の

血

副

都

母

子

母

を

数

方

数

数

分
分
分
子
分
一
諮
る
整

⑤

⑥

⑦

⑧

⑨

 

⑩ 分チに分母をかけて分子とする

⑪加法と誤る

@ 

(⑬ 

4
7
2
7
 

減数分子を世主滋数のE車数および
分子よりひく

その他

無答数

4 4 

7 

4 
4~. 
7' 

21 
2 

3 

。
。
。 。I~ 4"2"7 ...."  I 1 

27叉は2

o I ，，' 6 I 4 
7 

2 1 4-L 11 
7 

o I ~ 14 I 2 
7 

114_6 .11 
7 

。
o I 0 4 
7 。

4 I内 6
7 

5 。 。
23 

~ 
ー控9"ー



E 型 書室数繰り下真分が数をり処理を誤る
( より ひく場合〕

. 

4 

誤算類型の内十容
5 ~+ (52.3%) 3ー でγ (53.3%)

誤算内容 l頻度 誤算内容 !搬
Ea型整数の線下がり処理を誤る

(1) 整数の線下がり菱形を誤る

的 事き客数は逆を逆に数ひにく姿形しひけないと 7 。
20 

(ロ)部繋数よをり糖1減分数ず変る形のをすわるすのにれ整る数 ラユ→ 2 
3一3一一 2 

4 7 

円 整の数分数をにそZのE形著書数すにる等しい分母子 3 。9 う

4 21 

(2) 整数のくり下がり愛形をしないで
誤る

仔) 整数かけら分な子をひいて分に子ひとす 一ι叉fi4 24 24 
る，ひ いときは逆にく 4 7 

(ロ) 加整数えるより 1滅じ分数をそのまま 4 ~ 2一一4一 2 
4 7 ・

付 繋数よけり分な母をひいは逆て分に母とす う 4 
る，ひし、とき ひく 4 

伺分母に整数をかけ℃分母とする 。4 
20 21 

的 分子に整数をかけて分子とする 5 。12 ， 3 
4 7 

ト) 整数部をわすれる 3 う 3 7 
4 7 

(附 加法と誤る 日 1 9 
3 ~ 2 

4 7 

(丹波数ををそのまま答とする 4 4 4 
4 . 7 

(のその他 72 74 

無答数
1
14
1 

F を堕 約分を誤る

ラ 3

誤算類'型の内容
一10一 10(56.794〉

誤算内容 |頻度

①約分をしない 98 

②約分を誤る
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仔) 統制分数にしなし、 2. 。
10 

(官)分母か分子の一方のみを約す
三5L-又は」10一

4 

③約分して逆数にする 5 4 
1 

④分母子を臭る数で割る 。
2 

A型の誤り 21 

無答数 3 

. 
G 型 通分を誤る 4 

一2 一一~ (67.4%) 2 3 4 1 

誤算類型の内容 3 4 一5一一10(683%〉一9 一一~ (55.0% 

誤算内容 |顔度 誤算内容 !搬 誤算内容 i頻度

<D通分の操作〕を棋る(特に分子の
操作を誤る

4イ) 分す子るをそのままひいて分子と 20 。3 15 
12 54 

(司分子に分子をかけて分子にす 2 6 2 。
る 12 50 

村 重量数，ミ骨け量並る走数，ひの分子に同じ数 4 3 2 2 1 。
をかカ けないときは 寸2'寸T 10 
逆にひく

伺 各分数の分母をは分逆子ににすくる， 。3 
ひけないとき ひ 12 54 

制各分数の分母を分子にかけて 2 。30 
分子にする 12 36 

付 分分に母母他がをの互に緊で数なけいてととき，公
。5 2 15 。

長小公倍 し，分子 10 18 
分母をか 分子とす

る

(吟加法と誤る 11 8 。 。
12 

例その他 4 14 9 

②通分の操作を誤る(特に分母の
操作を誤る〉

(1) 分母に分母を加えて分母とす 3 。
る 7 1ラ 5 

(吋 小さい方愛のの形分ま母ましをひ分く母とし，
1 2 12 。

分子をそ く(あ〉るい 3 5 2 
は分子を てひ

付 大きいブ1の分母まを分く母くく〉あとし， 3 。 2 
分子をそのまひ るい 4 10 3" 
は分子を箆形してひ

-23'1 ~ 



③ 分分母子を一分分子母をと分す母るとし， 分子ー
。 。3 181 

3 

④ 被て減分数母子およとびす減る数の分母を加え 5 
。 。

宮

⑤分母は乗じ分子は加える 。ラ 4 ラ 2 
50 54 

⑥ その他 45 44 46 

F型の誤り

I ~21 無答数

付察官長(後験者 298名〉

A 型 莫分数の整数倍操作を誤る

誤算類型の内容
4-X2〔B62%〉

誤算内容 |綴度

(1) 整総数数を分母にかけ分と子すを ltこするくまたは分チから 1 
を~ II，.、て分子 る) 14 

(2)整数を分母子にかける 6 J 戸

14 

(3) 整数を分母にかける 3 9 
14 

性)整数を分子に加える ‘ 5 3 
7 

(5~ 書室数~かけわすれる . 3 3 
7 

(6) その他 ‘ 
20 

無答数 。

B 型 平野分数の整数倍操作を誤る

誤算類型の内容
l 34X3酬明

a‘ 

誤算内容|頻 度

(1) 整数を分子のみにかける 3-3_ 33 
ラ

(2) 整数を分母のみにかける 3--，! 4 
15 

(3) 整数を分母子にかける 3 
3-15 -
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(4) 整数を帯分数絵数部にかけ，絵数を分子に加える
9一4一一 6 
5 

(5) 整数をかけわすれる 3_1.. 6 
う

(6) 義秒、を椋分数整数部にかけ，分母子を書きわすれる 9 5 

(7) 整数を補分数整数部のみにかける 9_1 - う

う

(8) 整数で格分数強数部をわり，さらに分母にかける 1 4 
1 15 

(旬 整数を分子わたすには手れの持み数か整け荷数分を数分縫数に部かけの分か子け算とをわ，す整 3 4 
れる，ま分 子 し 5 
数をかけ る

(10) 整数を帯分数3定数郊に加え，また分子にかける
6一3一 2 
う

似) 仮分数にして密室数を分母にかける 16 2 
15 

間帯分数整数部から整数をひき， ~産数を分母にかける 2 
15 

(13) ~豊数で帯分数君主数部をわり，また繋数合分子に加え 1-ι 2 
る 5 

制その他 39 

無答数 3 

C 型 整数および哀分数の王E分数倍操作を誤る

(弦数の莫分数倍〕

誤算類型の内容
一
度

%
一
類

吋
一
日

ca型整数の其分数倍操作を誤る
(1) 整数を分母にかける 3 6 

ラ2

(2) 整数を分母チにかける 12 5 
52 

(3) 整数を分子に加える 7 2 
13 

(4) 整数を分子にかけ分母をおとす，答は整数となる 12 2 

(5) 加迭と誤る 42  2 
13 

(6) その他4 44 
• 

終答数 2 
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31 
3ラ

C 型 繋数および真分数の底分数倍操作を誤る

(真分数の真分数倍〉

十x~- (70.1%) 

誤王百五1頻度
誤 算類型の内容

14 

れ
一叩

ω一引
山

一間

6

2・

8 

8 

Cb型真分普段の真分数倍操作を誤る

(1) 分母同志をかけて分母とし， 哲宣告義数分母に乗数分
平をかけ， 分子に分母をかけこれを加えて分子と
する

(2) 世li事長数分母に乗数分子をかけて分子にし，分子に
分母をかけて分母とする

(3) I吋上 逆数にする

(4) 滋分してかける

(5) 分子同志をかけて答とし， 分母をかきわすれる

(u) 智宣言震数分子を分子とし，乗数分母を分母とする

(7) 分子同志をかけて分子とし，分母同志を加えて分
母とする

(8) 彼索数分母を分母とし，分子同志をかけて分子と
する

(ω 分F号同志をかけて分母2こし， 被乗数分母と紫数分
子をかけて分子とする

(10) 彼深数分母子をそのまま答とする

(叫その他

無答数

2
-5

6
一U

6
一7
引
一労

2
一7

4 

3 

2 

2 

2 

38 

R
J
 

• 
1
 

D 裂 指分数を含む乗法操作を誤る

(整数の精分数{告3

誤算類型の内容
2X2÷ く50.4%)

誤算内容 i頻度
Da型整数の得分数倍録作を誤る

(1) 得分数の繋数部のみにかける • 
6一2一ー 24 
9 

(2) 整数を分子のみに乗ずる
3 ~ 17 

9 
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(3) 護に数乗ずを帯る分数整数部に繋じ，持分数整毅郊を分平 6~ 2 

9 

(4) 帯手分を数逆にをす仮分る数になおし，整数を分母にかけ分母 18 3 

29 

(5) 仮数分に数すにるなおし 盤認(a'分母のみにかけまた精分 1 ~: 3 
18 

ー (6) 整数を帯分数撃数百官にかけて分母よりひく 2 3 

3 

. (7) 蕗と数すをる帯分数繋数部にかけ， この謹数部のみを答 IG 3 

(8) 整数を帯分数整数部および分子にかける
6一4一一 2 

9 

(ω 私母数子をに帯か分け帯数絵分数数部とにすかるけ，またこの整数部を分 6-R 2 

54 

附 艶数を符分数分母子にかける 4 2 
3寸τ

(ゆ帯分数をそのまま答とする 3~ 2 

9 

仰その他 84 

無答数 7 

D 型 荷分数を含む禁法操作を誤る

くp;分数の帯分数倍〉

〉

一

度

広

一

向

閥

次

一

算

2
一7
一
一
線

誤 算室長裂の内容

Db型其分数の帯夕、数倍i栄作を誤る

(1) 精分数盤数部をそのままにして分数部を乗ずる

削除法と誤る くあるいは逆数をかける〉

(3) 持分数整数都をおとす

住)精分数整数部をそのiまにして，分母同志かけて
分ほとし，被架数分子と乗数分I廷をかけ，分母と
分子をかけ，二つをTこして分子とする

(5) 荷分数整数部をそのままにして，分母同志をかけ
て分母とし，分子同志を加えて分子とする

(G) 向上 帯分数量E数却を皆きおとす

-235ー
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35 

10 

42 

5 

う

21 

2 

2 

35 

4 

1 ~~ 
35 

8 

1 ! 4 

35 

3 
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(7) 分母同志かけるのをわすれ，分子同志かけたゐ危
答とする

(8) 

無 タ女ルー・

その他

数

12 

D 型 帯分数を含む禁法操作を誤る

(帯分数の帯分数倍〉

3---'戸 x1ーしC44.3J&) 
誤算類型の内容 ラ 3

誤算内容 |頻度

DC%包帯分数の荷分数倍操作を誤る
(1) 整数部をかけ分数部をかける

3一2一一
33 

lラ

(2) 同上 整数部をおとす 2 。
15 

(3) 整数部に室長数認をかけ，分母は乗じ分子は加える 3~ 4 
15・

(4) 整数部に撃数部を加え，分母)'1乗じ分子は加える 42  
2 

15 
(5) 同上 分子をかける

412 F 
2 ， 

(6) 主事を帯分数になおさない 68 3 
15 

(7) 整分数母部は乗じ，母被と害分徒数子分を子と乗て分数子分母とすとをかけて 3~ 2 
とし，分 かけ る . 6 

(め被乗数をそのまま答kする ヨ一ワ一
1 

ら

(9) 加法ど誤る 4ユL 6 

15 

側その他 103 

無答数 8 

D 型 :精分数を含む乗法操作を誤る

誤 主事 類 型

C待。分数の真分数倍〉

の 内
M守

'u" 

Dd型稽分数の真分数倍操作を誤る

(1) 積分数のままでかける

-2"36-

~X~C55.口約
3 9 

|瀕 度

25 



(2) 各分，繋数数認の分母と分子を祭母じて分母子乙したて分分数母に I唱1 ~~ 7 
し をそのままに分と分をかけ と ヲナ
し，分子を加える

(3) 整深数数分削f土そのままで，~波探数，衆分数母子分をか分けさらに I 守ι 8 7 
子を加えて分子とし 母を母とす 9 

る

(4) 毅Tこ数分放都をそのままにして探，被じ乗分数子分も察母子ずを逆にし 6 2 
を作り各k分母は る 1寸"8

(5) 仮分数になおし，釆・数分母を分母とし，分子を加 7 2 
えて分子とする 9 

(6) 整数をかけない 4 
27 

(7) その他 80 

無答数 10 

E 型 繰り上げ処理を誤る

4x  4 (69.5%) 
2 

誤算類担の内符 7 
5xすく69・8%)

誤算内容|頻度 誤算内容|伺

(1) くり上がるものをそのままにしておく B 24 10 12 
7 3 

(2) くり上がった数をわすれる 6 
7 3 

同 くりょげ方を誤る 1~ 3 1 _ .Jー
7 3 

A裂の誤り 57 。
C雲~の誤り 。 66 

無答数 6 う

F 型 約分を誤る

3 3 9，， 2 

誤算類型の内容
百X2 (67.2%) 4x14 く6ち.5%) TZ×すく日.3~の

誤算内容|頻度 誤算内容|頻度 誤算内容|頻度

(1) 約分をわすれる 6 45 斗2 42 18 24 
8 14 42 

(2) 分す母か分子の一方のみ約 3 2 12 3 18 4 
8 7 14 

(3) 分母子を異る数でわる 1 1等 14 1 4 5 6 9 
4' 2 2' 7等 21 

-'l37-



(4-)既約分数にしなL、

)

O
ノ

ス
J

g
t
r
o
?
A
 

A];訟の誤り

C型の誤り

無答数

G 型 整数と分数の関係を誤る

fX3U99%〉 10X3(708%〉
誤算類型の内容

誤算内容 |頻度 誤算内容|殿

(1) ーとまたは」旦をそのままにしておく
6 12 30 11 

a a 6 5 

(2) 土れとする，また子れよ とす
。 。 2 

日一一
a a a う

る
、l

(3) ーとを 1 とする，また互生を 1ある 2 
a a --- a a 6 う

いは 1_1_とする 2 
a ラ

(4) ーとをaとする
6 2 。

a 

(5) aの適当な約数でわった商とする や 2 3 。
A型の誤り 32 

C型の誤り 、 。
無答数 日

同除法〈被験者 300名〉

A 型 真分数の整数徐操作を誤る

土ム3く66.3%) I 
誤算類型の内容 7 1 

誤 算内 容|頻度|

(1) 整数を分子にかける 12 I 2~ --1 
7 

(2)整数を分母子にかける 12 6 
21 

(3) 分母に箆数をかけ逆数Yこする 27 I 7 
4 
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住)分子を1にする 6 
7 

(5) 分ニ子に残数をかけ逆数にする 7 10 

12 

(6) I除数を答とする 3 2 

(7) 分母に整数をかけ分子を加える 25 

(8) 被除数を答とする 4 
7 

(9) 捻す数るを分子にかけて分断こし，もとの分子を分子と 4 
12 

(10) その他 44 

無答数 2 

B 型 精分数の墜数除傑作を誤る

4 

誤 算類 型 の 内 年半
2-b一-+3 (48.0，の

6 誤 答内容|頻度

(1) 分数部のみ整数でわる 4 
2寸す

26 

(2) 分子にかける(仮分数になおす域合となおさぬ場合〉 一14一×回一3叉はー42 11 
5 ち

(① 帯分数整数部に整数をかけて分数百告を整数でわる 6一4一 ラ

15 

(ω 仮分数になおしそれを逆数にした分子にかける 15 4 
14 

応) 精分数整数部をすれて除法をおこなう 4 6 
1ラ

(6) 除数を帯分数分母子のみにかける 2~ 2 
15 

(7)税分数のままで整数を分母にかける 4 
2 15-

2 

(8) 整数を分子からひく 2一一1一 3 
5 

(ω 整数を分母子からひく 2~ 2 
2 

(10) 分を母に除春吉数数をかけえて分分母とすし，格分数整数部に分乎 11 2 
かけ を加て 子とる 15 。1)その他 85 

無答数 8 
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C 型 整数および真分数の分数除操作を誤る

く整数の其分数徐〉

誤算類型の内容 |山間
誤算内容|頻度

Ca型整数の真分数除操作を誤る

(l) 被除数整数を分母にかける
司.

2 91 
45 

(2) 同上 分子にかける 30 26 

3 

(3) 同上 分R王子にかける 2 2 
3 

(4i被除数整数を分子にかけ逆数にする 3 13 
30 

(5) 整数を除数の逆数の分子にかける 45 3 
2 

((i)・5室数を分数i亡加えた上分母にかける
15-斗Lフ 2 

(7) 整数を分母にする 2 2 
15 

伶)整数を分母にかけ分子に加える 17 
、

15 

(功整数を分母子にかける 30 
45 " 

(10) その他 80 、

無答数 10 

C 型 ~数および真分数の53数除f新乍を誤る

(真分数の真分数除〉

誤算類型の 内容
3ーで.一4一一σ9，3%)
1 ち

誤算内容|頻度

C b~担真分数の真分数除操作を誤る

(1)乗法と誤る 12 12 
35 

(2) 乗法を誤る

(1) 除数彼|徐数ともに逆数にしてかける 35 3 
12 

(月分間'まかけ分子は加える 7 B 

35 

-2，相 ー



付分母はかけ分子はひく

35 

判被除数を逆数にし除数をかける 28 Z 
15 

伸被除数分母と|徐数分子とをかけて分母とし，分子 12 
同志かけて分子とする 28 

ト) 向上 分子と分母を加えLて分子とする 8 3 
28 

(3) その他 1 81 

無答数 11 

D 型 帯分数を含む除法操作を誤る

(整数の幣分数除〉

誤算類型の内容

Da型整数の帯分数除操作を誤る

(1) 仮分数にして除法を誤る

“)被除数整数を分母にかける 3ー1またはー7 60 
4 -'-:-._. 4 

(同向上 分子にかける 7または」土 13 

2 

付向上 分母子にかける 14 6 

4 

持その他 29 

7 

(2) 被除数整数を帯分数整数にかける 6_!ー
2 

(3) 同上 帯分数分母にもかける
6一一4司

4 

(4) 除力、数ャTをる仮分数にし，それを被除数ともに逆数にして 2 3 
14 

(5) 整数を分母にかける 3_1_ 19 

4 

(6) 同上 分子のみにかける 3_1_ 2 

(7) 向上 滞分数整数部からひ〈 8 

2 

(8) 同上 帯分数整数部からひひ分母子にかける 1 __;_ 2 

4 

(ω 整数を分子に乗じ，帯分数整数部を分母にかける 2 2 

6 

削除数を逆数にするときの愛形を誤る 2 4 
7 
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仰除数をそのまま答とする 3~ 6 

2 

(1神帯分数事長数部を分母にかけて答とする
6 

3 

(ゆその他 60 

無答数

D 型 手持分数を含む除法操作者ピ誤る

く其分数の帯分数除〉

際 主事 類型の内容
~+ 1--4-(48.3幼
73  

誤算内容|頻度

10 

Db型其分数の帯分裂E除操作を探る

(1) 徐数強数部をそのままにしてわる

(2) 分数部のみ逆数にしてかける

削 除数を逆数7こして分母はかけ分子は加える

仏) 整数部分をわすれ分子のみを加える

削除数をそのままにして公母子をかける

(6) 繋数をそのままにして除数彼除数の分母子全部を加
えて分母とし，分子をかけて分チとする

(τ} 分母はかけ分子は加える

(8) 乗法と誤る

{ω 整数をそのままにして分母はかけ分子は加える

(1切除数をそのまま答とする

ω被除数をそのまま答とする
(IZ)整数をわすれ索法と誤る

(13) 整数をそのままにして逆数にてかける
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21 
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D 型 得分数を含t，s除法操作を誤る

く帯分数の帯分数除〉

誤算類型の内容

2 

Dc型帯分数の帯分数徐を誤る

(1) 被除数もl逆数にする

(2) 乗法と誤る

(3) 除数の分数部のみ逆数にし整数をわすれる

削除数の分数部のみ逆にする

(5) 整数は加え，分母をかけ分子は加える

(6) 整数および分母子ともかける

(7) 整数をわすれ分母子とも加える

(8)整数をわすれ分母子ともかける

(9) 仮分数にしてかけ算をする

1'.1 附鰍同志かけ，除数の逆数をかける

似)仮分数愛形し，被除数をそのまま答とする

陶そのまま約分する

[13) その他

無答数

2
一5
5
7
3
7
β
一4
3
L
6
2
↑6
L

5

2

6
円
一6

パ4
2

2

1

7

10 

6 

4 

7 

7 

9 

2 

2 

5 

3 

6 

E 型 繰り上がり処理を誤る

2 t-:-2 (44.3%) ユ-:-2く56.7%)
誤算類型の内容

すう

， 誤算内容|頻度誤算内容陣

(1) 繰り止がくったものをそのままに 11 19 15 12 
がてお 10 14 

(2) 繰り上しり方を誤る
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Lイ)繰り上った1をわすれる I 5 I I 0 

(ロ) その他 I 5 I I 0 

B型の誤り 129 。
C型の誤り 。 10.6 

無答数 9 L2 

F 型 約分を誤る

41_--;-2 2~--;- 6 4 . 2 

07 6.0?の
F う 7 3 

誤算類型の内容 (39.3%) く32.0%) (宮6.0%)

l料内容陣誤算内容!頻度i誤算内角l頻度誤算内容l頻度
(1) 約分をわすれる 6 42 22 2 12 24 12 13 

14. 10 30 14 

(2) 既約分数にしない 。 。6 18 。
15 

(31 分を約母かす分子の一方のみ 6 7 11 12 。
7 10 う

22 2 
5 

仏) 分母子を異る数でわる 2 2 11 2 2 2 7 
7 2 6 7 

(5) 約分して逆数にする 7 。う 8 5 1 。l
2 11 2 

(6) その他 。 。 。
A型の誤り 77 。 。
B~型の誤り 。 156 144 

， Cb型の誤り 。 。 。
無答数 4 12 14 11 

G 型 整数と分数の関係について誤る

3 . 3 3 . 3 4--;-一2一
4 4 714  3 

誤 算額裂の内 容 (58.7%) 
(50.7%) 誤算(2内4.7容916伊〕ー

誤算内科頻度誤算内容|頻度|

ぺ1) く?日または旦目 をそのまま?こしてお ||| 112 2 2 42 

1

2

1 

21 

~ 2#ー



(2) ーとをOとする，また三主をn__O
。 17 。 "0 

2ヲ了
. 

a a a 

とする

L~-t6. "!1.こ1a旦 8 3 。。)ー-=ーーとする，ま を 2zJ-a 1 

2_1-とする ‘" 

a 

仏)三ーをaとする，また与を:と
12 2 2 3 。

21 

する

(5) ~(' =a 十 1 とする ， また na をn 13 
。3 3 。

a 

十Iとする

(6) ~ =+=1とする 4 。
a 1 

A型の誤り 10 9 ;。
Ca型の誤り 。 。 216 

Cb型の誤り
〆

73 102 ひ

D型の誤り 。 3 。
無答数 12 

} 
18 10 

3.2. 計算テ又 ト問題作成の研究

3.2.1. 計算テスト問題の類型と内容

分数計算の操作を最も基礎的なものと，その上につみかさねられるものにわ

ける。そじてその f位技能とみられるいくつかの操作の誤りを中心に前章では

誤算の類型が設定された。

計算テスト問題は，その各誤算類型に対応して，下位技能をみるものと，そ

れら基本的操作の組合せによって考えられる操作をみるものとにわけた。すな

わち，計算操作の複雑性によって第一段階，第二段階，第三段階と問題群を設

定した。つぎに，各問題類型毎に，論理的な系統を考え，実験学校で実施して

問題を検討した。計算テスト問題の類型は第3.3.表のようになる

，ここで， a. b. c. d. e. f. g.は誤算類型A.B. C. D. E. F. G.に対応する問題であ

る。ただし，計算テストの結果えられる誤算と誤算類型は一対ーに対応すると

は限らないので，誤算は類型にてらして判定する必要がある。たとえば， b型

の問題で三十ユ=空しはB型の誤算であるが .3_ト J_=_4~ はA型の誤算と4 '4 4 '~p='/ ""，7f" ~"，->'aJ，r 4' 4 8 
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2 . 1 6. 3 
なる。 また，一+一=ー十一

9 '3 8' 8 
2 . 1 6.. 9 54 

はG型の誤り となるが 百+τ=27+U=2fは

はF型の誤りとなる。
2 ，1 6， 9 15 A型の誤りとなり..ー十一=ー十 =9 ' 3 -27 ' 27-27 

第3.3.表 計算テス ト問題の類型と内容

付) 第一段階計算テス ト類型問題その内容

類 ァス題番問
霊長 類 の 内 戸1工甲Y 

型 力日 法 |除 法ト号

a型 ① 
和約同分をで犬繰母真めり上分る数がく既のら 差同がレ磁〉分を求的母真めで分るO世でE差のな 真りく績上分数がが既のら書約な室数でしつ繰倍

真く商うう斗が訟既の乾約数〕除

なL‘)

b型 ② I 和|7司(1;分を1)母求真め分る数く和の I ひ1よく り真分数を I帯く積分数が既の繋約数〉倍I滞〔分商教が跡の薬的数徐

C型 ③ 
整和数を求と真め分る数の 差同分を求母真め分る数く差の 互のが主数真lllf;約叉分数はで真倍繰分りく積数上 獲数〔数の商真がま既た分数約は真除) 分

がOとなる〉
がらなLう

d製 @ 開的J補繰り上擁がら 難撰ぶ需給転翠、 書官主鯨 時日カ1雑り国草な
ない) I tl\'~) ら し〕

e型 ⑤ 持間分続母真分長数Jrの 護t数り真(1分上数りを大ひ〉
真鰐お分よ寄数び評のり整空章議1氏2暗るJl委E曲th型1ヒつ2CT型L で筈繰

I||要り上と てをの必〕
がる)

f裂 ⑥ 
和問が附分を舟求刊莫めで分なる数もしt和録の》 差同が分続を求出母句真めでな分る数L(、援の〉 真鰐おり分なよ教括びし重〉の盗接殺経数の倍莫苦議採;り上がらな

E裂 ⑦ 異和ががを島分ら日求な母守瓦めいで繰〉分る教りC和上の
異差が分既を約求母真め〉分る数〔差の

真品お数分よと教び倍な整のる(整数勘〉数の藍真倍 蓄のるを仁数兵】商分叉が都盤は排真数唖分主教な
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(司第三段階第五段階計算テスト問題の類型.

lて望
類 型

① ② ③ |④| ⑤ ⑥ |⑦|③ 
加法 bdW de~j.l ef江日 dfl'，iQ bg~ eg型 dg~1J: fg~j 

一
第二段階
1成法 cd型 de型 df型 cg型 dg型 fg型

一
乗法 be型 bf型 bg型 de型 df型 dg型 ef型

除法 de型 df型 dg型

加法 def型 deg型 efg型 dfg型. dbg型 defg型

第三段階
減法 def型 beg型 cdg型 cfg出 defg型

乗法 bef型 def型
g 

除法 r bef型 def型

第3.4.表(ロ)によって明らかなよう?と，第二段階，第三段階計算テスト問題の

類型は，第一段階計算テスト問題の各類型が結合されたものとなる。それで、加

法bd型の問題による誤算は，誤算類型B型又はD型或はその結合関係の理解

不足のいずれかによることが明らかにされる。

，~ ;--"注意されなくてはならないととは，整数診断テスト作成の項の理解テ

ストの類型と内容中にふれておいたように，計算テストの場合も同様に，下位

技能が上位の技能に熟達するには，その下位技能のおのおのに熟達するととも

に，更にそのおのおのの技能の聞の関係が理解され，それらの関係の把握によ

って各下位技能は全体に総合され一つの体制ができあがって始めて，その上位

技能が理解されることになるので，個々の下1ft技能の加算的集積が上位技能を

形成するものでないというこ 1とである。したがって，診断はできても，治療に

は他にまた別の問題を含んでいる。

3.2.2. 計算テスト問題の作成

計算テスト問題は，各計算テスト類型毎に作成した。作成の過程では，個々

の問題を実験的に検討した。たとえば， (整数4真分数)の形式の問題では，

‘ 5 ，"7  ，J. ".:;.a 2+ーは正答するかー+7 を長答する生徒がいる。このことは，テスト
8 

問題として，この二つの形式を必要とすることを示している。 2+ 3 J，と
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' 

小 5 の場合も同…。また， 1ーァ=-7- と閉する生徒が4 4-1 

いる。この場合誤算をしているわけで、あるが，結果は正答となるのである。こ

""-':ill-"...._， . 1 3 10-3 のように誤算をして正答をうる問題は女当 Cない。 1ーァ=ーァー と計算す

~ 10 
る誤算がある。 1を常凡とするので、あるo このような生徒には 1ーらは

妥当ではない。計算テスト問題は，第3.4.表のようになる。ここに，計算テス

トL J[， JLはそれぞれ第一段階，第二段階，第コ交階計算テス ト問題を意

味している。また，計算テスト問題の番号 ① (ZJ @ ④ ⑤⑥  ⑦⑧  

は，第3.3.妥 (イ) (，ロ) における類型の番号を示している。たとえば， '分数加

法テス下Iの④は加法第J 段階計算テスト d型の問題で分数加法テストEの⑥

は加法第二段階計算テストeg型を意味している。

第36.表計算テスト問題

4イ)加法

|分数加法テスト 1 I 年組 .番氏名
つぎの計算をしなさい(答の約分されるものは約分!しなさい〉

① ユー+_2ー= ② _3_+_1_=  
11 11 4 . 4 ③ ω÷+7=(2)5+÷= 

④ (1) 2---J:ー+5 = (2) 4十3--.J-= :3) 2 .~ー+2一=俗) 5~ー +3 _lー=
言、 11 . 1 1γ  

③ユ-+ゴー= ⑥ 3 ， 5 
9 9 寸百+-fo=

⑦ (1) 一2一十一L=
3 . 4 (2) -4--+ーし=

9 3 
(3) 一一1十一4一=6 . 9 

|分数加法テスト E 年組呑氏名

つぎの計算をしなさい(答の約分されるものは約分しなさい〉

① (1) 6-h-+ :~-= (幼 4_~ + 3 7 =②(1，) 5~+3~= 10 '10 ，-， . 9 ，- 9 ，~， - 7 ，- 7 

6 ，~ 7 
同 一一+トー =11 '. - 11 

③ 9 上ラー
--~一一7 9 

-2.48 

③ (1) 1 雪
4一一十 = 12 . 12 



3 'A 3 ⑤ (1) ++~ー= (2) 一3一ー+ー!_.=(お れ ー8+4一8一= 2 . 4 6 8 

⑥ (1) 一2一+一3一=
3 4 

(2) -ーT 十一2一=
9 3 

⑦ (1) -+.--十2_!:_=
14 . - 7 

(2) 4一一1一+5 -~ = ③ (1) ~+. : = (2) 2 十一8 = 
2 8 5 4 6 . 4 

分数加法テス ト E 年 組 番氏名

つぎの計算をしたさL、(答の約分されるものは約分しなさLう

①('1) 4 --k-+~= 
12 12 

(2) 6 __2十42ー=
8 8 

② 2~+~= 
2 3 

③ (1) 一35一寸.-3471 寸一 (幼 ー7←十一4一=10 . 5 
④ (1) 1一一1十一2一=5 . 4 

(2) 2-: 十3 1 
4 - 6 

⑤ (1) 2一一1ー+一2一=
2 4 

(2) 4一1一十 5一4一=
3 6 

⑥ (1) 4 一1一十一~ = 2 ，. 5 (3) J一4一一+3一4一=
5 4 

(2) 一3一ー十1一6一= 9 . - 6 

z・E・・・・E・・・E・4・4・・・・・・・・・・a・・・・・・・・.....司".司・.，・・"・・・・・・・・M・・・・・......，."."........"‘'・・・・・・"......""“・・・・・・E・・・・・・・・・・・E・・‘

(司減 法

分数i成法テスト I 年組呑氏名

つぎの計算をしなさいく答の約分されるものは約分しなさい〉

① 3 2 ー ② 1-~= ③ 2 2 ③ロ) 4 ---4--4 = 
戸ノ 予 B 3 3 8 

(2) ド~- 4 =
7 

(3) 2一35一一一51 一= 仏) 4一5一-4一一!._=
7 7' 

(5) 3←一4一 1一2一=
7 7 

③ (1) ラー←し=
4 

(2) 主一一土居
7 

⑥ 5 3 ⑦ 2' 1 
(2) 一2一一一3一=同 一4一一一一!._=

10 10 
(1) 一一一一一一ー=
3 4 日 10 ，-， 9 6 

分数i威法テス ト E 年組番氏名

つぎの計算をしなさい(答ーの約分をされるものは約分しなさい〉

① 1 ~ . 1 
(1) 雪 一一 -3~ー=4 -4 

3 3 
(2) 12一一一一一=
4 4 
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4 .~ 4 
(3) 12一一一1Q---2ー茸
5 ラ



② (1) 3ー2-ι=
9 

(2) 宮 _3 _1_~= 
6 

(3) 1 ~-___1 
9 9 

(4) 4~-ー乙= 弓 8 ③ち 1
(5) 6一1一3ー-3一1一3- (1) 4'"1一2一一一一=i 7 12 

(勾 6 5 -6  3 = 
8 8 

(3) 4← 5一一 1_1~_ = 
6 G 

③ (1) ---J_-~= 
2 4 

(2) ~一一4一_-
3 6 

⑤ (1) 2一3一一一2一=
4 5 

(2) 2 ←~_2 _1_~ ー
2 4 

。}ち 2 _ 1 _1__= 
3 9 

⑥ (1)白一3一一一2一=
6 5 

間 一L -_1_=
2 6 

(3) -乙一一三一=
8 9 

分数腕テスト 1II I 年組番氏名
つぎの計算をしなさいく答の約分されるものは約分しなさしつ

① (1) 3--t-一一乙=
6 6 

(2) 1 ~1 .ーユ--
4 4 

伶) 6-一F一一2← 7ー=
12 - 12 

② (1) 4一一1一一一L=
3 2 

(到 4一3一 1 = 
8 2 

(3) 3一1一一2一1一=
4 2 

③ (1) 3一一1一一一一2一=
2 4 

(2) 4 _1:_-4 ~= 
5 -10 

(3) ラ一3一一2一2一=
6 4 

④ (1) 3一3一-3一2一ー (2) 1 ~ 1 ⑤ 1_1 _ 2 5-一一-3-一一= "" (1) 
6 5 2 6 3 4 

(2) 3一一つー-2一3一ー=
う 6

(3) 3一一2一一3一=
う 6

(4) 4一1一一2一2一=
3 4 

付策 法

分顕乗法テスト I 生存 組 番氏名

つぎの計算をしなさL、〈答の約分されるものは約分しなさLう

ユ-x2 = ② 3~X3= ③ (1) 4 xーと=; 5 ，-， -~ ~ 13 但) ~X ~ー=
7 5 

④ (1) 2X3÷=  
2 .. 2 (2) 1 ー~X←ー=
3 9 

2 ... 1 
(3) ー~xl 一一=
7 5 
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2 ". i (4) 3+ x 1 
5 3 

⑤川手-x4 =' (劫 5x十t

⑥ (1) + x 2 = (2) 4 x-f.-= (3)土 ×ム=⑦ (1)十 X3=
目 14 ，-， 14 3 6 

(2110x÷= 

|分数乗法テス ト [ I 年 組 事主氏名

つきの計算をしなさいく答の約分されるものは約分しなさい〉

① 3~X2 = @ 2よ x2= ③ (1) 4ム x5 = (2) 4 -4--x 10= 
う 8 5 コ

つぎの計算をしなさいく答の約分されるものは約分しなさい〉

① 2JtX6= 釦川 2X3+= 信) I~X+= 
白 4 14 

2 ，，~ 1 
匂) 2~X2一一=5 - 3 

同除法

分数除法テスト I 年 総番 氏名

つぎの計算をしなさいく答の約分されるものは約分しなさい〉

① 」ー";-3= ② 2一生一..;-3= ③ (1) 15+_lー= (2) ~ー+_1ー=
5 ，-， 3 " 7  5 ・
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④(1) 2..;-ヲ-Lz (2) 一3一+，1一2一= t . • :2 
(3) 1一一+1一一=2 7 3 2 - 3 

⑤ (1) 2 ____!ー+2= (2) 3 -~ー ..;- 2= (3) --4-~~= ラ 7 7 5 

⑥ (1) ー土-;-2= (勾 2~-;- 6= (3)4-L+2= (4) 7 5 5 

(5)ーι÷ー2_= ⑦ (1) 4-:ユー= 3 . 3 
7 3 3 位) -T÷寸才=

。)~..，_.2_= 
4 4 

[分数除法テスト iII 年 組 脊氏名

つぎの計算をしなさいく答の約分されるものは約分。しなさL、〕

① (1) 6 ~ 2+= (2) 2+-;.1---b-= (3) 2~ー÷よ=z ~- 3 2 ¥V/ ~ -5- '-4 

② 札) 2 ~ 3ート (勾 l -J_..;- 2~=
3 - 3 (3) 一一3ー1一1一=

10 5 

③ (1) 6 -;-1_1_=  (お 1ーし+1_2_= (3) 1-1 ー..，___j_=ら 5 5 ラ 1ラ

|分数除法アスト 年組 番 氏名

つぎの計算をしなさいく答の約分されるものは約分しなさLつ

① ω ラ÷十戸 (21 6÷÷= (21-L--Lz 
{ 5 8 

② (1) 6÷1÷=  (2) 1÷÷1÷ (3) 4 -~-'ι上=
4 4 
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3.3. 理解テスト問題作成の研究

3芯1. 理解テスト問題の類型と内容

理解テストは，各誤算類型に対応して，誤算の原因となる理解欠除を明らか

にしようとするもので，誤算の各類型に対応させで作成するようにした。

理解テストの内容はつぎのような実験的手順を経てきめられた。

1 . 各頒型毎に， 計算j栄作の理解に必要な基礎的理解~Jí項を分析し，各項目

毎に問題を段階的にもりこむ。

2.試作された理解テストを実験学校生徒に計算テストと共に突施し，両者

の関係を検討し，理解欠除を明らかにする。

3.理解欠除生徒に治療指導を行う。

理解テストの類型と内容は第3.5.表の返りである。

なおこの理解テストの利用については，第2編第3章第2節理解テスト問題

の類型と内容の本文の後半に留意すべき点をのべておいたので参照されたい。

一お3ー



第3，8.表 理解テス ト

ま~I 加 法 減 法

A 立L82 鵡1お錦幣量宇量警解守 |富富噸叫喜重i苦E宇望F号
a 

① zの理解(図〕
a 

① ZのE現解(関〉

②主=1の理解
a 

B 型 a @ ~-1 の理解
③ b型計算テスト

③ 1より2をひく操作の瞬
@ b型計~テスト

①@③ 帯帯c分型分数数計算記記法法テの理解スと加ト法の関係理解 @①③ 桁点c分裂分号激計泣滅算減法法テf操ス剰作市トおおよよびび記記法法理理解解

C 型

. 
‘ 

富草整裕る徐分数と訟敦とヒの鞍のの計時数国算i辱分録操数作作のの理理解解i聞数計〉 事書義箱2諸霊協議埋もI
D 型 ③る 解，分と分数{(加え ③ こら毅と数の程，分解数から分数を |

④ dm's-l算ナスト ④ d型計算テスト

;警護要望星f国1 ①@③〉 終総e数型数計のて〉算椅繰5う敬表示の~解
E 型

り下がり操作の理解
テスト

F 型
①②③ 約分f数型分単録計位作算:のの斐理換解の理解

テスト
②③① 約分f型数分計操単位算作のの理変換課の理解

テスト

G 型
②③① 通数E単型分f計燥t正算作安換のテ理のス理解ト解 ①@③ 通分E数型分計単操位作算愛のテ換理スの解ト理解
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の類型と内容

奨 法|除 法

@③①) 議其a1型分礎計数計算算の整のテ理数ス解倍ト操作の理解

富@喜2護2担計算護テ饗スト鶴喜解

①(③宮)2精b左礎型分計数計算算の整のテ理数ス解倍ト録作の理解

3@@⑥ 警得草b分P型護散計0算C町仮語仮テス学ト援暗形号のにす謹よ解るよ蹴の
. 

由(⑥ga喧舎其Caa通を型盲瑚r孟g式計語aa算猛〉倍xx 礎計bテb算計」ャスL算舶bbトののの理理面の解解醐解 〈E2aがが務分数数〉を

@由議@基部群格醤礎停計察践算畿誉的Eの理藷解融謹(揚整数俊作トの〉弘解明 @① 帯帯指d分z分分a場教数計臓算除を僚ののテ分操鐸散作作のEのE理圏形解既すると左g 

ぬf③お 基仮e礎型分計計数算算の.帯テ分数~形の狸解
スト

i警護2畿の醐
テスト

日韓堅幹轄庁数)
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3.3.2. 理解テスト問題の作成

前節の内容に従った理解テスト問題は，第3.6.表の通りである。第3.6.表に

おける各張型の理解テスト問題において，① g②，@勢の問題番号は，第3.5.表

理解テストの類型と内容における①，@，③等に対応する。

なお，各類型毎に最後にz その類型に対応する計算テスト問題を加えること

にした。理解テスト実施後誤算がなくなっているかどうかもう一度たしかめよ

うとしている占コけで、ある。

第 63.表 理解テスト問題

(干) 加 法

加法A型理解テス ト1 年組番氏名

(1)物を1として，削除答えなさh
イ〕せんL、でぬった所t士会体の何分の何ですか。

モ静 口
一口

答

ロ〉つぎの図に÷ だけせんでぬりなさい。

@ 
(勾次の間に答えなさL、。

イ〉せんでぬった所は全体の何分の何ですか。

場動 答昔

3 ..， 1 
ロ〉一一ーは一一ーがL、くつのことですか。7 ._.7'" --- -'NU  

然
ふJ

ノウ÷カ"4つあつまると何分の何になりけか。

答一日
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ロ)1♀=1 ロヌす=1 ロ)3 1=よユ=Jヨー
3 10 

同級をIとして，つぎの問に答えなさい。

イユ② に ⑫ をょせると何分の何になりますか。

公 ー口-
u 口

1 ，_ 2 
ロ〉 ーーに をよせるとー がし、くつになりますか。
7 7 

答:

ハ)+ に Iをよせると何分の何になりますか。
5 5 

然旦L】口

(4) つぎの計算をしなさい。

的~+__:3ー=
5 '5 

2 ， 3 
吋一一+一一=
7 7 

-
F
F

‘.
 

-
ス
-

E
-
7
E
 

一
解
一

一
咽
哩
)
-

-
型
一一

士H

ニ
一
法
一

園

開

H
M

圃

園

晶

H

-i
 

年純番氏名

(1) . を1として，せんでねったとこ枕矧で書きなさ¥， '0 

イ)，/1'--，

(⑫j門
答 τ
イ}協 イ物

乃ゑ返診dぷ)門
苔吉 答吉 答ニロ

(幼つぎの問に答えなさそ了。

イ〉つぎの分数のうち1に等しいものにOをつけなさL、。

4 4 7 8 6 7 
5' -4-' -8-' ~ 8 ' -7' 7一

ロ〉つぎの口の中に正しい数を書きいれなさL、。

一宮Iー



2 ， 7 
9 . 9 

ロ〉

つぎの計算をしなさい。

1 ， 2 
イ〉 一一十一一=3 . 3 

後診を1}:口せんでぬったところはみんM く…術的
さい。

{イハぶ:(イ物(妥〉 ω勧銀惨佐

(1) 

...，.・、・、J

J ・'. ..ミ.・
A. ・... ‘'司、''-司、.1，、， “".‘，、 J-.... ‘一・ー・

..• 

，j 
-
.
、
!

‘

、

ー'

.

、

E

V
E
-
A

ん

e

，
‘
 

.・!，
e
、

1

・・
‘
...、.• 
，匂
.
 

.
 
、

vγ
 •• 
人
九
‘
一

，

，

 

，
，
，
ぜ
‘
 

1一子だけせんでぬりなさい。

，・句・.
・¥.・ . ... 
， "‘、J. 
4・'、，..' 

."‘、• .、
'・・
ム‘ 1
'.'、.(- _") 、，
・"

l

・4
，

‘白守

、!

、i

、t

‘

‘

-

''.
:
 
.
.
 ム

-

，
，

.
 

，

，

 

，
，
、
，
 

••
• 

j
e

・'
、旬、，

、
、
.
I
 
.
.
 

，
 

•• 
A
 

.
 

.
 
i

，
‘
 

.r，
，

‘
 

J

g

 

t

，
 

•• 

、

(ロh

怖 1÷だけせんでぬりなさい。
，"、ー・、.. 

i ・.
i .A ・-、，
'，'、Y
‘・・・-

...r ~ .'、、
4 ・‘
: .A‘: ・，ι ‘・'. 、，

...~ 

"守、、
'・ ・

~ ... . ，、.
、"、糧、 ，
‘'  .ー・

，、.‘
'・・， ι 、
..... .，'、 .-" . 、 ，
・・.ー' 

(哨23だけせんでぬりなさい。

多 を1としてつぎの答を憾で吋さ"'0 

-、. 
tイ}級協l=
(ロJ弘子物物=

(2) 

つぎの問に答えなさL、。(3) 

7にー?をよせるといくらですか。i
 
um 

答

÷ に2宇ょせるといくらですか。伺
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氏名番組年I加法C裂理解テスト

答

÷+3 
つぎの計算をしなさし、。

7十÷ 例

(4) 

i
 
uu 



氏名番

.を1主してつぎのしきと伶かきなさL。

組年加法D型理混テスト

(1) 

主I!:.
ζヨきし

:φ: 

⑫(援
物像

+ 

+ 

物 +弱;;j
ロ)傷後多物

ハ)傷後多診
ニ)⑫(み:

イ)

+ 
つぎのうち正しし、ものにOをつけなさし、。(2) 

4 ， 3 
11 ' 11 

1) A
‘
 
+

4
一

2
一宮

十

一F

-

q
L
一

+

+

 

q

J

q

コ

1) 

2+4十3
11 

2) 

4 ， 3 
ロ)2一一 十一 一=
11 ' 11 

2) 

4 ， 3 2十← 十一一
11. . 11 

3) 2-ト4
3，+4 +一三一

イ)3ーι十4=、
フ 13)

14) 2+4十32十一一一一一一
11 

4) 3+2十4
5 

つぎの計算をしなさい。(3) 

3 ， 3 
2、)5十一ーー十一一一=

1 1 
イ)2 ト3卜十=

1 ， 1 
ニ)2十一一ー+一一一十3=5 . 5 ロ33+÷+5=

つぎの計算をしなさL、。(生)

、，
J

t
 

ハ〉 3÷ 十4=

3 'n 4 ニ)5~+2，一一=11 . - 11 

-259-

イ)2十 3十=
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加法E型連銀テスト 1 . 年組審氏名
(1) つぎの巴の中に正しい数を書き入れなさL、。

イ〉診は号明・口)物 13EFマある.

歩、〕緩務総;|芯号~ð5~.
ロ)つぎの白の中に正しい数をかき入れなさし、。

イ〉修弘;|苫口昌であ否・

ロ〉修弘;J1J一一一一一一一口昌吋.
(3) つぎの口の中にJEしい数をかき入れなさし、。

10 2 ， 11 
イ)1 一一言一一+ム4999  

10 9 ロ
イ)2 一一=....;_+一一9 9'  9 

p)つぎの口の中に整数又は分数をかきいれなさい。

〕iF4 2 口一一=一一+口9 9 口

。÷=口十÷
(4)つぎの計算をしなさい。

ロi. ___JJ_ =_2_+ 白川一一一 ι -
J_  9 9 口

5 ， 7 イ〉一一十9 ' 9 2 2 ロ〉十=
3 3 

|加法F型理解テスト| 年 組 番氏名

(1) つぎの口の中に正しい数をかきなさL、。

イの)~多 をいい1はとけす

弱紘己トlぽ苫号鋒紘;:la号佐川宇佐〉は字
廿) ~ー=よ工=Jユー=よユ

-2"00-



(2) つぎの問に答えなさい。

イ〉つぎのうち正しいものにOをつけなさし、。

6 _6+2_ 3 
くイ1) 一一一 一一一
8 8 + 2 4 

くイ2)一色=互三2=2 
8 8 + 2 4 

_ 9 9 + 3 3 
くイ均 一一=---=一一
12 12+ 4 3 

9 9+3_ 3 
(イ4)一一一一一一一一一
1212+3 4 

ロ〉約分しなさL、。

いり _4_= 巳
10 ロ

4 口
(ロ2)一一=ーー
B 口

(3) つぎの計算をしなさL、。(答が約分されたら約分しなさしう

2 ， 3 
イ〉 一一十一一ー10 . 10 

1 1 
ロ〉一一+ーー=
6 6 

加法G型理解テスト 年納呑氏名

(1) つぎの口の中に正しい数をかきし、れなさし‘。

イ〉 多 を1とすると

後〉は宇佐;; eJ:〉は号ロ一
4

寸
4

ロ〉 ー1 =口 宮F口一=口一
2 4 6 8 

3 3 XD 
ハ)1 一一一=一一.:..!:=!

ラ 5x2
2 2 x 3 

J、)2 一一=一一一
3 3 x口

也』

家;は号

ノ、)3 L=旦ー
ラ 15

(2) つぎの問に答えなさい。

イコつぎのニつの分散を通分するのに分母を何にしたらよいでしょう。口のうち適当

なものみなにOをつけなさし、。

! ) では.I 3， 6， 18，山 9 I 

くイ2)(、4コ， ~ ) では.1 ラ，4， 20，叫 ;-1 

くイ3)(十 ， ~ ) では，~弘山 10
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ロ〉通分しなさL、。

ω(~，~) (ー，-)

いわけ，+) (-，. ) 

(ロ3)(十+)(-，-) 

ハ〉つぎの式のうち正しL、ものにOをつけなさL、。

の 4+2
- 15 

4 ， 2 
@ 一一+一一1ラ 15

」ー十~=Iの竺+イシ5 . 3 ¥ ~ 15 

@4+2  
B 

のV 竺土1512 
¥ 

(3) 計算をしなさL、。

2 ， 1 
イ〉 一一ー+_._=
5 2 

1 ， 2 
t-t) ー←+~=3 . 9 

(刈減 法

|減法A型酔テスト

(1) つぎの問に答えなさL、。.を1とすると

イ〕せんでぬったところは全体の何分の何ですか。

年組香氏名

~ 答官一

ロ〉 つぎの図に÷だけ線でぬりなさい。

，.. 

③
 信)つぎの問に答えなさい。

意義を1とすると
-Q62-



イ〉せんでぬったところは全体の何分の何ですか。

電動 答 J7E
2 _ 1 

ロ)7はで「品、くつのことですか。
答

ノ、〉÷が4つあつまると何分の何吋りますか。

口答 ーー
口

朗建撃を1としてつぎの問時えなさい。

イ〉⑫から⑭をひくと何分の何になりますか。

主主 一口日ロ

ロ〉 一子から÷をひくと÷がいくつのこりますか。

答昔
5 ，. 2 

J、〉 ーーから一一ーをひくと何分の何になりますか。
7 - 7 

体)つぎわ計算をしなさい。

5 1 
イ】一一一」一一=
ヲヲ

|腕B型理解テスト | 

口
答 - -
口

ロì~-~2一一一 =
- 11 11 

年 i'Ji 番 ・氏名

(1) ~を1 乞叫んでぬったところを脈問さL 。

イ〉① (φ'巷 E ②ゆ管呂 ③勧告号
ロ〉 ① ぐ滋:答 E ②勉7管E ③物筈呂

--2臼ー

、



(2) つぎの問に答えなさし、。

イ〉つぎの分教のうち 1に等しいものにOをつけなさL、。

」-47867
5 4 -8- -8- 7 7 

1'1)つぎの口の中にEしい数をかきいれなさL、。

①♀=1 ② TEt1 @1=J3-LL 
3 10 

。)つぎの問に答えなさい内

イ)8を 1とにたえを町九

①物-@ 答書 ②物_fA惨替号
ロ〉つぎの口の中に正しい数を諮き入れなさい。

ロ)1 1一一!_=よユー」一
555  

ロ)2 1-~=よL__2_
7 7 7 

性)つぎの計算をしなさい。

イ) 1ーすー= ロ)1-ート

|蹴C型理解テスト 年組番氏名

(1) 8を1と日つぎの問えなさし。
(刊 の-@はのです小

(口) ~ 一勧 I;;1 L'< sですが

間 8を1と山ぎの聞に答えなさい。

~ 
CJ 

告g_
<::t 

(イ)~多》 一勧ゆ) は川ですが 答

( 0) 傷後多動一勧物ゆctL切ですか答一 一

川修場-叫…すか 筈 ー



切)つぎの計算をしなさし、。

1 1 
{f} 一一ー一一一ー=3 3 

2 • 2 
帥 4一一-4一一=
ララ

|蹴D型鶴テスト| 年組番氏名

(1) 診を1と山初しき問、きなさし。

イ!傷後多(み-み:
しき

ロ)傷後多滋 - ~多物

ハ)傷後多滋 - ~多
ニ〕物修復ぷ:ー》

ホ〉物像銭湯-働移
(2) つぎのうち正しいものにOをつけなさい。

① 3 + ~一一 2
5 

② 3 + 2 -2 

イ)3一一一一2=
5 ③ 3-2+一2一-2一

ち

③ 
3十2-2
う

7 3 
① 一1一1一一1一1 

② 
2十7-3

ロ)2一1一1一一1一i-
③ 2+一一7一一3一

11 11 

④ 2+--- ~ 
11 

-2白一

=たえ



(3) つぎの計算をしなさL、。

イ)3 +十一1= ロ)5+~-_L-= _.、)6+ ~ __2__1__ ‘ 3 3 / v ， 5 --.. -5 

1附 つぎの計算をしなさい。

イ)2ユーー」ー=
3 3 

J、)5~_5_t_= 
3 -3 

ロ34÷-2

、 8 ^ 5 
=-) 7一一一一2一一--11 -11 

i減法E型理解テスト | 年 j観 客氏名

(1) つぎの口のrl'に亙しL、数をかきL、れなさL、。

(1) ① J =Jコー ② 1 =-Q_ 7 う

同① 4寸 +J子? ② 4=3+工L
7 

付① 5=4エL ② 7 = 6_[J 
6 5 

(2) つぎの問に答えなさし、。

イ〉つぎの式と答をかきなさい。

イ)1修復多物一句;}
イ)2偽物働経多-i)

しを 窓
口
、

ロ〉 つぎの計算で疋しいものにOをつけなさL、。

① 5--.2ー_2 
5 5 

② 6 _5____2_ 
ララ

一子=(③ 672 

@ 5一2一一2 
?う 5 

⑤ 2 
30 
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イ)1+= 
ロ I(診 6→3 3 

874 2 

イ)2 .~ー=
12 

(① 9+ 3 3 
1273 4 

② 9 +3 3 
12'←3 4 

③ 9 -:-3 = 3 
12+ 2 6 

(-WE)-192十←36←-3 2 

侶)つぎの苦wをしなさ~'6 

イ〉3-÷」

3
了

。ム、，
d

| 蹴四割テ三~ 年 組 番氏名

(1) つぎの口の中に正しい数をかきいれなさい。

物を1とすると
イ)佐川号紘 Ij'号館 Id'号紘ぽ手
ロ) ~ー=よユ=よ2.=よL
B 6 4 2 

(2) つぎの問に答えなさい。

イ〉つぎのうち正しいものにOをつけなさい。

① 672 3 ___=--
872 4 

②旦三三=_l_
8 + 2 4 

(1)つぎの口の中に正しい数をかきいれなさし、。

句協いけるヒ
イ〉後〉ld宇佐:j;;r号 ~~~: I <! ~ 銘打キ

④五三ユ=_l_
8 +4 2 

ロ〉 約分しなさL、。

4 ロロ)1 ー =ー
10 口 ロ)2 -4-=ロー

8 口

(3)つぎの計算をしなさL、。 く答が約分されたら約分しなさLつ
7 3 

イ〉 一一一一 = 
10 10 

、 5 1 
ロ )"-一一-ーーーーーー-=- 6 6 

|減法G型理解テス ト 年組番氏名



ロi 1 =口=工工=エユ
- 2 .4 6 8 

3 _3 xロ
ノ、)1 一一ー一一一一一
5 5 x 2 

)2， _1一一三三三-
3 3 x口

ハi3 ←ι=ー口一
5 15 

(2) つぎの問に答えなさし、。

イ〕つぎの三つの分数を通分するのに分母を何にしたらよいでしょうか。口のうちて

きとうなものみんなにOをつけなさL、。

① (1 5) |一一一一づ一'6 では， I 3 ， 6， 18， 15， 9 

③ (2，:) 5 一ー では， i ラ，4， 20， 40， 10 

③ (+ ，+)では， 1 4， 6，丸山 10

ロ〉通分しなさL、。

φ(+，+)  (- ，ー )

②(+，+)  (ー ，-)  

③(十，+) (ー ，- ) 
ハ〉つぎのしきのうち疋しいものにOをつけなさL、。

① 4-2 
~ 15 

⑦ 4 2 
= 15 15 

1ーーユー=J@
5 3 

20 6 

15 15 

④

⑥

 

(お)つぎの計算をしなさい。.c答が約分されたら約分しなさL、〕
3 1 

イ〉 一一一一一一=
4 3 

ロi_5___1 ・一 一一 =- 6 9 

一部8ー



<. 

約 乗 法

|乗法A型醜テスト 年 、組呑 氏名

[l) つぎの計算をしなさい。

1 ， 1 
イ〕 一一十一一一=5 5 

2 つ 2
ロ〕一一十~ー十一一=
7 '7  7 

(2) 

[3) 

(i) 

口の中にEしい数をかきいれなさい。

イ)6x3=6十口+口

ロ〕ユ-x4=ユー十よ工+エユ+一口一=よL
'9  9 口口口口

つぎの計算をしなさいb

イ〉 一子 x2=

!乗法B型理解テスト

つぎの計算をしなさい。

。今

イ) ~十一:!;_=
5 5 

ロ)-+.-x 3 = 
11 

年 組.

ロ)，3十二子=

番氏名

2 ，~ 1 
J、)ラ-7-十3←子= 2 ，. 2 ，. 2 

ニ〕 4-T+4-T十4ーデ=

(2) 

[3) 

ロの巾に正しい数を書きいれなさL、。

2 "' 2 2 2 2 門 r-I
イ〉一一十一一十一::-T一一=一一×口=→キ
9'9'9 '99  - 0 

ロ) 5一三円よ十 5~=5--4-X口=口日7'"7'-7  - 7 ~-u 

つぎの計算をしなさし、。

イ)4十x2 ロ)5+ X4 

乗法C裂理 ;テスト 年 出

(1) つぎの計算をしなさL、。

番 氏名

イ〉 一子x7= ロ〉÷X3= ハ〕ート 2=
-269-
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(2) つぎのわりざんを分数でかきなさい。

イ)2-;-'3=昔 ロ)4-;-.5=号
(3) つぎの分数をわりざんのしきでかきなさL、。

イ〉 ート ι口 ロ)+=ロ÷口

(4) 口のなかに正しい数をかきいれなさL、。

イ〉÷×口三2 ロ〉÷x口=4

(5) 

イ〉① 4を3ばいして3でわるといくらになりますか 亡コ
② 予を6ばL、して6でわるといくらになりますか 仁コ
ι③ このことからある数を何倍かして，つぎに同じ数でわるともとの激に

(6) 

(差点44Lt)
ロ)3 X 2は6です。

① 

@ 

I 3ヨ を4ば山それいでわると
13X21を5ばいしてそれを5でわると

ハ〉つぎのうちiEしいものみんなにOをつけなさい。

1--;;0-1 = 

つぎのうち亙しいものにみんなOをつけなさし、。

， 3 XすX4-;-.2

I 3 x_2_x7-;-.f， 

13X2!X4-;-.4=口

)3X2IX5-;-.5=口

2 " 4 一一一X一一-x7，-;-.7 
5 7 

2 .. 4 

ロ)+X ~ F 一一-X_'-=
ち 1

っ I 11 
イ〉3X1「=( 内

_--x一一X7-;-.4
5 7 

2 .. 4 13 xーニーX4-;-.4
l' 11 

l ~ x_1_Xll-;-.!! ¥ . .. L1 .. --. .. 

-270-
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5 7 
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5 7 



(7i 

イう口をどんな数にすると答が整数になりますか。

-Lx口
官) .~ーが整数になるように口のなかに数をかきいれなさい。
13 

X~= 4X一三 x口÷口13 . --13 

ノ、〉÷が搬になるように口のなかに数をかきL叫さい。

2 __ 4 2 __ 4 _--x_._=一 -x_._x口÷口
3 5 3 5 

(8) つぎの計雰をしなさL、。

イ')3 x_J._= ，- 11 ロ)+ x : _--x一一一=
5 8 

乗法D型理解テスト 年組呑氏名

(1)つぎの計雰をしなさし、。

イコ 4X~= ロ〉 一::__x-'_=3 " 4 
15 '7  5 

(2) つぎのうちEしいものにみんなOをつけなさい。

14 X 3十 2

14 x 3十4
4X(3+2)=( 

14 X 3十4X2

¥ 4 x 5 

(3) つぎのうち正しいものにOをつけなさい。

r 2 +--Jー
イ〉 2;={:

l2 Xナ

4X2+J 

4x2X千

4XH4x÷  
ロ〕 4X2;-

一一
1
一7

勺
ゐx
 
a‘
 

、，ノJ 

2十4xj

-271-

1
7
4
7

1一泊

4
7



円のなかに疋しい数をか2雪いれなさい。

ロコ 1 ~=エユ
3 3 

.(4) 

イ)2 =干

口のなかにEしい数をかきいれなさい。

10 ロロ〕 一一=口3 _ 3 

(6) 

口 一口イ〉 2X11一=2X'5'=O

ロ)3ユ-X _1_= J;;)_ Xユー=Jコ
ち 4 5 4 口

つぎの計算をしなさい。(7) 

2 ..• 1 
ロ〉 一~xl 一一=7 - 5 

2 .. ~ 2 
ニ) 1 ー~x2一一=
3 7 

氏名番出E年乗法E型理解テス ト

つぎの計雰をしなさL、。(1) 

X
 

0 4-X2= 

つぎの口のなかにEしL、数をかきいれなさL、。

ロ)_;_=ユー十二L=口十よユ=口よL
7 7'  7 _ . 7 口

(2) 

9 4 巴
イ〉 一一一=一一一+一一一777  

エ〉 ー乞=ロエユ
4 口J、〉 ÷ =口ft

X
 

つぎの計算をしなさい。

イ〉÷× F=

氏名番組年乗法F型理潟テスト

2
一日
×
 

D
F
 

口一一
ロ
一5、

B
J
J

，
 

(5) 

イ〕 4×3÷ =

2 .. 1 
、)3~x~= 

? L. 

(3) 

-272 -

つぎの計質eをしなさし、。

イ〉 ÷ X2=

(1) 



白) つぎの口のなかに正しい数をかきいれなさし、。

イ) .~ =口=よユ=Jヨー
12 6 3 2 

(3) つぎに答えなさい。

イ〉つぎのうち正しいものにOをつけなさい。

9 _973 3 
イ)1 一一一一一一一=一一
12 1273 4 

イ)2 ーと=旦三三=~3~
12 1274 3 

イ)3 ~ー=三三三=ユー
8 872 4 

6 _672 3 
イ)4 一一一一一一=一一
8 872 4 

イ)+=
、 10

￥~ ) -一一一一=， 5 
、 16
J、)-ーーーー=
4 

ロ〕約分しなさし、。

① _8_=よユ
10 口 ② ーι=よL

12 口

体)りぎの計雰をしなさL、。

イ〉 -iX3= ×
 

、，JP 

|乗法G型理解テストー| 年組番氏名

(1) つぎの計算をしなさし、。

イ〉十X3= ロ〕 ÷×5=

(幼約分しなさい。

イ)+=
、 B
ロ )-一一=
， 12 

(3) 分数をわりざんの式でかきなさい。

イ〉十=口÷口 ロ〉す--口÷口

性)つぎの式を分数でかきなさし、。

イ)273 =吾 ロ)877 =吾

(5) つぎの分数をできるだけかんナこんな数にしなさL、。

-213 -



也ムつぎの計算をしなさL、。(6) 

イ〉 ←Lメラ=
10 一一

。
ム
ヨ
ノ

メQJ
 
、，Jロ

M・M・......・H・.........1111....・・・・・"・1......・H・.................・M・..."..・・・H・H・.......，.....““....・・・・・・・・...・・・・・・・

法除伺

氏名番Ka 

つぎの式のうち正しいものにOをつけなさい。

年|除法A型理解テスト

(1) 

4 X 3 
7 

① 

1答

4 
7 )再 3

山一

M

M

7

つぎに答えなさL、。

イ〉① 6 は_1_，がL、くつのことか。
7 7 

② 

③ 

③ 

一千73=

(2) 

答

答

@手を3等分すると÷がLくつになるか。

③手を3等分すると何分の何になるか。

④十÷3=「E-
ロコ

答一

く口の中にEしL、数をいれなさしつ3 3 x口一 口
8"ーニ吉玄白-"40-① 

3 ，~ 1 
①の結果から一一ーはーーがいくつのことか。8 ，-40 ② 

答

三 ーが等分するには一旦をF等分すればよい。R '(!..... -V./J ~ .."，，-...... 40 ③ 

一?を5等分すると何分の何になるか。

3 ， ~ '3 x口， c一 口._t::.一口
-8-ーコ=百支己?ノーτTマノ-[了

-.274ー

④ 

⑤ 



(3) つぎのけいさんをLなさし、。

(1) 

ィコ .8_+4 = 
11 

|除法B型理解テスト

つぎのけいさんをしなさL、。

イ〉ナ十7=

P 〉÷?5=

年 組

ロ)5十十=

(2) つぎのしきのうち正しいものにOをつけなさい。

① 

② 4 1_ 
5 

番

イ〉 4÷ー2= ③ ロ〉 5÷÷5=

(3) 

④ 

⑤ 

2 1 
ラ

4 
4一一-F 

つぎの口の中に正しい数をいれなさい。

氏名

① 

② 

③ 

④ 

⑤ 

イ)8++-2=く8+-白川上÷口)=口十口=口口一
7 -- . -7 口口

ロ)6 ___;_+ 3 =く6+-口〉十(ユー+-3') =口+王L=口」コー
日 巴 口

(4) つぎの帯分終仮分数になおしなさい。

イ〉 3÷= ロ〉 1÷=

(5) つぎの口の中にEしい数をし、れなさし、。

33ー+-4=号+-4=吉一
(6) つぎのけいさんをしなさい。

3 

5寸了

25 5 
3 

15 

。12千÷ヨ= ロ〕 1ofー+-2= ィウ 2÷÷4= 

-' 275，ー

1") I 



除法C型理解テスト'1 ' 年 番 組氏名

(1) つぎの計算をしなさい。

イ〉手-x2= ロ〉 ÷× 4=

位)つぎのうち正しいものにOをつけなさい。

①似÷

② 15x? 

イ〉叫=)土 官、.一3一:一4 

③ 1ラx3

3 
④ 1ラx2

。)つぎのうちEしいものにOをつけなさL、。

f① く12x 3) -;.-(3 X 2) 

l② (12X7)-;.-く3X 2) 
イ)12-;.-3 = ¥ ~ ~ 

|③【12x 2) -;.-(3 x 2) 

t④(12 X 4 ) -;.-(3 X 2 ) 

ロ〉口の中に蕊しい数をかきいれなさし、。

8-;.-2=仁8X3)-;.-(2x口〉

性) つぎのうち正しいものにOをつけなさL、

7 5 

① く10x2')-;.-く÷X3〉

②， 。Oxg)ー く__l_x10): 
4 

4 ③ く10X4)-;.-ト~x 4')
4 

④ (10x7) -;.-く :x3) 

ロ〉口のなかに正しL、数をかきいれなさし、。

5÷÷=く5x 4)十 (÷x口)=日記口

(5) つぎの口のなかにEしL、数をかきいれなきL、。

イ〉 ÷ x口=2 ロ〉 ÷ x口=4

℃三 者r~~

① -一3一×ー一4一ー
7. 5 

② 一一1_x-一5一『
3 4 

③ _3_X_5_ 
1 4: 

④ 一一73-X-一45 「

/〆



つぎのしきを分数でかきなさL、。(6) 

イ〉いち=号-

つぎの口の中に正しい数をかきいれなさし、。(7) 

口答イ〉÷にどんな整数をかけると 3になりますか。

) ~+ ~ _= (_;_ x 4) + (__1_xO") = [] -t-+ ~_=(i- x 4)+く7x口) =-l十口

ロ)_! -7 2:_ 
E 一一一=
- 8 3 

つぎの昔111-をしなさい。

イ)3 +子=
(8) 

氏名番組年|腕D型理解テスト

つぎのうち正しいものにOをつけなさし、(1) 

3 
2 

3 " 3 
__ ~ --

2 5 

× 
2 

① 

@ 

1 . • 2 
吋 1--t-+ 1 -1-= 

1
1，台
今、J

ー一U
9
3
 

① 

@ 

イ〉 6÷2÷= 3 __ 5 

2 3 
③ 6X÷  @ 

1 .. 2 

2 3 
④ 6 x_1_ 

5 
④ 

つぎの口の中かに正しし‘数をかきいれなさν。(2) 

.!_=_o 
5 口
4 

つぎの口のなかに正しい数をかきいれたさし、。(3) 

イ)2+3--1-=2+口=2x旦
口口

ロ) ~ー-7 1 ..1ー=三一 旦=ユ-x-旦
7. 3 7 口 7 口

1 . ~ 2 
J:F") 2.ー ー +3一一=
2 - 3 

つぎの計算をしなさし、。

イ).2サ÷=
(4) 

~ '!lI7J-



3.4. 治療指導に関する実験的に研究

ここで、は，つぎの二点についてその概要を記述しよう。

1. 誤算はどのよう な理解欠除によって生じたか，誤算と理解欠除の関係に

ついて

2. 診断にもとずく治療指導の事例について

3.4.1. 誤算と理解欠除の関係

誤算と理解欠除の関係の把握は}つぎにのべる治療指導に対して，その義磁

を与えるとともに，治療指導の結果と相侠って，理解テストを検討する手がか

りとなった。ここでは頁数の関係もあってー部についてのベる。なお，誤算と

王理解欠除の関係は生徒個々について検討すればよいのであるが，ここでは集団

としてまとめてみていくことにする。

3.4.1.1. 理解テストを実施する対象生徒の選定

まず，実験学校生徒全員に第一段階計算テストを実施して，個々の生徒につ

いて，誤算の類抑を明らかにする。 この結果は，た之えば，第3.7.表のように

整理される。

第3.7.表 誤算類型 一覧表 年 組

ミヒケ預型 加法 滅 法

AIBlclDIEIFIG CIDIE 字I ...__ 

× X × X 'X × × X × 

一 一 ト一一 一
2 × × X X X × × × 

一一
3 × X × 

一!一 一
4 

第3.7.表誤算類型一覧表から，各生徒は，どの段階から指導されたらよいか

が明らかになる。たとえば(1)番の生徒は加法d型を指導される前にC型を指導

されなくてはならないし， (2)呑の生徒は加法ではまず，b型から十旨導されなく

てはならない。 どの段階から指導されなくてはならないかが明らかになった

ら，その指導されなくてはならない段階に対応する理解テストをその生徒に実

施する。 (1)番の生徒については加法c型の理解テス ト(2)番の生徒は加法B型の
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理解テストを実施するということになる。

このように，前の段階まではできるが，づぎの段階でつまずいている時，そ

のつまずいている段階の理解テストをその生徒に実施することに去り，理解欠

除の内容を明らかにしようとした。誤算と理解欠除の関係を検討するために，

計算テストを実施した学年および被験者数はつぎの通りである。

害事33.表 計算テスト実施学年と被験者数

|加 法| 滅 法 1乗 法 |徐 法

実施学年 | 1年C組I 1年A組B組C組| 2年A組! 1年B組

被験者数 | 157AI 52人

実施時期|昭和30.5よ句| 昭和30.6上司昭和30.9，中旬l昭和30叫咽

3.4.1.2. 理解テスト実施の結果.

第3.7.3受，誤算類型一覧表における，(1)番のような生徒に対して，カ日法C型

理解テストを実施すると，その結果から，これらの生徒はつぎのような群にわ

けられることがわかる。

第3.9，表 治療対象生徒の型

加法C型題(2)理，解テスト問
(1)， (2)， (3) 

E答者 |誤僻

カ法日スト題(問4)テス 正答者 1(1)群 1 (2)群
C中ト
司直のcに

理有テ事 者裂算十ついて 誤答者 くなし)I [ 群
註 E答者は全部E答の者， 誤答者

はそれ以外の者とする。

(生)問，c型計算テスト問題を正答した

生徒がI群で，誤答した生徒がE群であ

る。

I群の中には，理解テス ト(1)(幼(紛聞を

全部正答した生徒とそうでない生徒がい

る，前者が， 1 (1)群，後者を1(鉛群とす

る。 1(1)群の生徒は，理解テストを実施

することにより，ひとりで，計算操作の原

理をそれから理解したもの， 1 (2)群の生

徒は，そうでなく，できたものと一応予

想することができる。しかし， このこ之は，個々の事例について検討される必

要がある。いま， I群の生徒をI型，n若草の生徒をE型としよう。実験結果は
I型とE型にわけ，理解テストのどの問題で正答し，どの問題で誤答したかを

明らかにすることによって，誤算と理解欠除の関係を考えてみよう。
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(1)加法

何) A型誤算:と理解欠除の関係

・理解テス ト実施者 7名 (1型5名 E型2名〉

.実施結果

第3.10表

認:? (2) (3) (品)

(ロ) f1) (司 昨守 (イ) (ロ) をカ 収) (ロ)

I型
誤 。。 1 。 。. Q 
正 う 5 4 4 4 4 4 う ラ ラ

誤 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 
E型 一ー一 一一ーー

正 。。 。。。 。。。 。。
I型の生徒は5名中4名は正答者で1名は部分的に誤答している。その内容

は，酬をすとしている誤りで，CJf;)④全体を1としているのである。阻

の生徒は，全部誤答している。したがって， n型の生徒は，単位分数，真分数
の意味記法および計算操作が明らかでないための誤算とみbれる。

似，) E型誤算と理解欠除の関係

・理解テスト実施者 16名(l型10名 E型6名)

.実施結果

町第3，11. 表

ぽ|は} (2) :3) (4) 

(イ) (司 付 付) (17) (イ)1 (1)2 (lJ)l (11)2 (1ロ'}3 (1) (ロ}

誤 。。 1 。。 。。
I製

10 I 定 10 10 9 9 9 10 10 9 9 9 10 

誤 。。3 2 3 ヨ 3 3 ヨ 2 5 3 
E型 一
正 6 6 3 4 ヲ 3 3 3 3 4 3 

I型の生徒に10名で，理解テストは殆んどできている。 E型の生徒は6名マ

2 3 
部分的に理解欠除がみられる。 (1)問，図による仮分数記法の理解では，一一

3' 3 
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5 
までは全部京解しているが， τ之なる之誤答者が3名でてくる。 ω問，図によ
る帯分数記法の理解。 (お問，分数を部分分数に分解する操作の理解も不十分で

ある。誤算は帯分数の記法の恋解と部分分数に分解していく操作について理解

欠除からくると考えられる。

(2)減法

的 C型誤算之理解欠除の関係争

・理解テスト実施者 66名 CI型28名 E型38名〉

.実施結娘

第3.12表

述(
(1) (2) 

仔) (甘) (1) (同 P守

I型
誤 ち 。。。
E 24 27 28 28 28 

誤 8 35 33 33 23 

E型
正 30 3 ち 5 1ラ

(3) 

(1) (11) 

。。
28 28 

38 38 

。。
I型の生徒は28名で， (1)(イ)(1ロ)で誤った生徒が若干みられたが，その他では正

答している。 E型の生徒は(1)付)および(2)刊をのぞいで大部分が誤答している。

(1)(イ)は其分数の減主主操作を図によって理解しているかどうかをみているもので

E棚の生徒は大体理解しているようであるが， (1)(吋になる と殆んど誤答する。
3 3 
一一ーの図による理解が欠除しているとみることができる。(成の刊(ロ)も(1)(吋と
4 4 
同じ内容のものを帯分数についてみる問題で同様に誤答者が多い。計算では，

1 1 1 0 0 
一一一=一 一 、ー得としている誤りが多い。
3 3 3' 3' 0 

伺 G型誤算と理解欠除の関係

・理解テス ト実施者 町名(I型15名 E理50名)

.実施結果

一朗1-



第3.13表

話:A(1) (2) (3) 

{イ) (ロ)付l村，2 ~~3 (1)1 cイ)2(1')3 (吋1(ロ!)2(同3付 (1) (，ロ}

I翠l
誤 。 2 2 4 2 2 2 3 4 。。。
E 15 14 13 13 11 13 13 14 13 12 11 15 15 15 

言u12、 l 3 20 17 18 22 14 13 17 23 21 27 26 26 48 
E型

47 30 33 32 28 36 37 33 27 29 23 24 24 2 

I型の生徒は15名， II型の生徒は50名で，1型の生徒は大体正答している。
2 131 

I型，ll:J:草Iとも(1)付3合吉=15としている。 5'x3=15で3侍したものをそ

~=.I:=.-，..~a..). /#')¥I ~\ 3 1 のままかいているのである。 E型の生徒では， (割引一一ーの正答者24名に対し
4 3 

5 4 て(お(ロ) 一一の正答者2名となる 前者は分母が互に索の分数であり，後者は6 8 "./...LL.'c-1=f c_ "1-1 <-1o-，.'61 '=' 

公約数をもった分母となっている。後者では殆んど全部，公分母を54としてい

る。誤算は分子を誤った者と結果を約分し:なかった者となる。

それで，これもF型と同じように約分されたら約分するように設聞を加える

こと『こしナこ。

(3) 乗 ー 法

(イ) B型誤算と理解欠除の関係

・理.解テスト実施者 10名 cl理2名 E型8名〉

.実施結果

第314表

孟守(1) 帥

(2) 

(同 村 悼 (イ) (ロ)

誤 1 。。 。。
I型
E 2 2 2 2 

誤 3 7 2 5 3 7 
J[ jj~ 
E 5 6 3 5 

(3) 

付) (同
， 

。。
2 2 

8 8 

。。
I型の生徒2名， n型の生徒8名である。 E型の生徒は，基礎計:11ですでに
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多くの誤算をしている。 m~ロ)では 7 名の誤算をしている処から帯分数司法にう

いての理解が不足である。 (1)伊)で同じく 7名誤算しているl処から帯分数記法の

意味と帯分数の整数倍計算操作が結びついていないように思われる。

。コr) C型誤算と理解欠除の関係

・理解テス ト実施者 22名(1型11名 目型11名〉
.実施結果

第3.15表

一
記(

(2) (3) (4) 

I (1)加)付同 仔) (ロ) (1) (11) 付) (ロ)

誤 2 2 3 2 4 4 ヨ 2 2 

i型
正 10 9 9 B 9 7 7 B 9 9 

言'"問，< 2 2 1 5 3 3 5 ラ

E型
E 9 9 10 10 10 6 8 8 6 6 

(5) 

付) (ロ)

。。
11 11 

2 10 

9. 1 

実施した理解テストは本文中のものが作成される以前のもので本文のものと

若干相違している。 (1)包:)(3)ゅは本文と失体同じI (5)は本文の(8)と大体同じI 1 

型の生徒11名，胞の生徒1附あるo II型の生徒は3x長の形式の問題はS

正 3..3 名在答しているの}ー×ーのル式では正公者1名である。各問題とも相当数正~ 5" 8 ロ

答している。真分数に真分数をかける場合の操作の理解をみる問題が必要と思

い(5)(6)(7)を挿入した。(理解テストを参照、〉

ゆ)除法

問 B型誤算と理解欠除の関係

・理解テスト実施者 14名 cl型4名 .1I型10名〉
.実施結果

第3.16表

認:rli (2) (3) 

(イ) (ロ) 付) (吋 的(ロ) (イ) ('ロ) 的(司付

設 2 3 3 3 o 0 0 0 0 0 
I型
正 3 3 2 1 1 4 4 4 4 4 4 

誤 7 7 9 9 9 10 ラ 5 5 10 10 10 
E型
正 3 コ，、 l O. 5 ?う ち 。。。
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i型4名，n型10名である。 I型の生徒中，1名は(1)番議礎計算で誤2きして
2 5 x 2 

いる5+ァ=7ー とした。この生徒は(お番， (3)番で全部誤答している。ω番
~_ ~ '} _ ~ _Z 1. 1 '"7'" I ， 'Z._ ，.，，_ 0 _ 6.... 0 I 6.，.. 

は45-+2 = 410としている。 (3)香8ァを8+ 7 t~分解して部分的に除すこと
は誤答している。ゆ)棒， (5)番は全部正答である。そしての)番は悶番と同じ方法

で正答している。

したがって，この生徒は帯分数を整数と真分数に分解して部分的に除す方法

による除法の理解はないが構分数を仮分数に変形して行う除法は理解している

ので計算テストが王特:となっている ととがわかる。 I ~2の他の生徒の誤りも同

様に考えられる。 Hi~の生徒は(2)番除法操作はほとんど理解されていない。ゆ

呑も同様， (.必番帯分数を仮分数変形することを正答した者5名，そのうち同番

を正答した者3名である。しかし，この3名も(6)番計算テス トになると様々な

誤りをしている .どういうときにどのように変形しなくてはならないか除法操

作についてはっきりした理解がないとみられる。

(同 D型誤算と理解分除の関係

・理解テスト実施者 18名(1型5名 E型13名〉

.突JJfH結果

第3.17.表

話~l (1) (2) (3) 

(1) (ロ) (1) (吋

ζ{ ち 。
I型

2 4 う 4 4 

E型
誤 11 11 3 6 3 

正 2 2 10 7 10 

(4) 

“} (世)
。。
5 5 

12 5 

8 

I型の生徒5名， Jl型の生徒13名である。 I型の生徒中理解テストを全部正

答したもの2名であとの3名は少しずつ誤答をしている。誤答者3名中2名は

(1)刊の問題1題の誤答で乗法と除法の考えちがいのようにみうけられる。他の

問題は正答しているのでこの2名は大件調揮しているように思われる。他の1

名は(1)番， (翁番を全部誤答していて理解の程度が不確実で機械的にできている
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4.4.2. 全県評価基準の設定と利用

得点をつぎの公式により偏差値に換算しヲその偏差値区間をもとにえして， 得

点の五段階評価基準を設定すると第4.5.表のようになるの

個人得点一標準得点
偏差値----" 十50

静準備差

第4.5.表得点 主段階評定基準

五段 偏差値 得 点

階評 2 年 1 3 年 4 年 |

定 区間
加法九九|融九九加法九九|滅渋川|姑九九|除法九九鰍九九i除法九九

+2， 65以上 80)以上 n以上 81以上 74以上 81以上・旬以上 100 85以上'
十 1 ラ5-64う;9-79 57-76 60-80 54-73 59-80 46-64 71-99 63-84 。45-54 38-58 37-56 39-59 34-53 37-58 27-45 41-70 41-62 
35-44 17-37 n.....36 18-38 14-33 15-苅 8-26 12-40 18-40 

-2 34以下 16以下 16以下 17以下 13以下 14以下 7以下 11以下 17以下

なお，五段階評価の結果は-これに正確度を考慮して診断されるとよい。以上

の評価はいずれも学年末'におけるものであるので，それ以外の時期において実

、施される場合は時期的ずれも考慮にいれて結果を考える必要がある。

学年末に，このテストを実施した場合，テスト得点を第4.5.表で帯価j__.，第

4.4.表で正確度を全県分布で位置ずけることにより，その児童は正確度はよい

が速度が非常におそいとか，正確度もよくないし，速度もおそいとか診街してい

く。も し王確度がよくないのであれば，まずその点の治療をしなくてはならな

い。正確ヒで‘きることをまず考え，つぎに速さをおる一定水準にもってくるこ

とが必要である。その場合，速さがおそいのはなぜなのか考える必要が為る。

まだ一つ一つ計算してやっている段階では当然速さがおそくなる。

以上，九九では反射的に答がでてくるようにする必要があるが，そこまで到

達する段階では，数概念のはあ'くや操作の原理等理解にたった指導がなされな

〈てはならないわけである。なお反覆練習については2.4.1.の後半の記述を参

照されたい。
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5 診断テス トの用い方について

このテス トの用い方としてつぎのごつの場合が考えられる。

(1) 誤算をどのようにして予防Lたらよいか。

(2) 治療指導をどのようにするか。

この二点について概要をのべる。誤算を予防するには，これから学習しよう之

する内容について，つぎの二点を明らかにしておくことが必要で、ある。

付) どの程度の基礎的理解をもっているか。

(ロ} どのような点で，どのような誤りをし易いか。

付)については，予備テストを実施することが考えられる。その問題として，

の理解テストを用いるか，これを参考にして問題構成をしてみるとよしい、、。

テストの問題は，理解事項をみるものと，計算操作をみるものを含め

.るこ2とによって，両者の関係をつかむことができる。また，治療指導の項でのt
鼻

ベたように， 1型， rr型の児叢生徒が明らかになると思われる。なお誤答者ピ

ついては，その誤答を分析して，診断を行い，学習指導の資料にする。(ロ)につ

いては，誤算類型表の誤答頻吏を参考にされるとよいと息う。つぎに治療指導

の問題であるが。各指導段階毎に誤算の予防を考えるとともに一方では，欠陥

の所在を早期に発見して，軽度のうちに、冶療を行うことが必要で，この診断治

按に，このテストを用いることが考えられる。、この場合s計算テストは，企部

でなくてもよいと思う。部分的に必要な問題を選びだして，その都度実施して

いくよ5にする。 理解テス トも同様である。まずこ，テスト問題は，必要に応じ

て，いくつかをくみ合せて用いていくというようにいろいろと御工夫願われれ

ば幸いで、ある。このように，予防と診断治療は，表裏一体となって，つねに，

学習の中でいかされていくことが必要で‘ある。その結果，特別指導をする必要

のある児童生徒が発見される場合もある。このような場合， 5年，6年の児童

に， 3年， 4年のテストを用いいる等学年に関係なく必要に応じて用いていた

だけばよいと，目、う。また，学年の始めに計算テストを実施して，学扱児童の実

態を明らかにしておくことは学年の教育計画を進める基礎となると思われるし

理解テスト実施の方法についても，できるだけ児童生徒が，これを手がかりに
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して自分で診断し，誤算をなくしていくようなことが考えられるならば能率的

に学習が進められるばかりでなく，教育効果を高めるものと考える。この辺に

も，いろいろ御工夫いただければ幸いと思う。
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6 結 ， び

以上において，診断テス ト作成についての実験的研究の概要をlのべた。 ζこ

では，実験的な過程を通して，児童生徒の誤算と，理解欠除事項を王子析するこ

とによって，逆に，児童生徒り誤算や，理解欠除事項をとらえるテストを作成

しようとしたわけで-ある。そして，一応，その目的に添うテストが作成され

た。しかし，問題領域が広く，そのため，研究過程で一つの問題が考えられた

場合，その問題だけに，深く究明していくというこ之のできなかった点がない

わけではない。その他，いろいろとりのこされた問題があると思われる。たと

えば，理解テストを実施して個々の児童生徒を診断すると，同じような問題で

ありながら，ある場所ではできているが他の場所ではできていなかったり，論

理的に考えて，最初の段階でつまづいていながら結論だけができていたりして

いる様々な事例をつかむことができるのである。なぜ，そのようなことがおこ

るのか，個々の事例について，精細に計算過程を分析してみることが必要に忠、

われるが，この辺にも十分には，手のつけられなかった問題がある。このよう

に，このテストの実施を手がかりにしていろいろな研究問題が考えられたなら

ば，実際指導の場の問題として，究明していかれることにより，学習指導に関

する賃重な資料がえられると思う。また，よく誤算をする児童生徒は，まとま

った考え方や理解の基盤が非常に弱いということを笑験過程から感じた。わ仇

ったと思っていても，つぎの段階でそれがすぐくずれて・しまうわけで、ある。整

数治療指導例にもあるように糠習を4回もかさねp 浮動状況を調査するという

ように，t'.)る期聞にわたって， 理解の安定度を追跡していくとそのような児童

のいることが一層明らかにわかるのである。どこかで，そのようなつまずきを

おこしている児童が，そのまま，見すごされていくと，その児童は次第にとり

のこされていく。それでその学習で身につけるべきものをどの程度身につけた

かを常に診断して軽度のうちに冶療指導を行うI ことが重要であるとともに，積

極的には，欠陥の予防を行うことが必要である。そのような学習含進めるため

の資料として，このテストが十分活用され，本県児童生徒の学力向上に資する

ことができれば，幸い，これにすぎるものはない。

終りに，この研究に御協力くだされた実験学校の先生方，特に，共に研究を

担当された方々，および，他に御協力くだされた学校の方々に対し深く謝意を

表する次第で、ある。
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養護教諭 鈴木みさ

(なお和納小学校において他に転出された職員で，この研究に関係)
された人は校長牧野数一， 教諭石井発，吹井惇の諸氏である。)
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実験学校職員氏名および研究担当教科
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西務原郡和納小学校
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